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			第１章　提案

		

	
		
			　城門の建設が続く中行われた闘技場の竣(しゆん)工(こう)祭(さい)から、数日が経ったリュネヴィル。

			　闘技場は飽きることなく足を運ぶ者で満員が続き、大規模清掃や整備などで休場となる日には、将棋などの大会が開かれるようになった。

			　そんな血なまぐさいところでいいのかとイリアは思っていたが、参加する者からすれば定期的に大会を開くことへの感謝の方が大きいらしく、好評を得ていた。

			　そして、先の事件で明るみになった、魔物を捕獲しておくことの危険性。

			　そもそも「対魔物戦」は、前闘技場で起こった八百長のイメージを拭(ぬぐ)おうと、ギルド連合総本部による提案だった。しかし、この八百長をする余地のない見世物は、先の事件を受け、その危険を最も被ることになるリュネヴィルの住人に改めてその趣(しゆ)旨(し)や対策を説明し、住民投票によってその沙汰を問うまで保留となった。

			　名義上ギルド連合直轄であるため、闘技場の最高責任者はリュネヴィル支部の長フランクだが、彼は現状の支部を鑑(かんが)みて、その運営には別の人員を雇うことにした。

			　警ら隊も、先の事件の影響を見せずに上手く機能していることもあり、リュネヴィルでは闘技場の開場後も特に問題は起きていなかった。

			　よってギルド支部としての仕事に変化はなく、イリアは先日リュネヴィルを発った元副支部長デニスの指摘を踏まえ、普人至上主義者の動きを警戒することにした。

			　来客があったのは、その矢先のこと。

			「知り合いのようですが、改めてご紹介いたします。司祭殿、支部(うち)で働いてくれているイリアです。イリア。こちらはラトヴェスター教のリュネヴィル教会堂に赴任されるベルナルト・ガルトマン司祭殿と、教徒のソフィアさんだ」

			　支部の三階にある応接間で、イリアは対面した二人とお辞儀を交わす。

			　促(うなが)されたベルナルトはソファに座り直し、ソフィアとイリアがそれぞれの上司の後ろに控える形をとった。

			　イリアの実力の一端を知るソフィアはその立ち位置に目を瞬かせていたが、ベルナルトは特に違和感を覚えなかったらしく、これといった反応を示さなかった。

			「ええと……どこまで話したのでしたか」

			　苦笑気味に首を捻るベルナルトに、ソフィアがこそっと囁(ささや)く。

			「そうそう、以前計画されていたリュネヴィル教会堂の建設が頓(とん)挫(ざ)してしまったところですね」

			「中止自体は、かなり早い段階で決定していましたが……」

			　頓挫したのは、当時リュネヴィルにのさばっていた盗(とう)賊(ぞく)ギルドが原因であるため、フランクに落ち度はない。にも拘(かかわ)らず気まずそうにするのだから、真面目すぎるのも考え物だとイリアは思う。

			　彼はもっと自分の功績を誇(ほこ)っていいのに、と。

			「お恥ずかしながら……当時は教会もごたごたしていまして、頓挫を知らされたのはかなり後で、私とソフィアは、済し崩し的にアクラディスト王都の教会堂の世話になっていたんです。とはいえ、その後はアクラディストでの布教活動で国中を回っていましたが」

			「では、先日の避難でロンドヴィルへ？」

			　先の騒動……暴走した神(しん)獣(じゆう)による海面の一時的な上昇や高波で、多くのアクラディスト湾岸部の住民が内陸部に避難することとなった。受け入れる施設や食料などの問題から、隣国であるロンドヴィルも避難民を受け入れ、リュネヴィルにも多くの避難民が訪れた。

			　被害の多くは海に面した地域であったが、アクラディストの王都は、臨海部ではなく海に繋がるラカバ運河を少し上った先にある。

			　技術の発達した水門でその水量はある程度は制御できるとはいえ、水面上昇の被害は少なくなかった。

			「いえ。我々は王都の避難所で看護に努めておりました。避難民の支援に向かった方も多かったので」

			　そちらが一段落ついたから、改めてこちらに移ってきた。

			　そう言って、ここに来るまでの経緯をベルナルトは締め括(くく)った。

			　それからリュネヴィルの案内を兼ねて街に出て、公務から帰ったエクトルと面会するために四人は館へと向かった。

			　エクトルを待つ間、ソフィアは興奮冷めやらぬ様子で頬を上気させていた。

			「（どうかした？）」

			「（あ、あはは……）」

			　イリアが理由を訊ねると、恥ずかしそうに頬を掻く。

			「（なんていうか……感動しました！　アクラディストの王都も水路があって綺(き)麗(れい)だなって思いましたけど、華やかな中にも陰があって……。でも、リュネヴィルは綺(き)麗(れい)なのに明るくて！）」

			　小声なのに声を張るという器用なことをしながら、ソフィアはリュネヴィルの街を褒(ほ)め称えた。

			　街と言うより、それは雰囲気と言った方が正しいかもしれない。

			　街並みは建築した者の功績だが、雰囲気は街の住人で作る物だからこそ、イリアも素直に嬉しく思えた。

			　好きなものを褒(ほ)められるとこんなに嬉しいんだ、とちょっとした感動を味わっていると、エクトルが到着した。

			「お待たせして申し訳ない」

			　現れるや否や頭を下げたエクトルに、初見のベルナルトとソフィアが狼(ろう)狽(ばい)する。

			　これまで、物腰の柔らかい者や丁寧な者こそいたが、領主でここまで腰の低い者はいなかったのだから、当然と言えば当然の反応だった。

			　二人の姿にかつての自分を重ねて、イリアは苦笑した。

			「領主を務めております、エクトルです」

			「リュネヴィル教会堂に赴任することになりました、ベルナルトと申します」

			　挨(あい)拶(さつ)の後、教会就任登録などの申(しん)請(せい)書にサインを済ませ、一通りの公務は終了。

			　休憩がてらお茶が持てなされると、三人の話題は雑談に似た近況の確認に移った。

			　イリアの傍(かたわ)らではソフィアがにこにことしていたものの、内容を理解していないのは丸わかりだった。

			　だからこそ同席させていても問題ないともとれるが、一介の教徒でしかないソフィアと一介の受付嬢でしかない自分を、大事な会談の場に居(い)合(あ)わせるのはどうかと思うイリアだった。

			（……私はもう諦(あきら)めかけてるけどさ）

			　そんな彼女の胸中などお構いなしに、三人の会話は進む。

			「――同規模の都市では大抵貧困に苦しむ方が見られるものですが、それもない。世界中がこの街のように幸福であればよいのですが……」

			　ベルナルトは苦笑気味にそう言った。

			（貧困か……）

			　前世とは違い、この世界には誰でも依頼を受けて報(ほう)酬(しゆう)を得られるギルドがあるため、無職の人間はいないものだとイリアも考えていたことがあった。

			　しかし実際は、ギルドの登録には試験に合格する必要があり、職を続けられなくなった場合、それまでの貢献に応じて支払われる、退職金や年金のようなものだけで生活しなければならなくなる。

			　傭(よう)兵(へい)ギルドであれば怪(け)我(が)、商業ギルドや工業ギルドでは借金等で経営が困難になって職を失う者が多い。戦場に出ない農業ギルドでも怪(け)我(が)をすることがあり、土地を売って一家そろって路頭に迷うという話も少なくない。

			（…………やめよう）

			　考えているうちに鬱(うつ)屈(くつ)としている自分に気付き、イリアは遡(さかのぼ)る記憶を引き戻した。

			　このように、この世界にも失業や貧困は当たり前に存在する。

			　ベルナルトの言う幸福にあるリュネヴィルでも、今の状況が続く保証はない。

			　経済成長を支える柱は、後続の育成から始まる継続的な技術の発展だ。

			　それを考えれば、ここにいる三名はリュネヴィルにおける三大権力の長。

			　いい機会だと判断したイリアは三人の会話が途切れるのを待ち、

			「学校を作ってみませんか？」

			　と発言した。

			「学校、ですか？」

			　彼女の発言に対し、最初に問い返してきたのはベルナルトだった。

			　というよりも、後の二名は彼女が妙なことを言い出すのに慣れてしまっているのか、驚くよりもまず続きを促(うなが)すような仕草を見せている。

			　それを認め、イリアは説明を始めた。

			「各国の首都には、大抵、国やギルドが運営する教育機関があります。国の中枢にばかりあるのは、文官や職員のような学問が必要な職が多いからということもありますが、生活水準が高く、子供を働きに出す必要がないからです」

			　それが表向き。

			　裏の側面は自分たちの都合のいい人材を育てるための機関であり、その面が特に強い盗(とう)賊(ぞく)ギルドの教育機関も地方都市の貴族並みに高い教育水準となっている。

			　彼女の前世のように義務化は無理だとしても、中立性に関していえば、リュネヴィルほど適している環境はないとイリアは考えている。

			　そう考えての提案だったのだが、三人はすでに察しているのか、権力の関与のことを口に出すことはなかった。

			「なるほど……。今、子供を働きに出している世帯はどのくらいあるのでしょう」

			「28世帯ですね。内訳としては、農業ギルドに所属する家庭と、宿を経営する商業ギルドの家庭がほとんどです」

			　すらすらと答えるエクトル。

			　住民への愛ともいうべき現状把握にイリアが驚いていると、それを見つけたフランクに苦笑されてしまった。

			　恥じ入る姿を見ることなくベルナルトに向き直ったフランクが、笑みも解けないうちに現状の説明を加える。

			「その他の家庭では、働かせるのではなく経験を積むために弟子入りのような形をとらせているか、子供を家に残し、イリアの作った教材で勉強させるかのどちらかですね」

			「彼女の作った教材ですか？」

			　目を瞬いたベルナルトに、イリアは無理もないと胸中で自(じ)嘲(ちよう)した。

			　一部では神々の知識を守護していると有名なエルフとはいえ、どうしても世俗から切り離された印象が強い。そんな人間に、教材を作れるだけの知識があるのかどうかが疑わしいのだろう。

			　彼の反応をそう推測したイリアだが、

			「なら安心ですね」

			　あっさり納得されてしまい、今度は彼女が目を瞬く番となった。

			　なんで？　そう考えていると、彼の後ろに控えるソフィアが、申し訳なさそうな表情で何度も頭を下げていることに気付いた。

			　しかし、いつもの癖(くせ)で彼女の表情が変わらなかったせいか、その疑問は解消されないまま、学校についての話し合いが再開される。

			「すでに草案はあるのか？」

			「学習面の授業計画はできています。あとは、御三方の承(しよう)諾(だく)と住民への説明、場所の確保と資金の工面が必要です」

			「資金？　学校専用の校舎を建てるのか？」

			　フランクの問いを、イリアは「いいえ」と否定する。

			「そこまでの生徒が参加するか分からないので、場所については支部の個室を、と考えています。資金が必要になるのは、生徒たちの前で記述を見せる黒板のような、授業に必要な備品を揃えるためです。余裕があれば専門の方をお呼びして指導していただくための賃金としたいところですが……生徒の保護者からいただける月謝は、給食に回せればと思っていますので」

			　唖(あ)然(ぜん)とする四人の顔を見て、イリアの顔に「久しぶりにやっちゃったかな」という乾いた笑みが浮かんだ。

			　勢いに乗って言ってしまったが、この世界の学校に準ずる教育機関では、生徒たちの前で教師が黒板に説明の記述を行うことはない。通常の座学は生徒たちが延々と教材に向かい、質問があれば教師が個別で解説。テストをして間違えた箇所を説明するという手法を取っている。

			　それに加えて、給食というシステムも存在しない。

			　裕福な子供たちが通う教育機関では、食堂でシェフが作った料理を給仕が運び、もう少し階級の下がる学校ではお弁当を持参するのが常だ。

			「ふむ……イリアさん。給食というのは、どういったものなのでしょう」

			　ベルナルトの声は興味深げだった。

			　もともと説明するつもりだったイリアだが、彼と同等以上の興味を示す三人の視線を感じて慎重に言葉を選ぶ。

			「生徒に勉強を教える対価としていただいた月謝を纏(まと)め、人数分の昼食を作って振る舞うんです。利点としては、同じ料理を大量に作ることで単価を下げつつ、栄養を考慮した食事で生徒の成長を補助することができます」

			　なるほど、と頷(うなず)くフランクとエクトル。

			　その一方で、ベルナルトは顔を俯(うつむ)かせ、わずかに身体を震わせていた。

			　ラトヴェスター教には、世界樹に生かされている命は皆(みな)平等という教義がある。

			　だからこそ、反対はされないだろうと考えていたのだが、

			「素晴らしい!!」

			　案の定というべきか、むしろ斜め上にぶっ飛んでいた。

			「その学校の運営、ぜひ教会に任せていただけないでしょうか！」

			「あ、ありがたいお言葉ですが」

			　テンションが上がりまくっているベルナルトに、フランクがたじろぐのも無理はなかった。

			　だが、イリアとしては棚から牡(ぼ)丹(た)餅(もち)の提案であるため、このまま押し切って欲しいと静観することにした。

			「備品の調達資金に関しては、教会から回される補助金を使いましょう。教会堂の個室を使っていただければ、場所に困ることもありませんし！」

			　相変わらずの、熱くなると突っ走る性格にイリアが呆気にとられていると、同じく唖(あ)然(ぜん)としたソフィアと目が合って、お互い穏やかな笑みが零(こぼ)れてしまった。

			　決して馬鹿にして笑ったわけではないのだが、彼女たちの様子に気付いたベルナルトは、恥じ入るように視線を泳がせながら苦笑を浮かべた。

			　その隙を見て、ようやくエクトルが口を挿むことができた。

			「司祭殿の提案は願ってもないものです。ですが、教会の補助金をそのように使うことに問題はありませんか？」

			　ベルナルトは確信をもった表情で頷(うなず)く。

			「補助金の使途は、教会堂の維持や教えの普及といった教会の教えに反しない範囲であれば、現場の裁量に一任されています。そうですね……学習の一環に生命の尊(とうと)さを説く時間を設けていただければ、大聖堂も満足するでしょう」

			（満足って……）

			　司祭が言っていいのだろうか。

			　ソフィアも思わずといった様子で苦笑いを浮かべているのを見つけ、イリアも胸中で苦笑した。

			「学習の一環ということであれば、道徳という授業を設けようと考えていましたので、何の問題もありません。ただ、他の授業との兼ね合いもありますので、学習指導案を作成していただけますか？　後程、作成例として別の授業のものをお持ちしますので」

			「勿論です！」

			　尤(もつと)もらしいことを言ったはいいが、学校は「作りたいなー」程度にぼんやりと考えていただけで、具体案があるわけではなかった。

			　だが、複数の教師による学習授業を行うのであれば、カリキュラムと学習プログラムの作成は必須だ。

			（まぁ、高校とか大学みたいな進学制度があるわけじゃないし、緩(ゆる)めでも大丈夫だよね）

			　作成の苦労は別にしても、指導計画を作るようになれば何をするか事前に知ることができ、計画にないことを教えているとなれば、正式に抗議することもできる。

			　イリアとしてもラトヴェスター教を狂信的な集団とは捉(とら)えていないが、取り越し苦労になるとしても、石橋を叩いた気になれるのであれば十分だった。

			「我々に何かできることはあるかい？」

			「国とギルドに認められている、という立場を作っていただけるだけで十全です。……欲を言えば、〝全課程を修了した者には職場を斡旋する〟という保証をいただけたら、と思うのですが……。何分試行段階なので、就職する側にもされる側にとっても未知数でしょうし」

			　もっと言えば専攻学科のクラスも作ることができればとは思うが、現時点では勇み足でしかない。

			（結果も大事だけど、過程を経ずに結果は伴わないしね）

			　まずは、学力を上げつつ色々な可能性に触れてもらうのが、最優先の目標だろう。

			「では、学校の具体案と説明会を開く日程を決めようか」

			「よろしくお願いします」

			「じゃあ、まずは――」

			　リュネヴィルの学力向上に関してはエクトルも考えていたらしく、それからはトントン拍子に話は進んでいった。

			　終始ノリノリだったベルナルトを見ていると、【神の目】がなければ邪神が住み着いているとは到底思えなかっただろう。

			　

			　トップ会談が終わって、イリアは夕食の買い出しのためにベルナルトと別れたソフィアの付き添いをすることにした。

			　いくら治安がいいとはいっても、街に来たばかりのか弱い女の子を一人にはできない。

			「リュネヴィルも普通に八百屋さんとかあるんですねー」

			　買い物を終え、両手に野菜や小麦粉といった食材を抱えながら二人で教会に向かっていると、ソフィアが感(かん)慨(がい)深げに言った。

			「みんな、普段の食事があるからね」

			「そうですよね。ギルド支部の食堂が町の食事を全部牛耳ってる、なんて聞いていたので、勘違いしてました」

			　ソフィアは苦笑する。

			　完全に否定できないのが辛いところではあるが、それは外食のことであり、普通に自炊する家庭も多い。それでも住民の来客が多いのは、大量に食材などを購入することで原材料の単価が下がり、下手に自炊するよりも安いからだろう。

			　とはいえ、まず美味(うま)いことが第一ではあるが。

			「お魚とかはさすがにアクラディストより高いですけど、野菜はすごく安くてびっくりしました！」

			「川魚なんかは安いよ？　今は採捕禁止期間だから市場に出ないけど」

			「あ、塩焼きのことも聞きました！　実は、楽しみなんです！」

			　そんな平和なやり取りをしながら歩いていると、不意にソフィアが立ち止まり、

			「……お姉さま、ごめんなさい！」

			　と頭を下げた。

			　謝られる意味が分からず、その上、衆人環視のど真ん中での行為だけに注目されてしまい、イリアは取り敢えず頭を上げてもらうことにした。

			　顔を上げたソフィアの表情は真剣で、ちょうど近くにあった中央広場のベンチに座り話を聞くことにした。ここならば、雑踏の多さで話を聞かれにくく、一方で耳を傾けている者や彼女たちに意識を向けている者を判別するのが容(よう)易(い)だと判断したからだ。
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			「えっと……突然どうしたの？」

			「はい……。実は私、聞いちゃったんです……司祭様の話……」

			　イリアは顔には出さなかったものの、内心ではかなり動揺した。

			　話の内容が邪神に関連することであれば、彼女の身が危ない。場合によっては、早期決戦を仕掛けなければならなくなるだろう。

			　ソフィアは裾を掴(つか)む手に力を込め、やがて顔を上げてイリアに真っ直ぐな瞳(ひとみ)を向けた。

			「司祭様が……お姉さまのことを〝神の器〟なんじゃないかって……」

			「……は？」

			　彼女には【神の器】という固有スキルはあるが、そもそもスキルという概(がい)念(ねん)がないこの世界で、個人の持つスキルについて言及されることは考えられない。

			　思わず首を傾げたイリアに、ソフィアはなおも真剣な表情で続ける。

			「教会の人と話してて……確認ができたら、教皇になってもらおうって言ってました」

			「……それは、ちょっと困るかな」

			　スキルは勿論、邪神も関係なさそうという安(あん)堵(ど)と、新しい面倒事の発覚に思わず項(うな)垂(だ)れる。

			（教皇ってラトヴェスター教の最高位じゃないですか。絶対やだ）

			　そんな断固たる決意は胸中に押し留める。

			「でも、どうしてそれを貴女(あなた)が謝るの？」

			　ビクっと身体を揺らしたかと思えば、ソフィアは再び勢いよく頭を下げた。

			「ごめんなさい!!　司祭様にお姉さまが村でしてくださったこと、バレちゃったんです……！」

			　げっ。

			　そう思わず口にしそうになり、それは彼女を責めることになると慌てて抑え込んだ。

			　村でしたことが発覚したということは、邪神を捻り殺してしまうような人間(エルフ)だと知られたということだ。

			（……あれ？）

			　だが、そこでふと気付く。

			　邪神を倒したことは確かだが、なぜそれが〝神の器〟なんて話になるのだろうか。

			　普通の感性であれば「異常な強さ」とは思うだろうが、神とまではいかないだろう。

			（もしかして、大精霊たちみたいにチートをポジティブに解釈されてる？）

			　神の力を知る者、神を崇める者だからこそ、強大な力を持つ者、人に仇(あだ)為す悪を滅ぼす者に類似性を見る。求める。

			　有り得ない話ではない。

			「お姉さまの言いつけ通り、皆あのことは他言しなかったんです。だから、面と向かって言ったわけじゃないと思うんですけど……村の人が話してるのを、偶然聞かれてしまったみたいで……」

			（偶然、か……）

			　下手に断片的な情報を得たことで、余計に都合よく解釈してしまい、神の器などと勘違いしてしまったのかもしれない。

			　ベルナルトは、教材の話が出た際に疑う素振りを見せなかった。それも、単に武力で制圧したことを知らなかったために、「邪神を倒すほどの者であれば、神がかった知恵を持っていても不思議ではない」と誤解をしていたとすれば説明が付く。

			（でも、もしそうならやばいかも……）

			　勝手に解釈して誤解する余地があるだけに、下手な行動はとれない。

			　そこまで考えて、恐縮しっぱなしのソフィアに気にしていないと笑顔を向ける。

			「大丈夫。神の器なんかじゃないし、その誤解が解ければなんの問題もないしね」

			「お姉さま……」

			　ようやくソフィアの表情に笑顔が戻り、イリアは微(ほほ)笑(え)みを返す。

			　確かに面倒なことになったとは思うが、知らずに行動し、より厄介なことになるよりはマシ。

			　そう考えることにした。

			　

			　その後、しばらく会話を交わしてから教会に荷物を運び、イリアは支部に帰って夜の業務をこなした。

			　翌日からは、闘技場ができる前とそう変わらない通常業務をこなす毎日。

			　ベルナルトにこれといった異変は見られず、学校に関する業務も滞りなく進んでいるため、イリアは何かあった場合の悪魔・邪神対策として、もう一つの試みを始めることにした。

			「イリア、登録お願い」

			「畏(かしこ)まりました」

			　依頼表と一緒に差し出された登録証を受け取り、受注登録を進める。

			　その傍(かたわ)ら、イリアは目の前に立つ女性のステータスを確認する。

			「クララさん、一つ提案があるのですが、聞いていただけますか？」

			「勿論。なに？」

			「実はこの度、支部と武具の工房が提携を結ぶことになったんです」

			　この話は事実で、闘技場に武具を支給するため、支部は複数の鍛冶工房との提携契約を結んだ。

			　これにより、支部は万が一に備えて安定した武具の供給が可能となり、工房としては作った武具を揮(ふる)う機会に恵まれることになった。

			　そしてそれは、支部という組織を隠れ蓑(みの)にしながら、イリアが提案する武具の製作を依頼できる、ということも意味していた。

			「へぇ……それで？」

			　武器はギルド員の命と言っても過言ではない。

			　クララがイリアの言葉に興味を持つのは当然だった。

			「先日試作品の剣ができたので、その試験を手伝っていただきたいんです」

			　言いながら出した物は、太刀よりも短い刀。イリアの知識で言えば、日本刀だ。

			　鞘(さや)から抜いてみても、【鑑定】スキルを持たない者にはその試作とされる部分を知ることはできない。

			「試験か……。普通に出回ってる物よりは良い物っぽいけど、特に変わったところはなさそうだけど？」

			「あまり大きな声では言えないのですが、結石の欠片を組み込んでいますので、魔力を込めると補助魔術が発動するようになってるんです。試作段階なので、その効果は弱いですが」

			「へぇ……」

			　効果が弱いのは単純な話で、急激な技術の変化で市場が混乱することを恐れたイリアが、開示する技術を制限したからだ。

			　欠点を言ったものの、クララの表情を見て、イリアは思惑通りに事が進んでることを確信する。

			「試験と言っても、複雑なことをしていただくわけではなくて、使った感想を教えていただきたいんです」

			「それだけでいいの？」

			「はい。実戦の検証が足りないんだそうです。別途での報(ほう)酬(しゆう)もご用意させていただきます」

			　退路を塞いでいくようなセールストーク。

			　自らのあくどさにバツの悪さを感じていると、やがてクララは刀を鞘(さや)に納め、そのまま身体の脇に抱えた。

			「分かった。試験、手伝うよ」

			「ありがとうございます」

			　話の腰を折らないよう、話の途中で登録が完了していた依頼表と登録証を返却する。

			「該当区域以外での討(とう)伐(ばつ)はカウントされませんので、ご注意ください。……ご武運を」

			「うん、行ってくるよ」

			　クララとその仲間が支部を出て行くのを見送り、イリアは試みの第一段階をクリアしたことに安(あん)堵(ど)する。

			　彼女の行う試み。

			　それは、本来その人が持つ適性に合った武器スキルを伸ばすことだった。

			　魔術師でなくとも魔術が発動できる武器というのは、相手にその武器に興味を持ってもらうためであって、それ以上の意味はない。

			　イリアが世界で初めて見つけ、精神感応性金属(オリハルコン)と名付けた希少金属でもなければ、発動させる魔術本来の効果を出すには耐久値が足りず、問題なく発動できる程度の魔術効果であれば、すぐに対策を講じることができるだろう。

			　そう判断したからこそ、開示に踏み切ることができた。

			　クララは鞭(むち)使いで【鎖術】スキルが伸びていたが、本来の適性は【剣術】スキルの派生の一つである刀だった。

			　当人にも何か感じるものがあるのだろう。適性持ちは本人の強い趣味嗜(し)好(こう)でもない限り、一度該当項目を使用すれば自然とそのスキルを伸ばす傾向がある。その点で考えれば、おそらくクララは鞭以外を使ってこなかったのだろう。彼女の外見でいえば、刀よりも鞭の方が似合っている。

			　使ってみなければ適性だと分からない、本人に似合うかどうかは別問題、と前世で言う才能と同じようなもののように思えて、

			（私は何の才能もなかったけどね！）

			　とイリアは乾いた笑いを漏らした。

			　

			　適性をそれとなく伸ばす試みを続けながら、仕事をこなす毎日。

			　イリアは新しい施設のうち、闘技場とはあまり関わらず、教会を定期的に訪れるようになっていた。

			　そして今日も今日とて、教会に向かっている。

			　彼女個人としては、二つの意味でベルナルトに近づきたくはなかったが、学校を作ろうと持ちかけた張本人である手前、任せっきりにすることもできなかった。

			　すれ違う警ら隊と挨(あい)拶(さつ)を交わしながら辿(たど)り着いた教会では、机や椅子、黒板とチョークなど、授業を始める準備が着々と進んでいた。

			「ああ、イリアさん。出迎えができず、申し訳ありません」

			「お気になさらないでください。早速ですが、こちらが年を通しての授業計画です」

			「わざわざありがとうございます。立ち話もなんですし、こちらへどうぞ」

			　お構いなくと本気で断りたかったイリアだが、ここで変に断るのも逆に怪しいと思い、大人しく従うことにした。

			　教会に赴任してきたのはベルナルトとソフィアのみで、二人は教会の部屋に住み込みで生活している。

			　教会堂の規模は他の施設に比べても大きく、礼拝堂と食堂を除けば日本と同じ大きさの教室が８つ。一階に２部屋と二階に６部屋、三階は教徒の住む小さな個室が並んでいる。一階と二階のほとんどの部屋にも黒板と机を用意したというのだから、ベルナルトの意気込みがよく分かる。

			　それが空回りとならないよう、イリアは祈(いの)るばかりだった。

			　連れ立って教会の中を進むことしばし。

			　イリアは一階奥の食堂に案内され、長机の端でベルナルトと対面するように座った。

			「読書、算数、理科、社会、それと図工、体育に家庭科、そして道徳ですか」

			「はい」

			　紙を捲(めく)って、それぞれの教科で学ぶ内容を確認していくベルナルトに肯定を返す。

			　読書とベルナルトが読んだのは「国語」と書かれていた箇所で、文字の読み書きを習うため、そのように変換されていた。

			「あ、あの……イリアさん」

			「はい？」

			　若干テンション低めの声をかけてきたベルナルトは、心なし顔色が悪そうに見えた。

			「これだけの内容を教えられる方は、いらっしゃるのでしょうか……」

			　なにを仰(おつしや)いますやら。

			　イリアは屈託のない笑顔を浮かべ、答える。

			「教師の方にも、勉強していただこうと考えています」

			「なるほど……」

			「図工、体育、家庭科の教師は、それぞれの職業に就いている方に依頼することもできます。読書、算数、理科、社会は各担当の方を雇うか、一人が複数を担当するか、ですね」

			　ベルナルトも一緒に教えるつもりだったのだろう。量の多さに尻込みしてしまっていた。

			　日本では小学校低学年レベルの勉強でも、初見となる大人は多く、無理もない話だ。

			「今年は教師の育成にあててもいいかもしれませんね」

			「そう、ですね……」

			　その様子から、全く了承していないことが窺(うかが)えた。

			　布教は明らかに二の次で、利益はないというのに、何が彼をここまで駆り立てるのか。確たる証拠こそないものの、純粋に子供たちのことを想っているように思えた。

			「でしたら、定期的に講習会を開きましょうか」

			「講習会、ですか？」

			「はい。教師の方々に集まっていただいて、教える上で重要な点を説明したり、理解しにくい点を補足説明するための場です」

			　なんなら、教科書ガイドみたいなものを作ってもいいかも。

			　そう考えたのも束の間。

			（……やっぱ無理。自信ない）

			　理解力と記憶力がチートであるため、彼女自身が勉強する分には全く問題はなかった。しかしその反面、他人にとってどこが理解しにくいのかが分からなくなってしまっていた。

			　贅(ぜい)沢(たく)すぎる悩みであることは（前世の）身を以って知っているため、なんとか誤(ご)魔(ま)化(か)すつもりではいるのだが。

			「どちらにするかはお任せします。他に何か、現時点で問題はございますか？」

			「いえ。当面は教師の確保ですね……。教える方を揃えないことには、生徒を募(つの)ることもできませんし」

			　項(うな)垂(だ)れてしまったその表情を見ても、そこにあるのは力が足りないことへの失意だけ。

			　邪な感情はない。

			　邪神の影響がないと仮定して、イリアは気になっていたことを聞いてみることにした。

			「提案した私が言うのもおかしな話だと思いますが……司祭様が主導していただけると聞いて、驚いていたんです」

			「また異なことを仰(おつしや)る。貴女(あなた)なら、教会が孤児院や教育施設を兼ねていることはご存じでしょう？」

			　ベルナルトの言葉に、イリアは首(しゆ)肯(こう)して見せた。

			「はい。でもそれは教会に所属する者に限るのが普通でしたから……。司祭様自ら、その前提を覆(くつがえ)されるとは思わなかったので」

			　司祭の地位に就く殆どの人間からすれば、彼女の質問は不(ぶ)躾(しつけ)だと叱(しつ)責(せき)を受けても仕方ないもの。

			　だが、ある意味イリアの予想通り、ベルナルトはバツが悪そうに苦笑を浮かべるだけだった。

			「私は、貴女(あなた)を尊敬しています」

			「え？」

			　思わぬ切り返しに、素で驚いてしまった。

			　そんな彼女の反応も彼には違和感なく映ったようで、そのまま会話を続ける。

			「貴女(あなた)だけではありません。導師アイナ様や、司祭ジャン殿……素晴らしい考えを生み出した方々を私は尊敬しています。私がこの職に就いているのは、その考えをより多くの方に知っていただきたいからなのですが……。本心の奥底を言ってしまえば、主の素晴らしさにあやかりたいだけ……なのかもしれません」

			　どこか恥じ入るように、ベルナルトは苦笑する。

			「今回の件も、貴女(あなた)の慈(じ)愛(あい)に満ちた考えに感服したからこそ、せめて行動しようと決断しました。ですが、結局は貴女(あなた)の受ける称(しよう)賛(さん)を横取りしたかったのかもしれません」

			　そう卑下する表情に見えるのは悔恨。

			　もしかしたら、つい先程教師の問題があったように、布教も上手くいっていないのかもしれない。

			　そんなことを考えながら、イリアは言葉を選ぶ。

			「人から、何か言われましたか？」

			　彼は首を横に振った。

			　とはいえ、ここで首(しゆ)肯(こう)するような人物でないことは承知の上だ。

			「ふとした時に、思ってしまうのです。自分は、なんと浅ましい人間なんだろう、と。それが余計に、私に謙虚であれ、大いなる意志の礎を目指せと駆り立てる気がしてしまうのです」

			　駆り立てると聞いて、一瞬邪神の影響が脳裏を過る。

			　だが、その内容を考えて有り得ないと判断した。むしろ、「お前は下賤な人間だ」「そんなことをして恥ずかしくないのか」と不安を煽(あお)り、追い詰める方が邪神らしい。

			　心の隙間を広げて乗っ取る。それが、精神にとり憑(つ)くタイプの邪神や悪魔の常套手段なのだから。

			　ともあれ、空気の重さにイリアは内心辟(へき)易(えき)していた。

			　真面目な人ほど思いつめてしまうというが、それは邪神云々を抜きにしても勿体ないとイリアは思っていた。

			「どんなに崇高な意思を語っても、それを広められなければ意味はないと思いませんか？」

			「それは……」

			　ベルナルトは言い淀(よど)むが、勿論イリアも彼が言いたいことは分かっている。

			「どんなに素晴らしい考えを生み出しても、それを体現してくれる人がいなければ、それはただの妄想と変わりありません。発案する方と、それを広める方……どちらが欠けても形を成(な)さないんですから、優劣なんて考えても仕方ないと思いませんか？」

			　それこそ、平等を宗とする宗教なんだし。

			　イリアの無礼な物言いに反論の声を上げることもなく、しかしベルナルトは受け入れるような反応も示さない。

			　やはり敬(けい)虔(けん)な教徒として、自分の言葉は受け入れ難いのかもしれない。

			　そう考えたイリアは、話題を変えることにした。

			「学校の件については、誰が何と言おうとベルナルトさんの功績の方が大きいです」

			　そもそも、私が考えたことじゃないしね。とはさすがに言えないが。

			「貴方(あなた)がこうして動いてくださらなければ、ここまで来るのにもっと時間がかかっていたでしょうし、いくら感謝しても足りません。……ですから、もっと自信を持ってください」

			　ベルナルトの視線を真っ直ぐ見据え、この言葉が本心であることを精一杯示す。

			「貴方(あなた)は、素晴らしいことをしています」

			　それを卑下する必要はありません。

			　言いたいことが全部伝わったかどうか分からないし、それを納得してくれたかどうかもイリアには分からない。

			　それでも、ベルナルトは呆気にとられたような顔を緩(ゆる)めて、

			「……ありがとうございます」

			　そう言って微笑(ほほえ)んだ。

			　

			　結局、それから何度か会う機会があったものの、ベルナルトにとり憑(つ)く邪神についての情報は得られなかった。

			　事務的な意見交換の合間に愚(ぐ)痴(ち)のような、悩み相談のようなものを世間話として聞き、フォローすることの繰り返し。

			　フォローは邪神につけ込まれることを防ぐことになるからいいとしても、問題はイリアに〝神の器〟という疑惑を抱いているかどうかだった。

			　いくら話しても、彼はそういった話題を全く匂わせなかった。

			　ソフィアの勘違いであれば構わないが、もし意図的に隠しているのだとすれば、厄介というよりも本当に関わりたくないというのが本音だった。

			　そこでイリアは視点を変え、ソフィアに聞いてみることにした。

			「最近の司祭様の様子、ですか？」

			「うん。学校の件でかなり負担をかけてるから、大丈夫なのかなって」

			　ジュースの入ったグラスを教材の横に置いて、ソフィアは思い出すように首を捻った。

			　教会も学校の準備以外の開設作業を終えたことでだいぶ落ち着き、彼女は暇を見つけてはイリアに勉強を教わりに来るようになっていた。大抵の場合はカウンター席で受付をこなしつつ教えているのだが、この日はイリアのシフトが入ってなかったため、二階の個室でマンツーマンの授業となっている。

			「……疲れてるというより……どこか上の空な様子が増えましたね」

			「上の空？」

			　もしかしてと訝(いぶか)るイリアに気付かず、ソフィアは視線を宙に浮かせながら記憶を掘り返し続ける。

			「はい……。アクラディストにいた頃もそういうところはあったんですけど、ちょっと間が空くと物思いに耽(ふけ)るというか、ぼーっとしていらっしゃるんです。あれって……うーん、でもなぁ……」

			　それってもう末期症状じゃない？

			　ソフィアが考え込んでいる横で、イリアは溜(ため)息(いき)を吐くのをなんとか堪(こら)えた。

			「えーっと……特に苦しんだりしてる様子はないんだよね？」

			「え、あ！　そう、そうです！」

			「……苦しんでるの？」

			　ソフィアは、首(しゆ)肯(こう)しながらバツが悪そうに視線を落とした。

			「ぼーっとした後に、よく苦しそうに顔を顰(しか)められて……何を考えてるんだ、みたいなことを言ってました」

			「そっか……」

			　一瞬身体的な乗っ取りも進んでいるのかとも考えたが、彼女が聞いた言葉であれば精神的な侵(しん)食(しよく)だろうとわずかに安(あん)堵(ど)する。

			　身体にとり憑(つ)かれた場合、乗っ取られた後も本人の精神はそのまま残ることになる。

			　乗っ取られた自分が何をしたか、はっきりと自覚してしまうのは生き地獄といっても過言ではない。

			　パーシャやガブリルと旅をした時のように、乗っ取られた瞬間にイリアが立ち会うことができれば対処は簡単だ。しかし人のいいベルナルトであれば、乗っ取った邪神が何かした後に助けても、自ら命を絶ちかねない。

			　とはいえ、ステータスに変化が見られなかったことから、身体の乗っ取りは可能性が低く、イリアは精神的な侵(しん)食(しよく)の対策を考えることにした。

			　難点があるとすれば、現時点で彼女たちから直接的な対処が何もできないことだろう。

			「ソフィア、司祭様に何かあったら私に教えてくれる？　きっと心配させたくないって仰(おつしや)るだろうから、本人には内緒で」

			「わ、分かりました！」

			　身を乗り出さんばかりに快諾したソフィアに、イリアは苦笑を返す。

			【巫術】スキルのような憑(ひよう)依(い)と違い、波長が合っているからこそ起こる精神的な侵(しん)食(しよく)は、乗っ取られてしまえば引き剥(は)がすことができなくなってしまう。

			　彼の心が負けてしまえば、あとは殺すしかない。

			　何も知らずに意気込むソフィアに、罪悪感が湧(わ)くのを止められなかった。

			　

			　イリアが学校の発足を提案してから数か月が経過した。

			　教室の準備に教師の募集と選出、住民への告知と説明、生徒の募集。

			　その他諸々も滞りなく進み、いよいよ最初の行事となる始業式が開かれようとしていた。

			　……が。

			「ど、どどど、どうしましょう、司祭様！　あ、あんなに沢山の方が……！」

			「落ち着きなさい、ソフィア。まず深呼吸しましょう」

			「ああっ！　し、司祭様、服が前後逆です！」

			「こ、これは失礼。私も落ち着かなければなりませんね。取り敢えず、お茶をいただけますか？」

			「手に持ってるじゃないですかぁ～……」

			　校長にあたる司祭ベルナルトと、教師となるソフィアは緊張の極みにいた。

			「お二人とも、朝食はとられましたか？」

			　苦笑しながらそう訊ねたフランクに、二人は恥じ入るように首を横に振った。

			「いえ……。どうも昨夜から食欲が湧(わ)かず、今朝は何も」

			「それはいけません。イリア」

			「はい。少し厨房をお借りします」

			　持ってきたものを温め直し、器に盛ってトレイで運ぶ。

			　三つのトレイにはそれぞれ牛乳と、「パン・シチュー・サラダ」「パン・わかめと卵の中華スープ・ハンバーグ」「ミートソースのスパゲッティ・オムレツ・海(かい)藻(そう)サラダ」が載っている。

			「こ、これは……？」

			「給食の試作品です。主食がごはんのレパートリーもありますが、本日はパンに限らせていただきました」

			「お好きなものをお選びください。私も朝食をとっていませんでしたので、ご一緒して宜しいでしょうか」

			「も、勿論です」

			　本来は昼食として持ってきたものではあったが、フランクの計らいで遅めの朝食をとることになったイリアを除く三人。

			　ベルナルトとソフィアは緊張で空(くう)腹(ふく)感を忘れてただけのようで、香りや見た目に釣られて一口料理を口に運んだあとは、手が止まらなくなっていた。

			　献立のことを話してるうちに緊張も解れたらしく、その後エクトルが合流し、礼拝堂で行われた始業式も無事終了。

			　イリアが厨房で食器を洗っていると、他の教師や保護者の方との話し合いを終えたソフィアがやってきた。イリアが食器を洗っていることに気付いた彼女は、少しだけ狼(ろう)狽(ばい)しながら駆け寄った。

			「お姉さま！　私がやりますよ！」

			「もう終わるから気にしないで。ソフィアは疲れてるでしょ？」

			　慣れないことをすると、普段ほど動かなくても、いつもより疲れたように感じる。

			　事実、彼女も余程疲れているのか、さほど抵抗もせずに引き下がった。

			　

			「自己紹介、上手くいった？」

			「うう～……聞かないでください～……」

			　椅子に座ったソフィアは、そのままテーブルに突(つ)っ伏(ぷ)してしまった。

			「人前に出ると緊張するよね」

			「お姉さまもですか？」

			「勿論」

			　とはいうものの、彼女の場合は緊張というよりは、その場から逃げたくなるといった方が正しい。

			　受付を担当している人間がそんなことを言っても信(しん)憑(ぴよう)性(せい)がないかとも思ったが、顔を少しだけ上げた彼女の表情は、わずかにでも安心したように見えた。

			「司祭様も領主様も支部長様もすごいですね……。あんなに堂々として」

			　と、そこで一旦言葉を区切ったソフィアは、何を思ったのか、

			「お姉さま、一つお聞きしたいのですが……」

			　と問いかけてきた。

			　彼女が大人になったと言っても、こうよそよそしい言い回しをされると違和感があり、イリアはつい苦笑いを浮かべてしまう。

			「何？　改まって」

			「えっと……お姉さまは、支部長様と交際していらっしゃるんですか？」

			（……は？）

			　あまりに突飛な質問に上手く答えを返せなかったイリアを見たソフィアは、なぜかあわわと焦り出してしまった。

			「え、えっと、支部で同せ……一緒のお住まいと聞いたので！　そ、それに、息もぴったりで、ええっと……すごく、お似合いだなーって……」

			「……はぁ」

			　何のフォローをしたいのかは分からなかったが、笑顔で焦る彼女の姿を見て、逆に冷静になることができた。

			　考えてみれば、支部を改築したばかりの頃に、同じ建物の同じ階に住むということで、そういった誤解をされたことを思い出す。

			　事情を知らないソフィアが、そんなふうに考えてしまうのも仕方ないのかもしれない。

			「一緒に住んでるって言っても、部屋は別だよ。宿と同じ」

			「あ、そ、そうなんですか？」

			「うん。支部に就職した理由も、住込みができるからっていうのもあるしね」

			「はぁ……」

			　いまいち納得できていないような表情に、イリアはふと思いつく。

			　もしかして、これはあれだろうか。

			「フランクさんのこと、気になる？」

			「へ？　ええ!?　め、めめめ、滅相もないです！」

			　首も手もブンブンと振って否定するが、むしろその必死さが怪しい。

			　今までそういった素振りがなかったことを考えると、今日の演説を見たせいだろうか。

			　キリッとしててかっこよかったしね。普段の優しい雰囲気とのギャップとか知ったら、もっとやばいかも。

			　一人納得するイリアに、ソフィアはより激しく否定する。

			「ち、違いますよ!?　そもそも、私たち教徒は個人への偏(かたよ)った情愛は禁じていますし！」

			「う、うん。そうだったね。ごめん」

			　身を乗り出しながら興奮するソフィアを宥(なだ)めるが、彼女は納得していない様子だった。とはいえ、その後お茶をしていたら機嫌も直ったため、そこまで固(こ)執(しつ)することではなかったのかもしれない。

			（別に、誰が誰を好きになったっていいと思うけどね）

			　そう、イリアは思う。

			　私を巻き込まなければ、という注釈がつくが。

			「ここにいたのか、イリア」

			　やってきたのは、フランクとベルナルト。

			　フランクは少し困ったような表情をしていて、ベルナルトに至っては明らかに無理をして平静を装(よそお)っていた。

			　学校のことで何か問題があったのかもしれないが、隠そうとしているのであれば、触れない方がいいだろう。

			　そう判断したイリアは、何事もなかったかのように立ち上がり、二人を迎える。

			「はい。お帰りになりますか？」

			「ああ。司祭殿、ソフィアさん。我々は失礼させていただきます。明日からの授業が実りあるものであるよう、心より願います」

			「ありがとうございます」

			　挨(あい)拶(さつ)を交わし、フランクとイリアは教会を後にした。

			　

			　発情期。

			　それは生殖活動を促(うなが)すために設けられたシステムで、多くの動物に備わっている。

			　そして、それはこの世界の人種でも同じだ。

			　獣人の多くは発情期に特有の匂いを醸(かも)し出して、同種の異性を興奮状態に導く。

			　鳥人の多くは特有の鳴き声や舞いによって、同種の異性を興奮させる。

			　魚人は鳥人のように舞いを行う他、身体の一部の色を変化させ、同種の異性を誘惑する。

			　ここで問題になるのが、その誘惑対象は同種の異性であること。そして、対象の変更や発情期の有無を自覚的にコントロールできないことにあった。

			　特定の個人や別の種族に恋愛感情を抱いている者。

			　異性との接触を望まない者。

			　そういった者たちは、やむを得ず他者と接しない生活を強いられることになる。

			　それは、多くの種族が混在しているリュネヴィルでも同様で、現在支部が直面している問題でもあった。

			「ご武運を～……」

			　力なく受注依頼者を見送ったのはクラリス。

			　その横で登録処理をしているのはリュックで、ホールにはラシェルとシンシア、それと臨時で給仕に出たイリアがいる。

			　支部のどこを見ても、獣人はいない。

			　普通、猫や犬といった獣人の種族でも発情期の時期はそれぞれ異なっているが、今回は偶然にも一致してしまい、そのすべてが引き籠(こも)る事態となっていた。

			「イリアちゃん、おかわりいただける？」

			「畏(かしこ)まりました」

			「あ、俺も俺も！」

			「…………畏(かしこ)まりました」

			　ああ、早く発情期が終わってくれればいいのに。

			　イリアだけでなく、他の従業員も含めた全員の願いが叶うことはないが、不幸中の幸いなのは、発情期がリュネヴィルだけではなく世界中で起こっていることだろう。

			　依頼を受ける者や外食する者自体が減り、仕事そのものはそこまで切羽詰まる状況ではなかった。
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			　ただ、その分問題も生じている。

			「ふいー、疲れた～……」

			「あー、やっと着いた……」

			　ぞろぞろと支部に入って来たのは、昨日幾つかの依頼を受注していった傭(よう)兵(へい)ギルド〈水火の紫煙〉。

			　クラリスのところで達成処理をしてる間に、代表者以外が席に着いて、思い思いのメニューを注文する。

			　と、そのうちの一人が掲示板に目を向けて苦笑を浮かべた。

			「おわ……昨日より増えてんじゃん」

			「え？　うっわ。やっぱり人足りてないんだな……」

			　彼らの言う通り、その視線の先にある掲示板には、多数の依頼表が張り付けられていた。

			　発情期に伴う人手不足により、リュネヴィルの人口に比例して増えた依頼が解消されずに滞っていた。

			　何より深刻なのが、魔物の討(とう)伐(ばつ)依頼だ。

			　宿場町や闘技場といった観光地化の一途を辿(たど)るリュネヴィルの増えた人口と、それを糧に発生する魔物。

			　しかし、その比例係数以上の数の魔物が、ここ最近発生するようになっていた。

			　イリア以外は、本来の〝人口増加による魔物の増加傾向〟を知らないため気付いてないが、魔物は明らかに異常な増え方を見せている。

			　現在の状況を鑑(かんが)みて、邪神が原因だとイリアは考えていたが、そんな折、

			「こんにちはー！」

			　明るく快(かい)活(かつ)な声が支部に響き渡る。

			「こんにちは、お姉さま！」

			「こんにちは、ソフィア。いつもの所に置いてあるよ」

			「ありがとうございます！」

			　満面の笑みを咲かせ、お辞儀したソフィアは厨房へ向かっていった。

			　彼女が取りに来たのは、これから学校で振る舞われる本日の給食。給仕にも余裕があったため、イリアは彼女を手伝うことにした。

			「あ、ありがとうございますっ」

			　一番重い寸胴を持っていたせいか、お礼を言おうとしてよろけた彼女を支える。

			　寸胴と惣(そう)菜(ざい)の入ったバットを台車の荷台に運び、ソフィアがそれを曳(ひ)いて教会に向かっていくのを見送った。

			　彼女の笑顔が示す通り、学校は滞りなく運営できている。しかし、一つだけ問題があった。

			　それは、イリアが作成した教科書だ。

			　各科目の教科書は〝前世のものを含め、この世界でも開示して構わない知識〟という制限は設けたものの、それでも十分以上の情報を網羅していた。

			　そのため、王都は正式な資料として提出を要求した。しかしこれに従った場合、下手をすると検閲制限がかかってしまう恐れがあるため、イリアはこれを拒否。国側もギルドとの正面衝(しよう)突(とつ)を望むわけもなく、大人しく引いたものの、教科書の内容を盗もうと王族や貴族の子供の入学を求めるなどの一悶着があった。

			　現在ではそれらの問題は落ち着いたものの、街の進捗状況を報告するために王都まで行くことになったエクトルには、イリアとしても本当に申し訳なく思っていた。

			　何はともあれ、結果としてリュネヴィルは、その規模・保持戦力・観光産業・教育機関を鑑(かんが)みれば、下手をすると小国以上の能力をもつ都市へと成長していた。

			　平穏をなにより望むイリアにとってはあまり歓迎できることではないが、親しい者たちの喜びに水を差すつもりはなかった。

			　

			　一方で、イリアは始業式以来、ベルナルトに会っていなかった。周囲の評判やソフィアと接していても彼の異変は聞こえてこない。

			　リュネヴィル周辺、かなり広い範囲の魔物に影響を及ぼすとなると、邪神の仕業としか考えられないのにも拘(かかわ)らず、だ。

			　邪神に何か思惑があり、深層意識の奥から出てこないのか。それとも影響だけが外に漏れているだけで、まだ乗っ取りには時間がかかるのか。

			　そのどちらにせよ、ベルナルトの意識がはっきりしている現状で、イリアにできることは少ない。

			「……はぁ」

			　どうしても後手に回ってしまう憂鬱を、息を一つ吐くことで切り替え、仕事に戻ろうと支部に向かうと、

			「ふ、ふざけないで！」

			「ふざけてんのはお前だろ」

			　剣呑な怒声がホールに響いて、イリアはそのまま踵(きびす)を返して支部から出たくなった。

			　とはいえ、喧(けん)嘩(か)はご法度として多くの野蛮人を放り出してきた彼女が見過ごすわけにもいかず、原因を知るために近くにいたシンシアの下に向かうことにした。

			「（あ、イリア）」

			「（さっきは空けてごめんね）」

			「（いえいえ。それより、あれ、だよね）」

			　二人は、改めて口論を続ける人物に目を向けた。

			　一方は普人の少女。身なりは弓使いで、イリアの目に表示されている職業は調合師。

			　もう一方は普人の少年で、パッと見の身なりも職業も剣士だが、所持する得物に剣はない。

			　少女の方が発言は多いものの、顔色と形勢を見る限り少年の方が優勢らしい。

			「（内容は聞いてた？）」

			「（うーん……はっきりとは聞こえなかったんだけど、足手まといだから辞めろ、みたいなことを言ってたかな？　その後、女の子の方が立ち上がってー、って感じだった）」

			「（そっか……ありがとう）」

			　シンシアから聞いた内容を鑑(かんが)みて話に耳を傾けると、確かに少年が少女の能力の低さを責めて、それを少女が反論している形だった。

			　能力でパーティに問題が起こるのは、いわば通過儀礼のようなものに近い。悪質ではないと判断したイリアは、力ずくで追い出すという選択肢を消した。

			「宜しいでしょうか」

			「あ!?　んだよ！」

			「他のお客様に迷惑なので、口論は別の場所でお願いします」

			　満面の笑みで言うと、不思議とこの手の輩は怖気づく。

			　そのイリアの経験則は今回も通じ、二人の間に沈黙が生じる。

			「……ごめんなさい。今出ます」

			　先に動いた少女が頭を下げ、荷物を持ち上げる。

			　そのまま支部を去ろうとする少女に、少年は声をかけた。

			「待てよ」

			　そう言って少年も立ち上がり、二人は連れ立って支部の入り口に向かう。

			「……エリカ。辞める気はないんだな」

			「……」

			　歩きながらも、二人の間には先程と同じ空気が流れる。

			「そこまで言うなら、俺と勝負しろ」

			「……え？」

			　立ち止まってしまった二人の下に、イリアは近づいた。

			　強制退去のためでもあるが、なにより勝負という剣呑な言葉が聞こえたからだ。

			　この支部で、結果の見えている暴力を見逃すつもりはない。

			　だが、イリアの悪い予想は外れ、少年が振り返ってイリアに顔を向ける。

			　近づいてると思っていなかったのか、ビクついたのを誤(ご)魔(ま)化(か)すように咳払いを一つ置いて、少年は改めてイリアに向き直る。

			「あんた、証人になってくれないか」

			「ちょ、ちょっとセルジ、何を」

			　困惑しながらも、少年の行動を止めようとする少女。

			　彼女に視線だけを向け、少年は嘲(あざけ)るような笑みを浮かべた。

			「今日から一か月、どっちが多く魔物を狩れるか勝負だ」

			「なっ……」

			「俺より多く狩れたら……いや、それじゃ簡単すぎるか。どっちが、より高ランクの討(とう)伐(ばつ)依頼をこなせるかの勝負にしよう。俺が勝ったら、俺の命令を一つ聞いてもらおうか」

			　周囲の呆れるような空気もなんのその。

			　嘲(ちよう)笑(しよう)交じりで告げた彼の提案を、少女が蹴(け)ることを誰もが予想した。

			　しかし、

			「……私が勝ったら？」

			　彼女が口にしたのは、ルールの確認だった。

			　勝負を蹴(け)った少女に、改めて解雇を突きつけるつもりだったのだろう。少年にとっても彼女の言葉は意外だったのか、二人の会話に一拍の間が開いた。

			　だが、呆けていたのも束の間、少年はすぐに立ち直って嘲(ちよう)笑(しよう)を浮かべる。

			「その時は、お前がパーティに残ることを認めてや――」

			「ダメ」

			　言葉を遮(さえぎ)った少女に、少年を含め、二人のやり取りを聞いていた全員が再び驚(きよう)愕(がく)する。

			「その時は、私の命令を一つ聞いてもらうから」

			「……はっ。はははははは！」

			　少年の笑い声がホールに響く。少女は睨(にら)み据える視線はそのままに、拳(こぶし)を握る力を強めた。

			　ひとしきり笑い終えると、少年は少女に告げる。

			「いいぜ。そん時は、命令だけじゃなくてお前がパーティに残ることも認めてやる」

			　こうして、イリアはよく分からない勝負の証人に任じられた。

			　発情期の傍(かたわ)ら、諍(いさか)いを起こす男女。

			　人口が増えたことで、問題ごとばかりが増えていくような気がした。

			（いや、本当に勘(かん)弁(べん)してください）

			　

			　それから数日。

			　証人と言っても特にやることはないらしく、勝負がどうなったかさえ知らなかった。

			　そのため、それ以前と生活に変化はなく、イリアは高等科の生徒を対象とした授業を行うべく教会に向かった。

			　高等科というのは、学力を見る最初の試験で一定以上の知識を得ているとされた者を対象にした学科で、前世に置き換えれば中等部のようなものだ。

			　教師の学習が追い付かない現状、イリアが臨時の教師として授業に当たっていた。

			　教会に着くと、ベルナルトがイリアを出迎えた。

			「イリアさん。今日もありがとうございます」

			「いえ、提案したのは私ですから。むしろ、ご助力できて幸いです」

			「……はい。では、こちらへ」

			　ベルナルトの後を追い、教室に向かう。

			　その振る舞いは普段と変わらないように見える。しかし、一瞬の間に見せた苦悶の表情を、イリアは見逃さなかった。

			　今の会話でそこまで不快にさせる要素は見当たらず、【神の目】に何か病気を患っている表示はない。

			　邪神の侵(しん)食(しよく)に抵抗しているのだろう。

			　イリアはそう結論付けた。

			　ここで彼の命を絶てば、それで邪神は消滅する。しかし、彼がすでに街に溶け込んでいることや、ソフィアの信頼も厚いこと。そしてイリア自身の精神的な安定のためにも、助けられる可能性がある現状で、その選択肢を彼女が選ぶことはない。

			　彼が邪神の存在を自覚していないのだとすれば、まだ彼女の考えている手は打てず、かといって下手なことを言えば、逆に彼を追い詰めかねない。

			　つくづく、精神的な乗っ取りは面倒だと胸中で項(うな)垂(だ)れる。

			「司祭様」

			「？」

			「ご多忙とは存じますが、ご自愛ください。貴方(あなた)はこの学校の支柱……父のような方なのですから」

			　イリアを見るベルナルトは、その言葉を聞いて呆然とした。

			　意味が分かりにくかったかもしれないと、改めて言葉にする。

			「貴方(あなた)は、皆にとって大切な人なんです」

			　だから、簡単に堕ちたりしないでね。

			　言外に含めたその意味を汲(く)み取ってくれるかは分からないが、少なからず力になってくれたら嬉しい。

			　そうイリアは考えていたが、彼女の言葉を聞いたベルナルトは、少し辛そうに顔を歪(ゆが)めた。

			　それでもその表情は一瞬で消え、

			「肝に銘(めい)じます」

			　そう言って見せた笑顔は、本心から浮かべた笑顔のように見えた。

			　改めて良く考えてみると、ベルナルトのどんな感情に対して邪神が取り入ろうとしてるのか、イリアは知らない。先程の言葉が重荷にしかならないのだとすれば、彼を追い詰めてしまっただけなのかもしれない。

			　そんな一(いち)抹(まつ)の不安を払(ふつ)拭(しよく)できぬまま、三階の教室に到着する。

			「では、宜しくお願いします」

			「はい」

			　ベルナルトと別れ、イリアは教室のドアをくぐる。

			「おはようございます」

			「「「　おはようございます　」」」

			　授業を執り行ってるうちに何とか挽回できる案はないかと考えたものの、そう簡単に妙案は浮かばない。

			「では、これで授業を終わります。次回は創生時代の大戦末期に移ります。余裕のある人は予習しておいてください」

			「「「　ありがとうございました　」」」

			　授業が終わると、イリアの下に生徒たちがわらわらと集まってくる。

			　上は二十歳前半から、下は十代前半。年齢も人種も性別も関係なく、皆(みな)知的好奇心を満たそうとイリアを質問攻めにする。

			　世界史のうち、特に今回受け持った創生時代は神話のようなもので、数多く存在した普人の神や獣神、鳥神、魚神たちが死ぬことになる大戦期は、一種の戦争絵巻のような面白さがある。それが男心を擽(くすぐ)るのか、いつもは女の子の押しに負ける男の子たちが、この日はぐいぐいと突っ込んできた。

			　一般的に創生時代の情報は考古学の分野に該当し、各地のエルフでも断片的な知識しか持たない。

			　イリアは【星の記憶】でそのほとんどを知っているが、無用な争いを避けるためにエルフが守っている情報を除外し、少し脚色して物語性を高めるなどして、楽しんで学べるよう工夫していた。

			　そうでもしなければ、史実は鬱(うつ)展開の連続で、登場人物は変態ばかりになってしまうからだ。
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			「ごめんね、この後受付に入らないといけないから、そろそろ帰らなきゃ」

			「「「　ええ～！　」」」

			　渋る生徒たちを宥(なだ)めて教室を後にすると、教会を出た直後に「あ、あの」と一人の男性が話しかけてきた。

			　鳥人の男性で、依頼の受注登録を受けた覚えはなく、最近ホールで注文を受けたことがあるようなないような、その程度の人物だ。

			　最近この街に来たのであれば、道に迷ったのだろうか。

			　そう考えたイリアだったが、

			「イ、イリアさん」

			「はい」

			　どうやらイリア本人が目的だったらしく、真っ直ぐ近寄って紙を差し出してきた。

			　差し出された紙は、闘技場のチケット。

			「あ、明日の午前中、俺個人戦に出るんす！　よ、よかったら見に来て欲しいっす！　頑張るっす!!」

			　鳥人らしいというべきか、体育会系っぽいというべきか。声がやたら大きく、教会の前の人通りが少なくて助かった、というのがイリアの本音だ。

			「ごめんなさい、血腥(なまぐさ)いこと好きじゃないんです」

			　街の雰囲気を削ぐこともなく、彼も断られるところを大勢に見られずに済むのだから。

			　イリアの目に映る彼の能力もそこそこで、戦いこそ自分の長所だと自覚していたのか、断られた後は素直に去って行ったのは好印象だった。

			　ただの偶然である可能性が高いとはいえ、明日の午前中にシフトが入っていないのを調べたのだとすれば、気持ち悪いと一刀のもとに切り伏(ふ)せるのがイリアなのだが。

			　それからというもの、イリアは何度か誘いを受けるようになっていた。

			　闘技場だけでなく、屋敷に招いての食事であったり、性欲丸出しであったり。

			（うふふ。消えてくれないかな～。……ていうか仕事の邪魔する奴はほんと消えろ）

			　いつもと変わらない笑顔のはずが、溜まりに溜まった鬱(うつ)憤(ぷん)で異様な雰囲気を醸(かも)し出していた。

			「うわぁ……だいぶ怒ってるね、イリア」

			「…………はぁ」

			　隣で受付に入っているシンシアにドン引きした顔をされ、なんとか気持ちを持ち直す。

			　受付業務中くらい、作り笑いしないとね。

			　頭を切り替えそう考えるが、どうも腑(ふ)に落ちない。

			「……でも、何で急に増えたんだろ」

			「あー……たぶん、あれが原因じゃない？」

			　シンシアが視線で示したのは、ホールでいちゃつく数組の獣人たち。

			「見せつけられちゃうと、焦っちゃうんだよね～」

			　そう呟(つぶや)いて、シンシアは溜(ため)息(いき)を零(こぼ)した。普通にモテる彼女が言っても説得力はないのだが、それをイリアが指摘しても嫌味になるだけだろう。

			　しかし、そう言われて前世を思い返してみれば、クリスマスなどのイベントの際は、似たような空気を感じたことがあった。

			　それは主に、高校や大学に通っていた時の話だが。

			（お前ら学生かっ！）

			　そんな現実逃避はさておき、どこか浮かれた空気と淀(よど)んだ空気が混在するホールで、カウンターの一席が妙な空気を醸(かも)し出していた。

			　頭を抱えているため表情は窺(うかが)えないが、座っている少女は十中八九、イリアが証人になった勝負をしている少女だった。

			　その横に座っていた別の少女がイリアの視線に気付き、彼女の前の席に移ってくる。

			　その少女とは顔見知りで、魔物が異常な増加を見せてからよく世話になっているパーティに所属する普人の少女、リリトだった。

			　リリトと頭を抱えている少女が、同じパーティに所属していることはイリアも知っていた。

			「……上手くいってないんですか？」

			「はい……」

			　リリトは、重々しく頷(うなず)いた。

			「エリカ、かなり無理してＣランクの依頼をこなしてたんですけど……セルジのやつ、Ｂランクの討(とう)伐(ばつ)依頼を達成したらしくて……それで」

			　少女(エリカ)と少年(セルジ)、二人の勝負の内容は、どちらが高ランクの依頼を多くこなせるか。

			　詳しい採点方法を知らないため、ＢランクがＣランク幾つ分に相当するのかイリアには分からないが、二人の様子を見るに絶望的な状況であることが窺(うかが)えた。

			「あの、エリカさんとセルジさんってどういう関係なんですか？」

			「こら、シンシア」

			　シンシアがなんでもないふうに、だが興味を抑えきれないという顔を隠してリリトに訊ねた。彼女は人の色恋沙汰を妄想する困った癖(くせ)があり、そこからくる発言だろうとイリアは察して彼女を窘(たしな)めた。

			「（えー、なんか複雑っぽいって私の勘が言ってるし、気にならない？）」

			（やっぱり……）

			　一応体裁を気にしているのか小声で発言したものの、結局聞こえていたリリトが苦笑する。

			　少し考えるように一拍おいて、彼女は改めてイリアを見た。

			「そうですね……。聞いていただけますか？」

			　聞くだけじゃ済まないんだろうなーって思うものの、見て見ぬ振りもできないため、ここは素直に頷(うなず)いておいた。

			　その傍(かたわ)らではシンシアに同類を見るような目をされ、冷たい視線を送り返しておく。

			「あの二人、元々は別のパーティで活動してたんです」

			　元は別々だった二人の所属するパーティは、リュネヴィルで依頼が重なった時に合併することになった。

			　女性ばかりだったエリカのパーティと、男性ばかりだったセルジのパーティ。

			　今回の発情期で一時的に離脱するメンバーがいたため、お互いが元から考えていたメンバー増員の計画を早めることとなったのだ。

			　そこで合流した二人は同郷の知り合いだったらしく、顔見せをした瞬間から口論を始めてしまった。

			「セルジは、弱い私が傭(よう)兵(へい)ギルドにいること自体が気に入らないんです」

			「エリカ……」

			　話を聞いていたのだろう。エリカが目の前にあるグラスを見つめながらそう言った。

			　ちなみに彼女の名誉のために加えておくと、その中身はジュースであり、ヤケ酒をしてるわけではない。

			「私には才能がないからやめろとか、弱いんだからってネチネチネチネチ……。昔はあんなふうじゃなかったのに……！」

			「あー、それ、あんたに会う前からだぞ」

			　口を挿んだのは、つい先程入って来た男性。

			　彼女たちと一緒に依頼を受けていたことから考えて、元からセルジと組んでいた者だろうと判断したイリアは、そのまま静観する。

			　男性は自然な流れでリリトの隣に座り、ラシェルにドリンクの注文を告げた。

			　一瞬シンシアが目を光らせていたこともあり、リリトと親密な関係なのかもしれないとも考えたが、正直なところイリアにはどうでもよかった。

			　すぐに届いたジョッキで喉を潤(うるお)して、男性は先程の言葉を続ける。

			「あいつ、オーブワイトの闘技場で負けてからああなったんだ。無気力っつーか、不(ふ)貞(て)腐(くさ)れてる感じにさ」

			「そう、なんだ……」

			　セルジは、普人としてはかなり高めの能力を持っていた。

			　しかし【天才】が該当するものもなく、一途に努力して培った自信を打ち砕(くだ)かれたのだとすれば、挫折してしまうのも無理はないだろう。

			　自分の限界を思い知るような挫折は、大抵の人間が味わうもの。身に覚えがあったのか、聞いていたリリトも慮(おもんぱか)るように顔を顰(しか)めた。

			　その一方で、

			「……知ってます」

			　とエリカは言った。

			　彼女の思わぬ告白に、男性は勿論、リリトも驚いていた。

			「〝魔剣のトリスタン〟ですよね……」

			「そうそう。そいつに負けてから、剣を捨ててコロコロ武器替えるし、そのくせ日課だったはずの訓練はやめちまうしよ」

			　彼も不満を抱いてるのか、憂(う)さを晴らすようにジョッキの残りを一気に呷る。

			　言葉が途切れたところに受注登録希望者が訪れ、沈黙しかけた空気が霧(む)散(さん)したのは純粋に有難かった。

			　その後、しばらくは計ったように受注者が並び、それを処理することに専念する。

			「――該当区域以外の討(とう)伐(ばつ)は対象外となりますのでご注意ください。……ご武運を」

			「おう！　いくぞ、おめぇら！」

			　登録依頼の列が切れて、一息つけると思った矢先。

			「……やっぱり諦(あきら)められない」

			　そう呟(つぶや)いたエリカは立ち上がり、

			「イリアさん、お願いがあります！」

			　イリアに向かって頭を下げた。

			　

			　場所は変わり、二階の個室。

			「私にも、おすすめの武器をください！」

			　扉を閉めるや否や、エリカは再び頭を下げた。

			　取り敢えず椅子に座ってもらい、彼女を落ち着かせる。

			「エリカさんにおすすめの武器ですか？」

			　一応確認のために訊ねると、エリカは強く頷(うなず)いて見せる。

			「イリアさんが勧める武器はすごく扱いやすくて、今まで使ってた得物より得意になるって、噂になってるんです。……あんまり広まっても困るからって、皆あまり他言しないようにしてますけど」

			　魔物の集まり方と同様に、事実とは少し違った解釈で広まっているらしい。

			　イリア自身に直接原因があるとするのではなく、一種の験(げん)担ぎのように考えられているのは不幸中の幸いだろう。

			　簡単に強くなれると勘違いし、責任を押し付けられても迷惑だ。

			　口コミを制限している理由が自分たちの利益のためであろうと、イリアとしては助かる判断だった。

			　それはさておき、本題に入る。

			「どうして、そこまで勝ちたいんですか？」

			　彼女は職業(クラス)が調合師になっている通り、人並み以上の【調合】スキルを持っている。戦闘に参加するため、その使い方は毒とか回復薬が主のようだが、本人がその気になりさえすれば、その職に就くことができることは本人が一番理解しているだろう。

			　願望をそのまま希望にして突っ走ってしまう子供と違って、限界(さき)を感じ(みすえ)て立ち止まり、進める道を探すことができるのが大人である。

			　だからこそ、イリアはなぜ彼女が勝とうとするのか、何に拘(こだわ)っているのかを確かめたかった。

			　懐疑的な質問をするイリアを真っ直ぐに見返し、彼女は口を開く。

			「私は、あいつに立ち直って欲しいんです」

			「……変わってしまった、と仰(おつしや)っていましたね」

			　エリカは無言で頷(うなず)き、視線を落としたままテーブルを睨(にら)みつけるように見据える。

			「……勝って、証明してやりたかったんです。無駄な努力なんかないって。私が貴方(あなた)に勝てるんだから、一回負けたくらいで諦(あきら)めないでって……！」

			　テーブルに滴(しずく)が落ちて、吸い込まれることなく水滴を作った。

			「でも……ダメでした…………。私、才能なくて……、守られるだけじゃなくて……、一緒に、居たかったのにっ……、約束したのに、何も、できなくて……！」

			　言葉が漏れる度に滴(しずく)が落ちていく。

			　感情が抑えきれないのか、言っていることは要領を得ない。しかしその分、彼女の本心そのままの言葉のように思えた。

			　席を立ち、背中を摩る。

			　おそらく、彼女は不安を一人で抱え込み、潰されそうになっていたのだろう。

			　だからイリアは、そうして触れることで、すぐ傍(そば)で声をかけることで、貴女(あなた)は一人ではないと彼女に伝える。

			「一緒に居たくて、あんなに頑張ってたんですね」

			「……はい……、なのに、あいつ、ずっと帰れ、弱いから無駄だって……！」

			「全部無駄になっちゃうんじゃないかって思うと、怖いですよね」

			「っ……はいっ……」

			　暫くそうして話を聞いていると、エリカは堰(せき)を切ったように泣きだした。

			　それが止んで顔を上げた時、彼女は目元や鼻を赤くしながらも、どこか晴れやかな表情だった。タイミングがいいのか悪いのか、そこでエリカのお腹が鳴り、二人でひとしきり笑った後で食事をとることになった。

			　泣いている最中よりは落ち着いただろうと判断し、イリアは食事をしながら改めて動機を聞くことにした。

			「セルジとは幼馴染だったんです。昔のあいつはかっこよくて……私を守る、ずっと一緒にいるって約束したんです」

			　なのに、とテーブルを叩く。かなり痛いはずなのに、怒りのせいか痛がる素振りも見せないのが恐ろしい。

			「あいつ、強くなるとか言ってすぐ村を出て行ったんです！　酷(ひど)くないですか!?」

			「うわぁ……それは酷(ひど)いですね」

			「ですよね!?　そのくせ、私も一緒に行くって言っても聞いてくれなかったんです！　だから私、一緒に居られるようにって弓を練習したんです！　……あいつ、剣士だったから」

			「頑張ったんですね」

			　鬱(うつ)憤(ぷん)を吐きだし、さらに同意を得たことでいくらかの発散になったのだろう。

			　若干勢いの衰えたエリカは小さく頷(うなず)いた。

			「それで、あいつを追いかける途中でリリトたちのパーティに入れてもらったり、役に立てるようにって調合も覚えました。……弓が、上手くなれなくて」

			「調合も覚えたなら、かなり重宝されたんじゃないですか？」

			　上達しなくなった、の辺りで落ち込みかけたものの、イリアの言葉を聞いて彼女は照れくさそうな笑顔を浮かべる。

			「重宝してもらえてたかは分かりません。でも、弓だけの時より皆を支援できることが増えて、すごく嬉しかったです」

			　その頃を思い出しているのか、少し遠い目をしながらエリカは微笑(ほほえ)んだ。

			　しかし、その微笑(ほほえ)みが不意に凍る。

			「皆と旅をしながら、あいつの情報を聞くようにしてたんですけど……ある日、聞いちゃったんです。闘技場で有名な剣士に負けて、剣を捨てたって。……それからずっと心配してて、ここで偶然会うことができたんですけど……」

			　少年は、想像以上に変わってしまっていた。

			「それまでも、パーティの中で私が一番弱くて、足手まといだってことは分かってました。でも、私にもできることがあったつもりでした。でも、彼はそれも今のパーティならいらないって言って、私をパーティから外すように言い出したんです」

			　そして、今回の勝負に繋がる。

			　本気で必要ないと思っているのか、昔の自分を思い出して辛いから遠ざけようとしているのかは分からない。しかし、それほど強く言い募(つの)っているのであれば、セルジが彼女をパーティから外そうとしてるのは本気なのだろう。

			「確認なんですがエリカさんは、この勝負に勝ちたいだけですか？」

			「……勝ちたいです。勝って、前のセルジに戻ってほしいです。……でも……」

			　現状を思い出してしまったのか、彼女は言葉に詰まる。それでも、

			「……一緒に居たいです」

			　その意思を口にした。

			　ならば、イリアの答えは一つだ。

			「畏(かしこ)まりました。最大限、ご助力させていただきます」

			　ギルド員のサポートも、連合職員の仕事なのだから。

			　

			　協力するとはいえ、武器を替えただけでは間に合わない。そこで、イリアがエリカに指示を出すこととなった。

			　まずは、基礎づくり。

			「ざ、材木採取依頼、ですか……？」

			「はい」

			　訝(いぶか)るエリカに半ば無理矢理、複数の受注登録をさせ、一週間ほど依頼現場に送り込んだ。

			　

			　それから数日が経った頃。

			　異変を感じたのは、給食を取りに来たソフィアの態度だった。

			「あ、こ、こんにちは！」

			　シフトが入っていなかったため、給食を運ぶのを手伝おうとイリアが一階に降りた時のこと。

			　不意に遇ったソフィアは、イリアに会って明らかに笑顔を作った。

			　学校のことなど、いろいろな理由が考えられるとはいえ、ベルナルトに変化が起きたことを勘ぐるのは当然の流れだろう。

			　ここで放置する意味は薄く、イリアは彼女に聞くことにした。

			「元気ないみたいだけど、何かあった？」

			　給食を運びながら切り出したイリアの問いかけに、ソフィアは一度身体をビクつかせる。

			　そして、そこから口を開こうとしなかった。

			「……言えないこと？」

			　ソフィアは、肯定も否定もしない。

			「分かった。私が一方的に聞くから、違ったら首を横に振って？」

			　首(しゆ)肯(こう)。

			「教会の外で何かあった？」

			　否定。ソフィアは首を横に振った。

			「原因は、学校のこと？」

			　否定。

			「原因は貴女(あなた)自身？」

			　少し間があって、否定した。

			　元気がない原因ではないが、言えない理由は自分にある。

			　イリアはそう判断する。

			「そっか。分かった」

			「お姉さま、私っ」

			「大丈夫」

			　ソフィアの言葉を遮(さえぎ)り、その先を言わせない。

			　ただ気持ちの整理がつかないだけという可能性もあるが、呪術には秘密を漏らした時点で発動するものがある。わざわざ危険な橋を渡らせる必要はない。

			「大丈夫。できるだけのことはするから。夜は部屋の鍵(かぎ)をしっかり締めてね」

			「……はい」

			　気休めでも、誰も死なせないと言えないことが、こんなに苦しいものだとは思わなかった。

			　

			　給食を運び終えた後、イリアはそのままの足で領主の館に向かった。

			「お願いがあります」

			「言ってください」

			　彼女の表情から事の重要性を察したのか、エクトルはソファに座る姿勢を正した。

			「報告で王都に向かう際に、司祭様に同行していただく段取りを作っていただきたいんです」

			「……理由を聞いても？」

			　勿論、と首(しゆ)肯(こう)する。

			　いくらエクトルがイリアのことを信じているとはっきり示していても、彼女自身がそれに甘えきるつもりはなかった。

			　イリアのチート関連を除き、事の次第と計画を話すと、エクトルは想像以上の事態に狼(ろう)狽(ばい)する様子を見せた。

			　だが、そこは修羅場を潜(くぐ)り抜けてきた経験が違うのか、すぐに持ち直して承(しよう)諾(だく)した。

			　これで、後は準備を進めるだけ。

			　ただ、一番重要になる点が、イリア自身にはどうすることもできない不安要素というのが辛いところだった。

			　

			　招かれざる訪問があったのはその夜。

			　気配を感じて、イリアは窓を開け放つ。

			　視線は向かいの屋根にある人影に向かう。

			「御機嫌よう、麗(うるわ)しの神子」

			　恭しく一礼するその人影は、ベルナルトその人。

			　ステータスも変わっていないが、その雰囲気はまるで別人だった。
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			「わざわざ挨(あい)拶(さつ)に来てくださるとは、律儀ですね。邪神様」

			　イリアの皮肉に、ベルナルトの笑い声が返ってくる。

			「それは勿論。神子様にも気付いていただいたことで、こうして再び見(まみ)えることができるようになったのですから。当然のことをしたまで」

			　再び。

			　その言葉でイリアは確信した。

			　新しい邪神が生まれたのだとすれば、大精霊がその変化に気付かないわけがない。にも拘(かかわ)らず、ノームもシルフも異変はないと証言した。

			　そして、ベルナルトは生贄の儀式を行っていた村を訪れていたことがある。

			　ここまでくれば、間違いない。

			「貴方(あなた)は〝最古の邪神〟ですか」

			「ええ。気付いていただけたようですし――」

			　ベルナルトの声は途切れ、

			『こちらの方が、貴様には耳なじみがいいか』

			　くはは、と。

			　それまでの声とは似ても似つかない、発泡スチロールが擦れるような不快感を伴う音声が耳(じ)朶(だ)を叩く。

			「分からないんだけど、貴方(あなた)、私に瞬殺されたのに、どうして名乗るようなことをしてるの？」

			『貴様が日和ったからさ』

			　醜い音声は、言葉を紡(つむ)ぐ。

			『あの時の貴様は美しかった。恐ろしかった。傲(ごう)慢(まん)なまでの立ち振る舞いは神々しく――心を奪われたよ』

			「それはどうも」

			『だが今の貴様はどうだ。確かに美しい。感じる力は恐ろしく、ともすれば跪(ひざまず)いてしまいそうになる。……が』

			　それでも。

			　そう続ける声は、

			『あの頃の輝きがない！　獰(どう)猛(もう)さがない！　貪欲さがない!!　……今の貴様は、私を殺生を決する対象とすら見ていないだろう』

			　否定の言葉、侮(ぶ)蔑(べつ)の視線。

			　認めるつもりはないのに、なぜか反論の言葉が浮かんでこなかった。

			『せいぜい、高みの見物をしているがいい。私は、貴様を引き摺(ず)り下ろすためならなんでもするぞ』

			「……させると思いますか？」

			『させてくれないなら本望だよ』

			　わけが分からない。

			　邪神が何を考えているのか、イリアには全く分からなかった。

			「一つ質問をいいですか？」

			『いいぞ。……だが、そうだな。貴様も一つ答えてもらおうか』

			　邪神の癖(くせ)に律儀だな……。

			　妙な人間臭(くさ)さを感じ、イリアはどこか気が抜けてしまった。

			　そのせいか、口調も砕(くだ)けてしまう。

			「分かった。じゃあ聞くけど、ベルナルトさんの意識はまだあるの？」

			『ああ。昼間は、今見ている悪夢に苛まれながら、必死で笑顔を浮かべているよ』

			　その言葉が確かなら、前から邪神の意識は出てきていたということになる。

			　しくじったと後悔するイリアに、邪神は語る。とてもとても、楽しげに。

			『次は私の番だな』

			「……どうぞ」

			　変な契約をしようとしても、結界があるから問題はない。

			　どんと来い！

			　そう身構えたイリアは、

			『貴様、まだ処女か？』

			「さようなら」

			　窓を閉め、ハクを抱いてさっさと眠ることにした。

			　分かっていた。

			　彼の邪神が生贄に選ぶ基準の中には〝生娘〟という項目があったことを、イリアは覚えていた。いわゆる処女厨である。

			　答えていないはずなのに、邪神の喜ぶ声が聞こえた気がして、イリアは苛(いら)々(いら)した。

			　

			　昨夜の邂(かい)逅(こう)を経て、イリアが直接手を下した場合、試合に勝って勝負に負けるというルールが加わった。聞いた言葉から、そう彼女は結論付けた。

			（……別に、最初からそんなことするつもりなかったからいいんだけどさ）

			　勝負と言えばエリカだ。

			　送り出してから一週間が経ち、彼女は無事支部に帰還した。

			「うう……筋肉痛が……」

			「じゃあ次はこれを持って、ロンドボイガの討(とう)伐(ばつ)をお願いします」

			「え!?　こ、これって……また」

			「ご武運を」

			　満面の笑みで送り出し、帰ってきたところで、

			「次は、ロンドレッドエイプをお願いします」

			「え」

			　また受注登録を済ませる。

			　そんな討(とう)伐(ばつ)生活を送らせること一週間。

			　その間に、フランクは闘技場や教会と言ったリュネヴィルの状況を報告するため、王都へと出発した。イリアとの手筈通り、司祭ベルナルトを連れて。

			　これで、彼が帰ってくるのは一週間後。

			　一方、エリカが着々と依頼をこなしていく中、セルジはＢランクの討(とう)伐(ばつ)依頼を３つと、Ｃランクの討(とう)伐(ばつ)依頼を５つ達成していた。

			　こちらは、期日まで残り三日。

			「昨日はよく休めましたか？」

			「……はい」

			　ステータスを見ても問題はない。だが、彼女のテンションはダダ下がりだった。

			「これから……私はどうすれば……」

			「次が最後です」

			「期日を考えれば、そうですよね……」

			　エリカは乾いた笑いを零(こぼ)す。

			　追い込まれた生活を続けたせいで、状況が上手く把握できていないのだろう。

			「次の討(とう)伐(ばつ)目標は、グーラ・アジ・オグルです」

			「はい……。って、えぇ!?　ア、アジ・オグルってＡランクじゃないですか!!　無理！　無理です!!」

			　エリカの悲痛な叫びに、ホールの視線が集中する。

			　そのどれもが、呆れや嘲(ちよう)笑(しよう)を通り越して正気を疑うような表情だった。

			　グーラ・アジ・オグルは準災害指定生物で、タイラントスパイダーが抜けた森の新しい主として、つい先日確認された魔物だ。

			　巨人と見まがう屈(くつ)強(きよう)な上半身に蛇(へび)の下半身を持ち、長い下半身と怪力で敵を粉砕して捕食する。その目についた生物すべてを捕食しようとする大食いの性質から、生態系を壊す準災害指定生物に指定されている。

			　その巨体と怪力以上にグーラ・アジ・オグルをＡランクの魔物に相当させているのは、その無尽蔵ともいえる生命力だ。

			　切られても焼かれても貫(つらぬ)かれても、一度捕まえた捕食対象を離さない執着力が、最大の脅(きよう)威(い)として認知されていた。

			　とはいえ実際には弱点があり、最近ではランクを見直す動きもある。

			　全体で見れば朗報だが、今回ばかりはそれが幸いした。

			「大丈夫です。今の貴女(あなた)なら、一人で倒せますよ」

			　イリアがあまりに確信を持った物言いをしたせいか、エリカも自分の不安そのものに自信がなくなってきたらしく、先ほどまでの脅えは見られない。

			「で、でも……」

			「ふざけんな!!」

			　彼女の紡(つむ)ごうとした言葉を遮(さえぎ)ったのは、息を切らせて支部に駆け込んできたセルジだった。

			　彼は呼吸を整える間も惜しむように、エリカの下へと歩みを進める。

			「お前がアジ・オグルなんか倒せるわけねーだろ!!　死にたいのか、この馬鹿!!」

			「なっ」

			　食って掛かるような勢いと、あまりに切羽詰まった表情。

			　それらに困惑しながらも、エリカは、

			「やってみなきゃ分からないでしょ!?」

			　と反論した。

			　しかし、セルジは引かない。むしろ前にも増した勢いで彼女に迫る。

			「無理だ、馬鹿!!」

			「やる前から無理だ無理だって、私はやる前から諦(あきら)めるあんたとは違う!!」

			「無能が少し力をつけたからって粋がってんじゃねぇ!!　死んでからじゃ後悔もできねーんだぞ!!」

			「後悔したまま腐(くさ)ってるより百倍マシ!!　イリアさん!!」

			　売り言葉に買い言葉というのだろうか。

			　勢いのまま、エリカは登録証をイリアに差し出した。

			　勿論それを受け取り、イリアは受注登録を開始する。

			「あんた……あんた正気か!?」

			「はい」

			　営業スマイルで答えると、セルジは苦虫を噛(か)み潰したような表情を浮かべながら、イリアを睨(にら)み据える。

			「あんた、こいつを死なせたいのかよ!!」

			「まさか。私は、支部の受付として彼女にご助力すると申し上げました」

			　イリアは彼の視線を受け止め、告げる。

			「その約束を果たしているだけです」

			　貴方(あなた)は、どうなんですか？

			　そう言外に込めて。

			「っ……!!」

			　言い返せないのであれば、イリアは登録を中断することはできない。

			　長い沈黙。

			　ホール中の視線が静止する三人に向かう中で、初めに動いたのは、登録が完了したイリアだった。

			「受注登録が完了しました。エリカさん、登録証と依頼表をお返しします」

			「あ、はい」

			　まるで他人事のように呆然としていたエリカが動きだし、

			「……俺も行く」

			　そうセルジが呟(つぶや)いた。

			　イリアとエリカの視線を受け止めることはなく、彼は再び口を開く。

			「俺もその討(とう)伐(ばつ)に行く」

			　イリアがエリカに視線を向けると、その意を汲(く)んだ彼女はセルジを一(いち)瞥(べつ)。その後目を閉じて思案する。

			「大丈夫です」

			　数秒と経たず再び目を開いた彼女は、そう了承した。

			「ただし、手は出さないで」

			「…………分かった」

			　エリカの条件を飲み、イリアへと向き直ったセルジが登録証を差し出す。

			　それだけじゃ足りない。

			　差し出された登録証を受け取らず、イリアは条件を加えた。

			「本当に万が一があった場合、貴方(あなた)一人では対処しきれない可能性があります。他の方も同行する、というのであれば、追加の受注登録を受け付けさせていただきます」

			「な……」

			「それともう一つ」

			　反論する間を与えずに言葉を続ける。

			「討(とう)伐(ばつ)対象の捕捉範囲内に彼女以外の外敵がいる場合、対象の行動が変化する恐れがありますので、範囲外で待機していただきます。この二つを了承していただけますか？」

			　足手まといだから邪魔するな。そう解釈されるだろう。

			　そう解釈されるだろうが、イリアとしてもエリカとの約束を守るため、譲歩するわけにはいかなかった。

			　暫くの間、お互いに視線を外そうともしない沈黙が続く。

			　だが、それは彼が折れることで解消された。

			「……分かった。条件を飲む」

			　仲間を呼ぼうと彼が踵(きびす)を返すと、そこにはパーティメンバーが集まっていた。

			　メンバーたちは無言で頷(うなず)き、セルジに登録証を渡す。それを受け取ったセルジが振り返り、自分の物を含めてイリアに差し出した。

			　彼の目は、彼女への敵意で満ちている。

			（別に、貴方(あなた)に好かれるためにやってるわけじゃないからいいんですけどね）

			　表情を変えず、しかし胸中で苦笑しながら受注登録を済ませ、返却する。

			「エリカさんは、作戦概要を説明させていただきますので待機してください。他の方は、エリカさんと合流次第、討(とう)伐(ばつ)依頼の開始をお願いします」

			　そう事務的に告げるイリアを忌(いま)々(いま)しげに睨(にら)むセルジを、他のメンバーが連れ出していく。

			　その一方で、残されたエリカは彼がいなくなったことで緊張の糸が途切れたのか、彼が来る前よりも取り乱していた。

			「ど、どどど、どうしよう……！　どうしましょう!!」

			「大丈夫。落ち着いてください」

			　言いながら差し出したココアを、エリカはゆっくりと傾けていく。

			　増幅させたリラックス効果の賜物か、次第に落ち着きを取り戻していくのを見計らい、作戦の説明を始めることにした。

			「アジ・オグルの下半身は、硬い鱗(うろこ)で覆(おお)われていることはご存じですね？」

			「は、はい」

			「アジ・オグルの持つ鱗(うろこ)は一番外の外皮が硬質化したものなんですが、新しい角質が生成されると脱皮のように鱗(うろこ)を剥(は)がす習性がアジ・オグルにはあります」

			　通常の爬(は)虫(ちゆう)類(るい)が行う脱皮と違い、この脱皮は傷ついた鱗(うろこ)だけを剥(は)がし、その部分にのみ魔力を送り込むことで再び角質を硬質化することができる。

			「下半身は、攻撃しても意味がないってことですか……？」

			「鱗(うろこ)があるままでは、そうです」

			　勿論、鱗(うろこ)の強度以上の攻撃を加えれば問題はないが、今の彼女には不可能だ。

			「ですが、一つだけ欠点があるんです」

			「欠点、ですか？」

			「はい。アジ・オグルは高い生命力を誇(ほこ)りますが、それは同時に全身を巡る血流と魔力の速さを示します。魔力にしろ神経系にしろ、麻(ま)痺(ひ)毒や毒の巡りが速いんです」

			　硬い鱗(うろこ)で守られているせいか、状態異常の温床ともいえる森のような場所に生息するにも拘(かかわ)らず、バッドステータスに対する耐性が軒並み低い。

			「その上……というか、ここからが重要なんですが、麻(ま)痺(ひ)毒を受けた際、彼らの体は鱗(うろこ)が死滅したと勘違いするらしく、下半身の鱗(うろこ)をすべて剥(は)がしてしまうんです」

			「え……!?」

			　彼女の驚きは、先ほどまでの失意を伴うものではなく、光明が見えた者が見せるもの。

			「魔力が滞っていれば、鱗(うろこ)の硬質化も遅くなります。その間に下半身を叩き斬ってください」

			「叩き斬って……、あっ」

			　彼女が思い至ったことを察し、イリアは笑みを返す。

			　エリカに受けてもらっていた討(とう)伐(ばつ)依頼、ロンドボイガ。大きさこそアジ・オグル下半身の三分の二程だが、多数の大蛇を相手にした彼女は、そのうねる体を的確に切る術(すべ)を身に付けていた。

			　そして、重さで叩き斬ることに関しては、両手斧ほど都合のいいものはない。

			「だから、私に斧の練習をさせてたんですか？」

			「いえ。斧を奨めたのは、貴女(あなた)に合った武器だからです」

			　成(な)り行きで傭(よう)兵(へい)ギルドに入ることになったエリカは、最初から自分に戦闘の才能はないものだと決めつけていた。

			　その結果の弓使いであり、後方支援のための調合だった。

			　だがその実、彼女の適性は【両手斧】。

			　その上、最低レベルながら【天才】持ち。

			　ただの村娘として暮らしていたならば、絶対に気付かない才能だった。

			　今回グーラ・アジ・オグルを最後に選んだのは、彼女と相性の良さそうな相手を探した結果、ちょうどよくイリアが見つけただけに過ぎない。

			　準災害指定生物発見の報告が来る以前から【千里眼】で見つけていたため、材木採取は斧の基礎練習、ロンドボイガは練習台など、その準備として討(とう)伐(ばつ)依頼を選んでいたのが真相だ。

			「アジ・オグルは目についた食物をとにかく食べようとする習性がありますから、遅行性の毒を含ませた餌を食べさせて、麻酔薬の矢を放って眠らせて近づき、毒が回って鱗(うろこ)が剥(は)がれたところで断ち切るのが一番安全だと思います。ですが、そこはお任せします」

			「は、はい！」

			　希望が見えてきたおかげか、エリカは困惑しながらも頬を綻(ほころ)ばせる。

			　ああでもないこうでもないとイメージトレーニングをしたかと思えば、不意にイリアを見て、彼女は訊ねた。

			「ロンドボイガの依頼を何度も受けましたけど……それ以外の討(とう)伐(ばつ)は、どんな意味があったんですか？」

			　スキルレベルに合わせた効率重視の経験値稼ぎ、とはさすがに答えられない。

			「接近戦と斧の扱いに慣れていただくことと、自信をつけていただくためです。それと、ロンドレッドエイプは下半身を断ち切った後の戦闘を想定したものです」

			　この世界は、イリアから見ればゲームのようなシステムだらけにも拘(かかわ)らず、ゲームのようなお決まりがない。

			　ボスだから特殊な攻撃モーションが備わっていたりするわけでもなく、似た体格、似た技能を持つ魔物は似たような攻撃しかしない。

			　下半身がなくなったアジ・オグルは、下半身のない大きなサルでしかない。

			　木を使ってこようと、腕の膂(りよ)力(りよく)だけで襲いかかってこようと、似たような行動はロンドレッドエイプで経験できる、ということになる。

			　下半身が健在の状態では、腕を足に見立てて下半身を振り回す、上半身で襲いかかっているうちに背後から忍ばせた尻尾(しつぽ)で絡め捕る、といった面倒な行動をとるため、まずは行動の制限を目指す。

			（いくら大きいといっても、下半身がなくなれば頭に攻撃が届くしね）

			　そんなふうに自分の策を思い返していたせいか、エリカが固まっていることに気付くのが遅れてしまった。

			「……どうかしましたか？」

			「あの……アジ・オグルって……下半身を切っても生きてるんですか……？」

			「はい。頭を潰さない限り、生き続けると思ってください」

			「ぅえぇ―――――――!?」

			　ここから持ち直すまで、半日ほどの時間を要することとなってしまったが、さすがにこの展開はイリアも予想できなかった。

			　

			　出発が翌日に持ち越され、イリアがエリカ一行を見送ろうと一階に降りると、事務室にリアを始め、発情期で休養をとっていたメンバーが顔を出していた。

			「皆、終わったの？」

			「うん！　もう大丈夫！　ハクも久しぶり！」

			「ピィ～」

			　良かった、とイリアは胸をなでおろす。

			　これでシフトを気にすることなく、彼らの動向に集中できる。

			　西門でエリカらを見送った後は、【千里眼】を使い王都方面の進捗状況を確認する。

			　エクトルの部下たちは、神経質なくらいに準備を整えていた。

			　次の難関は、ベルナルトがそこまでもつかどうかだ。

			　これからイリアにできることは殆どなく、むしろ何もせずに済むことが理想的だった。

			　それは、エリカたちも同様。

			　森のなかで野宿をした彼女たちは、予定通り明朝、アジ・オグルの下へ向かった。

			　状況も作戦も予定通り。

			　巨体が生み出す威(い)圧(あつ)感のせいで時々危ういところがあったものの、アジ・オグルとの対戦までの戦闘でさらに【両手斧】スキルが上がってたこともあり、下半身の切断はイリアの予想よりもスムーズに行うことができていた。

			　この後は、確実に頭を潰すだけ。

			　下半身の切断を達成したことでエリカはいい意味で緊張が解れたらしく、落ち着いた立ち回りでアジ・オグルに留めを刺した。

			　これで、彼女はＡランクの討(とう)伐(ばつ)依頼を達成したことになる。

			　勝負の勝敗こそ分からないが、少なくともエリカを足手まとい扱いすることはできなくなるだろう。

			　あとは彼女たち次第。そう判断したイリアは千里眼を切って役目を終える。

			「イリアー、この依頼なんだけどー」

			　エリーゼの呼ぶ声がして、イリアは事務室に向かい彼女たちが休養していた期間の報告や連絡を伝える。

			　休んでいた者たちが復帰したおかげか、事務室は久しぶりに賑(にぎ)やかだった。

			　

			　エクトルたちが発ってから５日目。

			　王都を出発した彼らは、街道を下って真っ直ぐにリュネヴィルに向かっていた。

			　隊列は計画通り、エクトルを前に、ベルナルトがその後について、周囲を護衛が囲む形となっている。

			　ベルナルトが正気を保つという二つ目の難関も、彼女が見る限りでは問題なさそうだった。

			　翌日の正午。

			　予定通りに行けば、そこが次の行動開始時刻であり、そして最大の難関となる。

			　見落としはないか。不足はないか。

			　イリアが私室で確認していると、リアの声が聞こえた。

			「イリアー、お客様だよー」

			「分かった。今いくね」

			　起きかけたハクを撫(な)でて寝かしつけ、獣人たちが復帰したことで、以前の賑(にぎ)わいを取り戻しつつある支部の様子を眺めながら一階に下りる。

			「イリアさん！」

			　ホールの一角に陣取っていた集団。そこから声を上げたのはエリカだった。

			　リアの言うお客様は彼女のことだったようで、エリカはイリアの下に駆け寄り、勢いよく頭を下げたと思えば満面の笑みを咲かせる。

			「今回は、本当にありがとうございました！」

			「いえ、貴女(あなた)の努力の賜物ですよ」

			　彼女のいた集団を見ると、セルジも顔を顰(しか)めながら椅子に座っていた。

			　その腰には、塗(と)装(そう)が煤(すす)けた鞘(さや)に収まる一振りの剣が下がっている。

			「上手くいったんですね。おめでとうございます」

			「はい。ありがとうございます」

			　エリカはもう一度頭を下げ、照れくさそうな笑みを浮かべた後、イリアにしか聞こえないよう耳打ちした。

			　その内容は、今回の勝負の顛末であり真相でもあり、そして裏話だった。

			　話を終えたエリカとイリアの視線は自然とセルジに向かい、その生暖かい視線に気付いた少年が慌てだしたのを見て、二人に笑みが零(こぼ)れた。

			「私たち、これからはここを拠点にすることにしました。なんでも揃うし、食事は美味(おい)しいし、セルジも闘技場で鍛え直さなきゃいけないって意気込んでますし、なので――」

			　言葉を途切り、

			「もう少し、女神様の加護に浸らせてください」

			　エリカは満面の笑みを浮かべた。

			　そのネタもうほんと勘(かん)弁(べん)してください。

			　屈託のない笑みに負け、その言葉は結局イリアの口から出ることはなかった。

			　

			　翌日。

			　計画通りエクトル一行は街道を下り、カリュネとツリュネの中間に位置する、避難所や休憩所として用いられる無人の小屋に差し掛かった。

			　まず先頭を歩く護衛が小屋の中を検分し、問題がないことを確認してから通り過ぎていく。

			「……」

			　だが、小屋の中には二つの影があった。

			　やがて訪れる機会を、じっと息を殺して待ち続けるその人影は、エクトルの手配の者。異常なしと判断されるのも当然だった。

			　一回。

			　二回。……そして三回。

			　外から聞こえる会話の中に紛(まぎ)れ込ませた何気ない単語が四回目を迎えた瞬間、

			（（　今だ！　））

			　小屋の中央に置かれた箱の封が破られ、安置されていた緑色の淡い光を纏(まと)う水晶――風の結晶柱が姿を現す。

			　それは本来、風の因(いん)子(し)を生みだすもの。

			　因(いん)子(し)は同属性の因(いん)子(し)と結びつきやすい性質を持ち、風の因(いん)子(し)は互いに接触することで空気の流れ……風を生み出す。

			　何の制御もかけていない大元ともなれば、何者も近づくことを許さない暴風が吹き荒れる。

			　……はずだった。

			　しかし小屋を吹き飛ばすどころか人すら動じることはなく、吹きだす風はそよぐほどにしか感じない。

			　惨(さん)事(じ)が起こることはないと聞いていたとはいえ、理解できずにいた小屋の二人組は、戸惑いながらも窓の外に目を向けた。

			　そこに広がっていた光景は、表情の硬いエクトルとその護衛に取り囲まれた一台の馬車。

			　小屋から出た二名の姿を見て取り、状況の進行を確認したエクトルは、傍(かたわ)らに立つ護衛に目配せして次の段階への移行を示す。

			　本当は自分が行きたかった。

			　そう言わんばかりの彼の視線に内心で苦笑しながらも、護衛兼侍女のシビルはエクトルを安全な位置に誘導する。

			　エクトルの視線の先では、一人の護衛が馬車の中に入り込むところだった。

			　扉を開けた先にいたのは、顔を蒼白にして、どこか虚ろなベルナルト。彼にとっては、つい先程まで感じていた、まるで意識そのものが掻き消されてしまうような圧迫感が不意に薄れ、朦(もう)朧(ろう)としていた意識が明確になる最(さ)中(なか)の出来事だった。

			　護衛の男は、警戒しながらも失礼に当たらないよう、慎重に手紙を差し出す。

			　これは？

			　どこか胡(う)乱(ろん)としながらも、そう問いかけるベルナルトの視線に、男は簡(かん)潔(けつ)に答える。

			「イリアからの手紙です」

			　受け取る以外に選択肢は思い浮かばなかった。

			　依然として彼を苛む悪寒、不快感を堪(こら)えながら、手紙を開く。
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			『司祭ベルナルト様。不(ぶ)躾(しつけ)ではございますが、挨(あい)拶(さつ)や諸々を省き、現状を説明させていただきます。

			　すでに自覚されていると思いますが、司祭様を内側から蝕(むしば)む者がいます。

			　その存在は、一般的な名で呼ぶとすれば、邪神に他なりません。

			　まず勘違いしないでいただきたいのですが、その邪神は、貴方(あなた)の心の内より生まれたものではありません。

			　その邪神はかつて、最古の邪神と呼ばれていた者です。

			　身体は滅びても存在そのものは滅びず、ほんのわずかな残留思念のような存在が適応してしまった司祭様の精神に溶け込んだのだと思います。

			　適応してしまった原因は、司祭様が土因(いん)子(し)への高い同調率を有していたからでしょう。

			　偶然が重なった不幸ですが、これは逆に好機でもあります。

			　実のところ、邪神は大精霊の魔物と言える存在です。

			　子細はエルフの禁(きん)忌(き)に触れてしまうため伏(ふ)せさせていただきますが、これは確かな事実です。

			　よって、大精霊と同様に契約を結ぶことができます。

			　契約を結ぶことができれば、貴方(あなた)を蝕(むしば)むことはおろか、他者を脅かすこともなくなるでしょう。

			　ですが、これには司祭様が邪神と対話し、屈服させる必要があります。

			　魔物の弱体化する時間帯。

			　相(そう)克(こく)となる風因(いん)子(し)の充満。

			　こちらでとることができる対策はすべて講じましたが、屈服できるかどうかは司祭様次第です。

			　このまま邪神となるか、教徒としての責務を全うするか、ご決断ください。

			　後者であるならば、全力でご助力させていただきます。前者であれば、後始末はお任せください。

			　どちらを選んだとしても、私は司祭様を支持します。

			　最後に、契約の宣呪(のりと)言(ごと)となる詠(えい)唱(しよう)と、契約に至るまでの手順を書き記します。まず――』

			　すべて読み終え、ベルナルトは手紙を閉じた。

			　心情などは交えず感情を感じさせない文面は、全く期待していないと告げているようでもあり、普段の気配りを欠かさない彼女から考えれば、それが挑発であることは簡単に察することができた。

			　それに加えて驚かされる内容ではあったが、彼の心の内に生じたのは、安(あん)堵(ど)。

			　その過程こそ知らないものの、イリアが最古と呼ばれていた邪神を打ち滅ぼしたことは知っている。

			　その状況こそ見ていないものの、古くからソフィアの住む地域を脅かしてきた邪神が討ち滅ぼされたことは、住人たちの喜ぶ姿を見れば真実であると確信できた。

			　そしてなにより、他者を見捨てない優しさ、不可能なことは口にしない彼女の誠実さを、学校などのリュネヴィルでの生活を通してベルナルトは知っていた。

			　知ることができた。

			　そんな彼女が後ろについてくれると言う。

			「……心強い」

			　そう素直に思うことができた。契約の詠(えい)唱(しよう)を始める彼に一切の躊躇(ためら)いはなかった。

			　目を閉じて、自らの内側に意識を向ける。

			　詠(えい)唱(しよう)のおかげだろうか。それとも、その存在がいることを教えられたから、だろうか。

			　自分ではない、別の何かをはっきりと感じることができた。

			　その何かは、ベルナルトに向けて笑いかけた……気がした。

			　決して親愛を感じるものではないが、ベルナルトは臆することなくその存在に意識を向けた。

			　探れば探るほどその存在がより明確になるが、それに比例して息苦しくなるような重圧感も増していく。

			　その息苦しさは彼が近づくのをどこか拒むようでもあったが、ベルナルトはより一層踏み込んだ。

			　切った張ったではなく、対話という解決策。

			　それこそ彼の望んで進んだ道でもあったからだ。

			　――初めましてだな、世界樹の信(しん)奉(ぽう)者。

			　語りかけられた。

			　そう理解すると同時に、ベルナルトはその存在が何者であるのかを認識した。

			　それは、イリアからもたらされた情報ではなく、こうして繋がっているからこそ知覚できた事実。

			　――ええ。初めまして。人類の敵対者。

			　その言葉に、忌(き)避(ひ)や憎悪はない。

			　そう仕組まれて生まれ、それを無意識的にも受け入れているからこそ〝それ〟は笑い――対話が始まる。

			　完全に意識が内側に向けられたことで休眠のような状態となり、抗っていた力が消える。

			　相(そう)克(こく)を失くした結果、結晶柱による風の因(いん)子(し)の放出を遮(さえぎ)るものもなくなり、急激に風の因(いん)子(し)が増加する。

			　ベルナルトが倒れるのとほぼ同時に、瞬きをする間もなく小屋は弾け、暴風が辺りを蹂躙した。

		

	
		
			第２章　彼らの理(わ)由(け)

		

	
		
			　邪神と相対するため、ベルナルトが昏睡状態に入ってからの数日間。

			　校長の代理という名目で、イリアは教会のベッドで眠り続ける彼の監視を行っていた。

			　当然と言えば当然だが、彼が今の状態となって一番ショックを受けていたのはソフィアだった。

			　彼女の様子が変わったのも、邪神が表に出た夜にベルナルトと会ってしまったことが原因だった。

			　邪神は彼女に自分の正体を告げ、学校の生徒やベルナルト本人を人質に口止めした。

			　おそらくそれは、私に異変を気付かせるための仕込みだったのだろう。

			　そうイリアは考えたが、答えは眠る彼らにしか分からない。

			「……お姉さま……、司祭様は、元にお戻りになられるのでしょうか」

			　大丈夫。そんな気休めは言えない。

			　そんなことを言っても、逆に気を遣わせることにしかならないと分かっていたからだ。

			「司祭様は、今も邪神と戦ってるから……ソフィアは、司祭様に声をかけ続けてあげて」

			「はい……」

			　鐘(かね)が鳴り、正午に差し掛かったことを告げる音が礼拝堂に響く。

			　イリアは支部に帰るために席を立った。

			「じゃあ、私は行くね」

			「はい。お気をつけて」

			　一緒に立ち上がり、一礼するソフィア。

			　礼拝堂の扉に手を掛け、開こうとした手が、

			「あ、あの……！」

			　と、彼女の声で反射的に止まる。

			　振り返ると、ソフィアは何かを躊躇(ためら)うように視線を逸らし、それでも意を決したように顔を上げた。

			「お姉さまも、司祭様に声をかけてくださいませんか？」

			「……え？」

			「お願いします！」

			「う、うん。わかった」

			　必死に頭を下げられてしまったが、そもそも断るほどの理由はない。

			　イリアにとってはその程度だったのだが、了承を得たソフィアは嬉しそうに笑って、もう一度頭を下げて教室に走っていった。

			　了承した手前、何もしないわけにはいかない。

			　取り敢えず、明日からは何か声をかけてみよう。

			　そんなイリアの決意は、結局実行されることはなかった。

			「おはようございます、神子様」

			　ベルナルトが、ベッドから身体を起こしていたからだ。

			　その表情は穏やかで、その声はベルナルトのもの。そして、今は邪神の力が最も弱体化する昼。

			　何より【神の目】が示す職業(クラス)からは、邪神にとり憑(つ)かれた者、という表示が消えていた。

			　そのかわりに表示されていたのは《世界樹の使徒》の文字。

			「……おはようございます。えっと……」

			「お好きな呼び方で構いませんよ」

			　なんと声をかけようか迷っていたイリアに、使徒は穏やかに微笑(ほほえ)んだ。

			　その言葉はまるで、イリアが自分の正体に気付いてることを前提にしたような物言いだった。

			「……では、使徒様で」

			「様は不要です。神子様」

			　やっぱりと思う一方で、自分は様をつけるのかと突っ込みたくなった。

			　だが、これまでの短いやり取りで大精霊との会話と同じ空気を感じたイリアは、話が拗(こじ)れるのを嫌い、触れずに流すことにした。

			　なにより、まず確かめるべきことがあった。

			「貴方(あなた)の中に、ベルナルトさんの意識はありますか？」

			　使徒は少し困ったような表情を浮かべ、すぐに微笑(ほほえ)みに表情を戻した。

			「あるとも言えますし、ないとも言えます」

			　言葉遊びをする余裕はあるんだ。

			　そんなイリアの苛つきを感じ取ったのか、彼女が言葉を発するよりも早く、使徒は言葉を続けた。

			「私は普人ベルナルトでもあり、最古の邪神でもあるとともに、世界樹の意思を体現する者でもあります。個の意識は優先されませんので、普人ベルナルトとしての私はないとも言えます」

			　妙な言い回しは大精霊に類する者の癖(くせ)なのだろうか。

			　そこで一旦、言葉を切り、使徒は考え込むような仕草を見せた。

			「貴女(あなた)もお気付きとは思いますが……ヒト、魔物、精霊。それらが混じり合った私は、世界樹の端末として機能することになったようです」

			「今回のことは、世界樹としても想定外だった、ということですか？」

			「はい」

			　事もなげに肯定したが、即答したということは即ち、彼が世界樹の情報をそのまま得ることができると宣言したに等しい。

			　それは同時に次にする質問の重要性が増すことも意味しており、イリアは気が重くなった。

			　とはいえ無視できるわけもなく、意を決して口を開く。

			「貴方(あなた)は私の敵ですか？」

			　さすがの使徒も、この質問は想定していなかったのだろう。

			　一瞬だけ呆けたような表情を浮かべ、すぐに戻し微(び)笑(しよう)に変えた。

			「私が答えたとして、それが真実だとは限りませんよ？」

			「構いません。強制的に意思を確認する方法なんていくらでもありますから」

			　世界樹と繋がっているとはいえ、彼がイリア自身のことをどこまで知ってるのかは彼女にも分からない。

			　それでも、邪神の記憶があるのであればイリアの力は知っているはずで、そこから自分自身との能力差も自覚しているだろう。だが、使徒はイリアの宣戦布告とも取れるこの言葉に、その顔に浮かべる微笑(ほほえ)みを濃くした。

			「大精霊や邪神は、純粋な因(いん)子(し)であるが故に世界樹の影響を強く受けます」

			　彼が口にした言葉。それは回答ではなかった。

			　それでも無関係ではないことを察し、イリアはその続きを聞くことにした。

			「ただ、その性質のせいでしょうか。大精霊はその意思を素直に受け取りますが、邪神は捻くれた行動に出てしまうようですね」

			「……今回の行動は、世界樹の意思を捻じ曲げた結果なんですか？」

			「今回の魔物の操作だけではなく、氷竜の件もそうです。ただ、彼は貴女(あなた)に九割方消滅させられましたからね。より強く世界樹に従っていましたから、ソフィアさんに危害を加えたりはしなかったでしょう？」

			　魔物や氷竜の操作は、世界樹の意思。

			　それだけであれば確実に敵だが、「ソフィアには手を出さなかった」という点が分からなかった。

			　彼女が危害を加えられていたら、ベルナルトごと消滅させていた自信がイリアにはある。

			　邪神の願いを達成するにはそれだけで十分であり、そうしなかったのは、確かに邪神が世界樹の意思に従っていたという証明だろう。

			　魔物や氷竜という脅(きよう)威(い)を差し向けておいて、明確に敵対する意思がない。

			（それって矛盾してない？）

			　そんなイリアの内心を察し、使徒は困ったように苦笑を浮かべた。

			「敵、味方と区別するのは難しいですが……貴女(あなた)に危害を加えるつもりはありませんでした。……いえ、このくらいなら、危害を加えることにもならないだろう、という判断でした」

			　このくらいという言葉が指しているのは、先に挙げられていた脅(きよう)威(い)。それらがイリアへの危害になることはないと判断し、リュネヴィルに送り込んだ。

			　明け透けに明かされ、イリアは怒る気もなくなってしまった。

			　イリア自身よりも、彼女の周囲にいる人間に危害を加えるつもりはないと言って欲しかったというのが本音だが、取り敢えずそれは置いておくことにした。

			　先の問答によって深まった疑問。

			「貴方(あなた)の目的はなんですか？」

			　彼女の問いに、使徒は沈黙した。

			　だがそれは、先程のように唖(あ)然(ぜん)とした様子でも、言葉に窮しているものでもない。

			　伝えていいことと隠しておきたいこと。

			　それらを加味した上で、言葉を選んでいるというのが一番近いだろう。自分自身に置き換え、イリアはそう思った。

			　数分と経たず、使徒は口を開いた。

			「貴女(あなた)は、今の世界をどう考えますか？」

			「世界、ですか……？」

			　それはあまりに突飛な質問で、咄(とつ)嗟(さ)に答えが出てくるはずもない。

			　だが、使徒にとっては考える切っ掛けを作りたかっただけのようで、答えを待つことなく言葉を続けた。

			「人々が自由に生きる世界……。それは無秩序な社会です。人は皆(みな)、たやすく欲に溺れ、簡単に他者を傷つけるというのに……それを危険な状態だとは思いませんか？」

			「……さすがにそれは極論では？」

			「そうでしょうか。例えば、普人ベルナルト」

			　使徒は言う。

			「彼は万人を愛し、その博愛精神を広めようとしました。我々から見ても、その精神は素晴らしいものに映ります」

			　ですが、と彼はイリアを見据えた。

			「彼は、貴女(あなた)に心を奪われました」

			　は？

			　理解しかねているイリアを置いてけぼりにして、彼は言葉を続ける。

			「それまで邪神が攻めあぐねた精神も、そこから綻(ほころ)びだしたのです。貴女(あなた)の傍(そば)にいる男の存在を知って。自身を縛(しば)る戒律を思い出して。貴女(あなた)に言い寄る男の言葉を聞いて。……彼の心は、嫉(しつ)妬(と)と悔恨で染まっていきました。……どれだけ高尚な精神を持とうと、それが変わらない保証はありません」

			　使徒の言葉は、イリアが口を挿む間もなく続く。

			「その上、皆(みな)誰もがそれぞれの意思で勝手に生きて、争います。例えば、過去に熱い約束を交わした男女だとしてもです」

			「何で知ってるんですか……」

			「学校という所は、情報収集に適した環境ですね」

			　使徒はそう言って微笑(ほほえ)んだ。

			　味方の傷に塩を塗り、敵に塩を送ってしまったらしい。

			　項(うな)垂(だ)れるイリアをよそに、使徒はたっぷりの余(よ)韻(いん)を含みながら言う。

			「……世界が平和であるうちに、人々を守り、纏(まと)める存在が必要だとは思いませんか？」

			　それはまるで、言い聞かせるような物言いに聞こえた。

			　なぜ彼が言いくるめるような言い方をしたのか、何を隠しているのかは分からない。だが、イリアは使徒に言いたいことがあった。

			「いいじゃないですか。勝手でも」

			　意外な回答だったのか、使徒の反応が鈍い。

			　イリア自身の考えは抜きにしても、彼の情報は古く、足りない。

			「先ほど言った男女ですが、どうして彼女たちが勝負をしたか、ご存知ですか？」

			「それは、約束を違えた男性が女性を疎(うと)ましく思ったからでは？」

			「違うみたいです」

			　それは、表向きの動機でしかない。

			　勝負に勝った後、イリアの下に報告に来たエリカが彼女に伝えた裏話。

			「その男性が女性を守るために、戦いを遠ざけようとしていただけなんだそうです」

			「それは……」

			「呆れますよね。守る自信がないから、戦いから遠ざけるしかないってわざと冷たい態度をとっていたそうです」

			　なんて幼稚で、自分勝手。

			「女性にしても、約束を忘れたくなくて、守りたくて、彼の帰りを待たずに村を飛び出しました。彼の意思を、勝手に無視して。その結果、すれちがっちゃったわけですけど」

			　イリアは、使徒を見つめる。

			「全部、お互いを想ってのことだったんですよね」

			　そして、彼の中にいる人格に目を向ける。

			「司祭様も、自分の意思で勝手に自分の心を抑え込んでいたみたいですが……それって、私のことを思ってしてくれてたんじゃないですか？」

			　ベルナルトは、彼女が男嫌いであることを知っていたのだから。

			　使徒は反論せず、イリアはそれを肯定と捉(とら)える。

			　あとは、貴方(あなた)です。

			　イリアは視線を逸らさない。

			「貴方(あなた)だって、誰かに頼まれて世界のことを気に掛けたわけじゃないですよね。纏(まと)めろっていうことは、皆のために皆の意思を押し殺せって勝手に言ってるようなものじゃないでしょうか」

			　ほら。みんな一緒。

			　そう思うと、自然と笑みが零(こぼ)れる。

			「皆、誰かのためを思っての行為なら、勝手でいいじゃないですか」

			　自分勝手な意思で動いていいじゃない。

			　意思のない生き方は家畜同然。いや、持てる意思を放棄する分、家畜以下かもしれない。

			　そんな小さな会社(せかい)を見てきたイリアとしては、そんな世界を受け入れられるわけもない。

			　言いたいことは言い切った。

			　後はイリア自身の答えだけ。

			「纏(まと)める人がいてもいいと思いますよ」

			　今度こそ完全に予想外だったのか、使徒の表情が固まる。

			　彼女は別段、彼の言い分をすべて否定したいわけではない。

			「ただ、やりたい人が、周囲に認められればの話ですが」

			　意志と能力のある人間が、全員に認められた上で統治できるなら、彼女自身それでもいいと考えている。

			　第一条件で自分を排除しているあたりが彼女らしい。

			　沈黙の降りた部屋に、鐘(かね)の音が響く。

			　授業が始まる時刻だが、高等科の生徒は基本的に自習を言い聞かせているため問題はない。

			　逸れかけた思考を使徒に戻し、イリアはもう一つ確認すべきことを思い出す。

			「使徒さんは、今後もベルナルトさんとして振る舞っていただけるのでしょうか」

			「え？　あ、はい。ベルナルトでなくなったわけではないので」

			「ではよろしくお願いします。ここの生徒にとって、貴方(あなた)は世界を支える世界樹の使徒である前に、学校を支える校長先生なんです」

			【神の目】で見ても、疲労や損傷は見て取れない。

			「はやく元気な姿を見せて、安心させてあげてくださいね」

			　以前ベルナルトに向けた笑顔でお辞儀して、イリアは部屋を出ようと踵(きびす)を返した。

			　そこに彼の声がかかって、彼女は足を止める。

			「貴女(あなた)は、自分を押し殺しているのではありませんか？」

			「まさか。私はやりたいことをやっていますよ」

			　言いながら振り返り、イリアは彼の問いに答えた。

			「仕事のために生きてるわけじゃなくて、生きるために仕事をしているんですから」

			　

			　ギルドには様々な規約や規則があり、依頼受注にも禁則事項がある。

			　一つは別人を装(よそお)い、受注登録を行うこと。

			　暗黙の了解として、パーティメンバーの登録は本人不在でも行うことができる。

			　だが、受注登録を円滑に行うための暗黙の了解も、一部の人間によって悪用されることがある。前科による罰(ばつ)則(そく)で受注制限がかけられている者が、連合の目を欺くために他人を装(よそお)っている場合や、ランクを不正につり上げるための委託受注がその代表例である。

			　こういった悪質な偽装受注だった場合に、厳正な処(しよ)罰(ばつ)を下すために定められた原則だ。

			　そしてもう一つの禁則事項が、受注未登録者による依頼の達成。

			　討(とう)伐(ばつ)対象を不意の遭(そう)遇(ぐう)により倒してしまった場合のような、違反者に悪意が見られない場合は厳重注意で済む。

			　だが、それが明らかに故意と見なされた場合、罰金や捕(ほ)縛(ばく)対象となる。

			　そして、それすらも拒否したり、同様の違反行為を繰り返し行った場合、連合による粛清対象と見なされる。

			　粛清対象が傭(よう)兵(へい)ギルド所属であった場合、武力による粛清が執り行われることになる。

			　ギルドの権威と信頼を守ろうと執行は容赦なく徹底的に行われるため、粛清対象が命を落とすことも少なくない。

			　商業・工業・農業ギルドの所属であった場合は、それぞれの形で干されることになる。

			　手を貸した者にも罰(ばつ)則(そく)が与えられるため、まさに孤立無援の状態に陥(おちい)る、別名〝緩(ゆる)やかな処刑〟と呼ばれ、恐れられている処(しよ)罰(ばつ)だ。

			　罰(ばつ)則(そく)の重さは全く異なるものの、どちらの禁則事項もギルドの機能を維持するために必要なルールだ。

			　そして、能力の適正な評価は、依頼を受注する側は当然として依頼を出した側にも余計な損害を与えないための予防線であり、依頼の金額をギルドが管理することで、一方的な交渉を防ぐことができる。

			　ギルドの否定は、それこそ以前使徒が言った、〝自由という名の無秩序〟でしかない。

			　その場合、真っ先に犠牲となるのは末端の人間だ。

			　――もっと金をよこせ。

			　――依頼を受けるのに制限を掛ける意味が分からない。

			　統制を嫌う者の殆どが、すでに権力や武力といった力を持つ人間である。

			　弱者を守るために強者を数で押さえ込む。

			　そう言ってしまうと聞こえは悪いが、個性・自由を尊重するギルドが国家のように権力者のみに傾(けい)倒(とう)するわけにもいかないため、それも仕方ないとイリアは考えている。

			　世界は様々なルールで構成され、ルールは守るために存在する。

			　とはいえ、チート(ずる)で能力を貰った、イリアのような例外も存在するのだが。

			　

			　支部食堂二号館の建設に、闘技場・教会の診察・医療設備の充実。

			　街の住民や依頼は増加したが、イリア自身の仕事はあまり変わらず、使徒の一件以降は比較的平和な、ゆったりとした日々が続いていた。

			　だが、そんな日が都合よく続くわけもなく。

			「俺にも、相性のいい武器を教えてくれ」

			　セルジは、イリアにしか聞こえないよう小声でそう言った。

			　彼は前の一件以来、闘技場への参加をメインにしながら依頼をこなしている。

			　エリカとも上手くいってるようにイリアには見えたのだが、歯を食いしばって彼女に頭を下げるその表情に、リア充の余裕は感じられなかった。

			　でもなぜ？

			　そう訊ねるイリアの視線に、セルジはより苦渋の増した表情で漏らした。

			「このままだと、エリカに守られることになる……！」

			　それはきついですね。

			　前回の成長により、エリカは下手な前衛よりも強くなり、回復薬や状態異常の薬を使っての支援もできるという万能さも持ち合わせることになった。

			　生粋の前衛であるセルジとしては、純粋な戦闘力で負けてしまうと立場がなくなってしまう。

			　とはいえ、エリカが支援に回った際には誰かが前に立つ必要があり、結局はプライドの問題なのだろう。

			　そんなもん捨てちゃえとは思うが、ここで拗(す)ねられては元の木(もく)阿(あ)弥(み)。

			「も、勿論それだけじゃないぞ!?」

			　考え込んでいたイリアを呆れているものと勘違いし、セルジは慌ててそんなことを言った。

			「……あんたは、〝魔剣のトリスタン〟ってやつを知ってるか？」

			「はい。存じています」

			　空気を読んであえて口にはしなかったが、エリカたちが名前を出す前から、イリアは彼のことを知っていた。

			　トリスタンの持つ剣は、人の血を吸った分だけ硬く、鋭くなる効果をもつ正真正銘の魔剣である。

			　人の血といってもそれは量ではなく数であり、彼が闘技場に出場するのは「合法的に人を傷つけられるから」だと明言している。

			　血を吸うたびに赤く輝く様が魔剣と呼ばれる所以(ゆえん)であり、魔を冠する武具……魔具の定義をこの世界の人間が認識しているわけではない。

			　因果律や物理法則といった世界の仕組みそのものを無視・改変する神具に対して、魔具は道具そのものや触れた者に影響を及ぼす。その効果は限定的ではあるが、神具と異なり誰でも使用可能というメリットがあるため、人々にとっては神具よりも魔具の方が脅(きよう)威(い)になることが多い。

			　何の因果か、魔具の元の所有者が悪魔ということが多いため、脅(きよう)威(い)となるのは当たり前と言えば当たり前なのだが。

			「まだ噂だが……あいつがここに来るらしい」

			「そうですか……」

			　セルジの表情は硬い。

			　だが、それは忌(き)避(ひ)するものに対する強張りではなく、固い意志からくる緊張のようにイリアには思えた。

			　イリアに見られていることを思い出したセルジは、少し恥ずかしそうに頭を掻いて表情を崩す。

			「つっても、俺は逃げない。……エリカにどやされたくねぇし」

			「そうですか」

			　ごちそう様です。

			　真面目な空気を壊さないよう、そう言いたくなるのをぐっと堪(こら)える。

			「だから、俺は強くならなきゃいけないんだ。……あいつに勝つために」

			　イリアとしては、「そこまで固執する必要ないんじゃない？」というのが本心だ。

			　しかしその一方で、ここで克服しなければ、本当の意味でセルジが立ち直ったとはいえないとも考えている。

			　エリカのことも鑑(かんが)みて、イリアは手を貸すことにした。

			　とはいえ、一つ問題があった。

			　セルジは【剣術】スキルの適性持ちであり、エリカの時とは違い自分に合った武器をすでに選んでいるのだ。

			　改めて適性スキルを伸ばすわけではないため、武器を見繕(つくろ)うことにはあまり意味がない。

			　勿論、エリカと同様に効率重視の特訓を課せば、それなりの成長が見込めるだろう。

			　だが、それだけでトリスタンに勝つのは難しい。

			　多くの血を吸った彼の魔剣は、並大抵の剣や防具なら簡単に切り裂いてしまうだろう。下手に剣を受けることができないというハンデは、接近戦における影響があまりに大きい。

			　セルジの【剣術】スキルボーナスを見ると、斬撃アシストと太刀筋アシストの割合はだいたい７：２。今からパリィアシストに振ったとしても、完全に衝(しよう)撃(げき)を流しきれるようにはなれないだろう。

			（なら、今から短剣を伸ばしてパリィに全振りさせるとか……？）

			　剣での攻撃と、短剣でのパリィによる防御。

			　間に合うかどうかという問題はあるものの、一番可能性は高いだろう。

			「……無理、か？」

			　先の勝負において、イリアに対して好ましいとは言い難い態度をとっていたことが、彼自身の中で尾を引いているのだろう。

			　悩んでいたイリアを受けるかどうかで悩んでいると勘違いし、セルジは不安そうな表情で覗き込む。

			（私一人で悩んでも仕方ないか）

			　イリアはすっぱりと割り切り、正直に言ってしまうことにした。

			「無理と言いますか、見たところ、セルジさんに相性のいい武器は剣で合っていると思います」

			「……」

			　セルジは歓喜半分、悲観半分と言った複雑な表情を浮かべる。

			　悲観が半分で済んだのは、そもそも挫折した際に色々な武器を試していたため、自分に合っているのが剣であることを自覚していたからだ。

			　そのため、イリアに助言を乞(こ)いながらも、その一方で無駄足になることも覚悟していた。

			「じゃあ、やっぱり俺自身が強くなるしかないか……」

			「基本的にはそうですね」

			「基本的……？」

			　興味を失いかけていた彼の目に、イリアの含むような言い回しで生気が戻る。

			「何か、あるのか？」

			「お勧めの武器と言うわけではありませんが、盾や短剣を使い、相手の剣を往(い)なすというのはいかがですか？」

			「……盾か短剣、か……」

			　見るからに嫌そうだった。

			　オススメの武器をくれと言っていたにも拘(かかわ)らず、躊躇(ためら)う理由が分からない。

			　純粋に強くなるのではなく、対策を練るのは邪道などと言うつもりなら、本当にしたいことは何ですかと問い詰めたくなる。

			「イリア」

			「あ、ごめんなさい。お次にお並びの方はこちらにどうぞ。お待たせいたしました」

			　クラリスの声で、イリアはようやく三人ほど並んでしまった登録待ちのギルド員に気付いた。

			　世間話の延長みたいなものだから、普通に来てくれていいのに。

			　イリアはそう思う一方で、人口が増えたにも拘(かかわ)らず、空気を読み、紀律を守ろうとする律儀な者が増えたことを嬉しく思う。

			　それ自体は治安が良い証左なのだが、今のように迷惑をかけてしまった場合、良心の呵責を今まで以上に感じてしまうのが難点だった。

			　働けよ。

			　そう思っていたあの頃が懐かしい。

			　改めて受付業務を始める前に、イリアはただ待つのも酷(こく)だろうと、もう一つの選択肢を彼に伝えることにした。

			「盾や短剣を持つのが嫌でしたら、新しい剣を造る、という手もあります」

			「新し……？」

			「どちらかであれば、ご助力できると思います」

			　用件だけを伝え、イリアは受付を始めた。

			　当然と言えば当然だが、受注登録が途絶えるや否や、セルジは新しい剣の詳細を訊ねてきた。

			　切羽詰まった様子なのは、その方法に望みを託したからだろうか。

			「で、新しい剣っていうのはどういうことなんだ？　あんた、あいつの魔剣のこと、知ってるんだろ？」

			「はい。ですので、その能力を相殺するんです」

			「………………は？」

			　セルジは言葉の意味を理解できず、呆気にとられる。

			「……あいつと同じ魔剣を造るって言うのか？」

			「まさか」

			　魔剣は神具が生み出されるのと同様、幾つかの要因が重なってできる偶然の産物だ。

			　狙って同じ能力の物は作れず、下手をすれば〝よく斬れるが、持っていると常に腹痛に悩まされる〟といった、妙なデメリットが付くことも有り得るのが魔具……武具の魔物だ。

			　魔物はその身体に影(えい)素(そ)を多く含み、影(えい)素(そ)を消失させる光素が満たされる昼間には、能力を大幅に減衰させる。

			　つまり、光素を含む武具であれば、魔具の効果を相殺することができる。

			　光素を含む剣。

			「聖剣を造るんです」

			　イリアに聖剣を造ればいいと言われたセルジの第一声は、

			「……そんなもんがあるなら、どうして誰も造らなかったんだ？」

			　という、猜(さい)疑(ぎ)心(しん)に満ちた質問だった。

			　造らなかったのではなく造れなかったという方が正確であり、まず前提として魔物や魔具の定義を知らないのだから、聖剣という発想そのものに至ることができないのが現状だ。

			　とはいえ、そんなことを言っても面倒なことになるだけ。そう判断したイリアは、一番分かりやすい問題点を挙げることにした。

			「普通に造ろうとしたら、光竜の背結晶かアル・ミラージュの角、アマツタウルスの蹄(ひづめ)のいずれかが材料に必要です。それも、別個体による部位を複数です」

			　アル・ミラージュは角の生えた兎(うさぎ)で、その性格はかなり獰(どう)猛(もう)なのだが、分類上も性質から見ても魔物ではない。

			　か弱い生き物である兎(うさぎ)を憐(あわ)れんだ獣神の一柱、ブウェヴェジャウェルから直接特異性を授(さず)かったとして、彼を信仰神にしている者にとっては聖獣扱いの生き物だ。そのため、アル・ミラージュを狩る場合、信者全員を敵に回すことになる。

			　アマツタウルスも生息する地方では神様の代理扱いであるため、問題点はアル・ミラージュとほぼ同じ。

			　光竜と渡り合う実力を持っているのであれば、魔剣を持っていようが人間は敵ではない。

			　このように、普通に造ろうとした場合、〝魔剣の対抗策〟という目標よりも達成困難というジレンマに陥(おちい)ってしまう。

			　挙げられた素材を聞いて、セルジが絶句してしまったのは言うまでもない。

			　だが、それも「普通に」という注釈がつく。

			「ただし、錬金術を使えば話は別です」

			「錬金術？」

			「はい。マナカプル鋼、魔物ではない生物の骨、ミルデューラ洞窟に生えている光虫草を揃えていただければ、同質の素材を造ることができます」

			　そのどれもが高価であったり入手困難な品物だが、さすがに前に挙げたものに比べれば、かなり現実味のある素材だった。

			　その落差も後押ししたのだろう。通常であれば諦(あきら)めるところを、セルジは悩みに悩んだあげく、

			「……用意すれば、聖剣が造れるんだな？」

			　と念を押した。

			　よほど勝ちたいんだなと感心するが、嘘を吐くわけにもいかないとイリアは首を横に振って彼の言葉を否定した。

			「いえ、聖剣にするには精神感応性金属(オリハルコン)か、かなり質は落ちますがハイル銀が必要となります」

			　世界樹の中で極稀(まれ)に生成されるオリハルコンは、この世界に存在するすべての金属の中で魔素や光素といった元素との親和性が最も高い。

			　次いで銀、銅、金の順番でその性質が下がっていくなかで、銀は象徴作用による高い退魔性を持つため、妥協するとすれば銀となる。しかし、銀は合金にしなければ柔らかすぎるため剣に使用することはできず、剣としての強度を求めれば純度も下がることになってしまう。

			「素材さえあれば、錬金術師と鍛冶職人の方はこちらでご用意させていただきます」

			「こちらでって……錬金術師はともかく、素材があるなら鍛冶屋の方は俺らが選んでも変わんねーだろ」

			　提携のダシに使われている。

			　そんな勘(かん)繰(ぐ)りから、セルジは不満そうに零(こぼ)した。

			「お言葉ですが、生成した光素鉱石を製錬するためには専用の炉が必要となりますので、専門の知識と技術を持った方にしか作ることができません」

			「……せ、専門？　モノヴィルの郊外にでかい炉があるじゃねえか。あれじゃダメなのか？」

			　焦るセルジに、イリアは悠々と頷(うなず)いて見せる。

			「あの炉は風結石を用いて高温を作り出す、主に二段階製錬を行うための施設です。ですが、あまりに高温だと光素がすべて消失してしまうんです。光素を残しつつ製錬するための炉は以前良く使われていたものが最適なのですが、以前の炉は一度の生成で炉を壊さなければならなかったので、連続で質のいい製錬ができる現行のものに比べ生産効率があまりにも悪いと、今では殆どの人が――」

			「わ、分かった！　あんたに任せる！」

			「畏(かしこ)まりました」

			　のべつ幕なしに語るイリアの言葉に根負けして、セルジは白旗を上げた。

			　不当に選択の自由を奪うのは、詐欺師や利益を第一とする人間の常とう手段だ。

			　だが、そんな人間と同じに思われたくはない。

			（そこまで落ちぶれちゃいませんよーだ）

			　むしろ選択肢を与えた上で、利益や利点で選択肢を絞らせるのが彼女のやり方だ。それが悪質かどうかは時と場合によるだろう。

			　ともあれ、なんのかんのとイリアは理由を口にしたが、彼女であれば不純物を取り除いた製錬段階まで錬金術で生成が可能だ。

			　さらに言ってしまえば聖剣すら製造することができる。そこは〝相応の対価を払わなければ彼のためにもならない〟という判断だ。

			　そんなイリアの内情を察することもなく、

			「マナカプル鉱はモノかピネアだな……骨は最後に回すとして……」

			　一秒でも時間が惜しいと早々に頭を切り替え、セルジはぶつぶつと今後の方針を呟(つぶや)いていた。

			　少し前までうじうじしていた人間が、こんなにも前向きになる。

			（愛の力は偉大だねー）

			　ほんのわずかな羨(せん)望(ぼう)を含め、呆れたように胸中で零(こぼ)す。

			「あ、っと……金はどれくらいあればいい？」

			「錬金術師の方に掛け合って算出しておきます。明(みよう)後(ご)日(にち)、またお越しください」

			「めんどくせーな……」

			　今すぐ出発したいという気持ちは分かるが、イリアとしても下手なことはできず、ここは了承してもらうしかない。

			　こうして話題に区切りがついたところで、セルジはおもむろに席を立った。

			「どうせ金は必要なんだろ？　明日の分の出場登録でもしてくるわ」

			「その前に編隊の練習！」

			　ぎょっとして振り向いたセルジの目の前には、仲間たちの先頭に立つエリカがむくれた顔で立っていた。

			「集合時間に来ねえから支部に来てみれば、闘技場に行くとか言ってるしな」

			「げっ、もうこんな時間かよ！」

			「エリカを差し置いて時間を忘れるくらいイリアとのお話を楽しんでたんだね。何を話してたのかな？」

			「そ、そりゃあ……編隊の練習にいい依頼を聞いてだな」

			　仲間にまでからかわれ、セルジはしどろもどろになりながら言い訳を口にする。

			　動機はどうあれ内容を隠す必要はないのだが、変に誤(ご)魔(ま)化(か)してしまったため、エリカの視線の温度が急低下していく。

			（今更かっこ悪いなんて考えないで本当のことを言っちゃえばいいのに）

			　呆れ交じりでそんなことを考えていたイリアの横で、クラリスのもとに普人の青年が依頼表を差し出した。

			　身なりは軽装で、得物は片手剣と盾。

			　有り触れた戦士の格好をしているが、纏(まと)っている雰囲気が支部にいる他のギルド員とは異なっていた。

			【神の目】で見える彼のサブステータスは魅力値が高く、その上表示されている称号は《皇国の皇子》。

			　つまり、この魅力値の高さは〝やんごとなき皇子が、人の上に立つべき教育を受けてきた〟結果なのだろう。その一方で、他者に見られていることに慣れているせいか、勘のいい者から視線を向けられても気にしている様子はない。

			　その視線に害(がい)意(い)が含まれていればまた違った反応となっていたであろうが、鍛えられた鈍(なまくら)さのなせる業だろう。

			　皇国の皇子が遠く離れたロンドヴィルにいる理由も、ギルド員の登録証を持っている理由も分からない。

			　しかし目付や護衛となる者もおらず、加えてその格好も鑑(かんが)みれば、身分を隠していることは容(よう)易(い)に察することができた。

			　お忍びでの外遊。趣味が戦闘や小遣い稼ぎ。

			　その理由も、単純な王族であればある程度は限られてくる。

			　しかしイリアには、彼の持つ〝固有スキル〟、そしてその手首に覗く〝腕輪〟が、青年の事情の複雑さを物語っているような気がしてならなかった。

			　自分が皇子であることを見破られているとは露も知らず、青年は少しの間注視してしまったイリアに不快感を示す。

			「……なんだ。俺に何か用か」

			「いえ。失礼いたしました」

			　イリアの謝罪に重ねて頭を下げたクラリスは、登録証と依頼表をガラス盤(ばん)に翳(かざ)して受注の登録認証を開始する。

			　何を苛(いら)々(いら)してるのかはイリアにも分からないが、認証の手持ち無沙汰な時間にも、青年はそわそわと右手の腕輪に触れていた。

			　仮に急げと言われても、こればかりはどうすることもできない。淡々と作業を進めるクラリスの手元で、淡い光が変化を始める。

			　結果は赤。ガラス盤(ばん)は受注不可を示していた。

			　翳(かざ)した依頼表のうち、光が点滅しているのは受注ランクの項目。

			　受注ランクがＢの討(とう)伐(ばつ)依頼を、ギルドランクＤの人間が受注登録を申(しん)請(せい)しても認証されないのは当然だった。

			　クラリスはマニュアル通りに依頼表と登録証をカウンターに並べ、青年に説明を始める。

			「申し訳ありませんが、受注登録の申(しん)請(せい)は却下されました」

			「……」

			「受注登録におけるランク制限の規則はご存知ですか？」

			「……」

			　憮然とした態度のまま、青年は肯定も否定もせず、登録証と依頼表を持ってカウンターから離れた。

			　却下されたことに驚いていなかった様子から察するに、ランクの制限は知っていたのだろう。

			（なのに登録に持ってきたのは、誤(ご)魔(ま)化(か)せると思ったから……？）

			　特にクレームをつけることもなく依頼表を掲示板に戻した青年は、新しい依頼を選ぶことなくそのまま支部から去って行った。

			「……なにかしら。今の彼」

			　クラリスの独白に返ってくる答えはなく、しかし支部はすぐにいつも通りの光景を取り戻す。

			　その後、イリアが街の中を隈なく調べた際にも青年の姿はなく、リュネヴィルに入り込んだ工作員という可能性は限りなく低いと判断せざるを得なかった。

			　

			　二日後。

			　予定通り支部を訪れたセルジに、イリアは一枚の依頼表を差し出した。

			「なんの依頼表だ……？」

			「錬金術師の方からの依頼です。セルジさんが求める素材を依頼表に記した数、用意していただければ、生成を無料で行い、過(か)剰(じよう)分に関して報(ほう)酬(しゆう)を支払うそうです」

			「本当か！」

			　思わぬ知らせにセルジは今にも小躍りを始めそうなほどに喜び、しかし次の瞬間ぴたりとその表情を凍らせた。

			　ミルデューラ洞窟に自生している光虫草は、少数であれば中間地点の周辺で採取可能だが、数を稼ごうとした場合にはどうしても奥まで進まなければならなくなる。

			　そして、洞窟の奥にはニドヘッグルという竜型の魔物が住みついており、奥に進むにつれてその遭(そう)遇(ぐう)率が高くなってしまう。

			　これまでのようにセルジが単独で向かうには、かなりの危険が伴うことを意味していた。

			「……ああくそっ！　ニドヘッグルの討(とう)伐(ばつ)依頼もあったよな!?　前に誰かが登録できなかったやつ！」

			　どうせなら大勢で倒しに行ってしまった方が都合がいい。そう考えたのか、セルジは掲示板を睨(にら)みつけた。

			　しかし、そこにニドヘッグルの文字はない。

			　怪(け)訝(げん)とするセルジの肩にぽんと手を乗せ、依頼表をひらひらと見せたのは、氷竜討(とう)伐(ばつ)参加後には内外に広く名が知れ渡ることとなった〈朱の双刀〉のグレースだった。

			「悪いね。私たちが先に登録しちゃった」

			　彼女の手にある依頼表には、しっかりとニドヘッグルの文字と彼女たち〈朱の双刀〉メンバーの名前が記されている。

			　グレースはセルジが手柄を横取りされたと怒るところをからかおうとしていた。が、むしろセルジは諸手を上げる勢いで歓喜する。

			「助かるぜ！　俺も一緒に行っていいか!?」

			　呆気にとられたグレースだが、立ち直ると苦笑しながら首を横に振った。

			「やめときな。うちの連中は面倒くさいから。それに、もしあんたを戦闘に巻き込んだら、もっと面倒なことになるしね」

			「だ……よなぁ」

			　受注登録を済ませていないセルジが戦闘に巻き込まれた場合、規約違反の恐れがあるとして拘(こう)束(そく)・聴取されることはまず間違いない。

			　それを避けるには受注登録してしまうのが最も単純な方法だが、その場合には報(ほう)酬(しゆう)やギルド貢献制度で揉めることは想像に難くない。

			　目的が達成できたとしても、一端のギルド員として、それはセルジの望むところではない。

			「わーった。頑張れよ」

			「ありがと。あんたもね」

			　離れていくグレースから目を離し、セルジは改めてイリアに向き直った。

			「つーわけで、俺一人で行くわ」

			「畏(かしこ)まりました」

			　ニドヘッグルが討(とう)伐(ばつ)された後であれば、単独での進入も問題はないだろう。

			　登録証を受け取り、受注登録を開始する。

			　錬金術師として報(ほう)酬(しゆう)を出すように依頼を出したのは、前時代的な炉を作るための資金援助という側面もある。だが、それを抜きにしても、洞窟の奥に向かって欲しいというのがイリアの本音だった。

			　先程セルジが言っていた「登録できなかった」という人物は皇国の皇子であることを隠していた青年だ。彼がなぜあえてニドヘッグルの討(とう)伐(ばつ)を選んだのかが、イリアには分からない。

			　ただの気(き)紛(まぐ)れや興味本位であれば問題はないが、何かをやらかしそうな、漠然とした不安を感じていた。

			　とはいえ、結果的に〈朱の双刀〉が向かうことになり、セルジが何が何でも独力で行くと言い出さずに済んだことは僥(ぎよう)倖(こう)だった。

			（目的の途中で命を落としちゃいましたーなんてのは、さすがにね）

			　やがてガラス盤(ばん)の光が青に変わり、受注登録の完了を知らせた。

			　登録証と依頼表をセルジに返却し、素材の運搬についての注意点を説明する。

			「――以上の点をご留意ください」

			「分かった」

			「無事と成功を、心より願っております」

			　出発のために支部を出るセルジを見送った後も、イリアは受付業務を続けた。

			　いつも大人しいハクが妙に鳴いたり、復帰したカティがデートに誘われて変な騒動になったりはしたものの、何のことはない、いつも通りの日々が続いた。

			　皇族の青年がリュネヴィルにいないことは確認済みとはいえ、ロンドヴィルのどこからも事件や異変の連絡はない。イリアは、自身が元副支部長の言葉に囚われすぎていただけであり、結局青年の件は「悩み多き皇子様の気晴らしみたいなものだったのかも」と思うようになっていた。

			　そんなふうにイリアが暢気に考えたせいか、報せがあったのはそのすぐ後。

			　セルジを見送ってから、五日後のことだった。

			　

			　セルジを見送ったのとグレースら〈朱の双刀〉がリュネヴィルを発ったのは同じ日。

			　だが、セルジは光虫草以外を蒐集するために各地を回っているため、〈朱の双刀〉が先にリュネヴィルへと帰還した。

			　支部に戻ってきたグレースは見た目にもステータスにも損傷はなく、無事に依頼を終えてきたのだとイリアは判断した。しかし五体満足なその身体に反し、彼女は般若のような表情を浮かべ、ホールにいる者を恐怖で凍らせていた。

			「グレースさん、何かあったんですか？」

			　真っ直ぐイリアの下に向かってきたグレースに訊ねると、彼女はカウンター越しにも拘(かかわ)らずイリアに抱き着いた。

			　いやいやいや。

			　衆人環視のなかでの行動に驚きつつも、イリアは冷静に対処する。

			「……なにしてるんですか」

			「補充」

			　そう言ったかと思えば、グレースはイリアに顔を埋めながら思い切り息を吸い込んだ。

			　それで満足したのだろう。離れた彼女はいつも通りの表情に戻っていた。

			　彼女はとある特異体質をしており、それを抑えるために、似たような行動をとることがある。

			　しかし、その際には暴走状態に陥(おちい)るため、ステータスを見ることができるイリアの目を誤(ご)魔(ま)化(か)すことはできない。

			（別に禁断症状が出てるわけじゃなさそうだし……）

			　もう何が何やら。

			　怪(け)訝(げん)とするイリアに、グレースは照れ交じりの苦笑を浮かべる。

			「ごめんごめん。もう苛(いら)々(いら)しちゃってさ。じゃあ報告するよ」

			「はい。宜しくお願いします」

			「ニドヘッグルは討(とう)伐(ばつ)されたけど、やったのは私たちじゃない。勝手に討(とう)伐(ばつ)したやつがいた」

			　彼女の言葉が聞こえた者たちのざわつきが広がった直後、支部が静まり返る。

			　獲物を横取りされ、腹を立てていたらしい。

			　状況を把握したイリアはリアに目配せして、フランクを呼んできてもらうよう頼む。

			　一方、言いながら思い出してきたのだろう。グレースの表情が、徐々に険(けわ)しさを増していった。

			「ちょうど剣を引き抜いてるやつがいて、捕まえようとしたけど逃げられた」

			「……何か、特徴はありませんでしたか？」

			「それを聞きに来たんだ。出口の辺りにいたセルジは、あの時受注できなかったやつだったって言ってた。心当たりはない？」

			　イリアは頭を抱えたくなった。

			　普人主義関連のことばかり考えていたこと、なにより皇子という立場上、目立つ行動を避けていると読んでいたため、このような形で問題を起こすのは完全に想定外だった。

			（何？　この世界の皇子とか王子って馬鹿しかいないの？）

			　苛(いら)立(だ)ちを抑え、これ以上場を混乱させないよう冷静を心掛ける。

			「……登録の申(しん)請(せい)をしましたから、記録は残っていると思います」

			　偽名だろうけど。

			　そう考えながらガラス盤(ばん)に魔力を通し、過去の情報に遡(さかのぼ)っていく。

			　リアに呼ばれ下りてきたフランクがイリアのすぐ横まで近寄るが、検索中だということに気付いてグレースに向き直る。

			「グレース、申し訳ないがもう一度話を聞かせてくれ」

			「うん」

			　検索が終わる頃には説明が終了しており、フランクは難しい表情でイリアを見た。

			　それに頷(うなず)きで応え、検索結果を読み上げる。

			「先日受注登録の認証に不可が下りたのは、バラムパックス連合本部発行の登録証……名前は、トルスティ。所属は傭(よう)兵(へい)ギルド、バラムパックス本部です」

			　長い歴史と多くの分家を持つライハンド皇国の皇族は、全員、名前・ミドルネーム・姓を持っているため、名前だけということは有り得ない。とはいえ、名前も偽名である可能性の高さを考えれば、深く考える意味はない。

			　バラムパックスは皇国に隣する普人の多い王国であり、王家は皇国の分家が支配している。

			　でも試験は基本的に身分証明が必要ないから、それも関係ないか。

			（……裏から手を回してもらった、とか？）

			　そう考えては見たものの、試験は基本的に身分証を必要としないことを思い出し、関係ないか、と振り払う。

			「……分かった。イリア、至急の伝達依頼を出してくれ」

			「分かりました。ロンドヴィル本部だけでよろしいですか？」

			「ああ。グレース、悪いがまた話を聞くかもしれない。その時はよろしく頼む」

			「野放しにはできないしね。仕方ないか」

			　グレースの思いきり面倒くさそうな表情に、フランクとイリアは苦笑するしかなかった。

			　その後、受付業務を終えたイリアは執務室に向かった。

			　ノックをして中に入ると、ちょうどフランクが今回の件についての報告書をまとめているところだった。

			「どうした？」

			「容疑者のトルスティさんについて、お耳に入れておきたいことがあります」

			「……聞かせてくれ」

			　似たような状況だった竜神の児(ハク)のことが脳裏を過り、フランクはペンを止めて話を聞く態勢に入る。

			　卵だったハクが巻き込まれた時とは異なり、今回の件は皇子の意思で動いた結果であり、イリア個人としてはあまり関わるつもりがなかった。

			　しかし、皇子の被る損害を無視しても、ギルドと国の関係が悪化する可能性が高いことを鑑(かんが)みて、連合支部の職員としての義理は果たしておこうと思ったのだ。

			「彼は、ライハンド皇国の皇子です」

			「……間違いないのか」

			「はい。遠目ですが、見た記憶があります」

			　言った根(こん)拠(きよ)こそ嘘ではあるが、事実は変わらず、何よりチートをバラさず信じてもらうためには止むを得ない。

			（……って、前なら完結できたのに）

			　一度は知らないふりをしようとしていたせいか、罪悪感が彼女を苛む。

			「イリア？」

			「あ、いえ」

			　イリアが我に返ると、フランクが怪(け)訝(げん)というより、心配そうな表情で見ていることに気付く。

			　頭を切り替え、改めてフランクと向き合う。

			「それだけお伝えしておこうと思ったので。依頼の作成に取り掛かります」

			「頼む。ただし、無理はするなよ？」

			「はい。大丈夫です」

			　笑顔を見せて健全アピール。

			　ただでさえストレスが溜まっていそうな、心配性なフランクの前で考え事はやめておこう。

			　そんなことを考えながら事務室に向かったイリアは、その日のうちに依頼の作成と受注登録を済ませ、今回の件の概要と容疑者についての報告書を本部に送った。

			　

			　数日後。

			　トルスティという普人は、更に別件で未登録討(とう)伐(ばつ)を行っていた事実が確認され、傭(よう)兵(へい)ギルド総本山は正式に彼を粛清対象とする旨(むね)を世界中に通達した。

			　青年が皇国の皇子であることは、通達の内容に含まれていなかった。

			　連合、または傭(よう)兵(へい)ギルド本部の情報操作というのがイリアの結論だ。

			　皇族だから粛清対象にしないと言えばギルドの権威はガタ落ち。粛清対象にあえて皇族であることを追記すれば、言外に考慮しろという命令なのだと深読みされ、ギルド員から不信感と反感を買うことになりかねない。

			　皇国に抗議しても認められなければ徒労に終わり、粛清しますと宣言すれば喧(けん)嘩(か)を売ってるとしか思われない。

			　大抵の行動が日和ったと思われかねず、強硬策に出ただろうことが容(よう)易(い)に想像できた。

			　受付カウンターに立つ傍(かたわ)らでそんなことを考えながら、イリアは足元に置かれた剣に目を遣る。

			　その剣を【神の目】で見た際には《聖剣》と記されているが、本来そこには《剣：○○》というように《品目：名前》と表示される。

			　名前がないのは、類似品も含め、今まで誰も造ったことがない剣であることの証。

			　ほとんど唯一と言っていい前時代の製錬炉を知るドワーフ、デモステネスから送られた光素鋼と、銀を含んだ特殊合金エルハス。

			　その二つを用い、ドワーフの鍛冶職人マトセオスによって捲(まく)り鍛えという造込みの製法で生み出された片刃の剣は、今までに造られた聖剣とは素材も造り方も異なっていた。

			【神の目】だけで確かめるのではなく、実際に試すために預かっていたが、しっかり聖剣としての効果を発揮してたため、トリスタンの魔剣を相手にできるだろうと判断した。

			　だがその一方で、これを渡すべき相手はまだ命がけの追いかけっこ中。

			「こんにちはー！」

			　給食を取りに来たソフィアの、いつも以上に元気な声がホールに響いた。

			　今では彼女も完全に馴染んでおり、ホールにいる者とほんわかとした挨(あい)拶(さつ)を交わしながら厨房に向かっていた。

			「お姉さま、こんにちは！」

			「こんにちは。気を付けてね」

			「はい！」

			　最初の頃にあった意気込みからくる力みもなくなり、より自然体に振る舞えるようになったソフィアは、名実ともに〝教会のお姉さん〟として街の住人に愛されていた。

			　使徒も不気味なほどベルナルトとして振る舞っているため、ソフィアも彼の変化には気付いていない。

			「そうだ！　昨日フェイちゃんから手紙が来たんです！」

			「フェイちゃんから？」

			「はい！　元気でやってるって書いてありました！」

			　フェイとは教会の学校に通っていた獣人の名で、その聡明さを見込んだ貴族の屋敷に秘書見習いとして雇われた少女だった。

			　彼女の働きぶりは貴族の間で有名になり、学校の教育水準の高さがロンドヴィル中に知れ渡る切っ掛けとなった。

			　このまま評判が確固たるものとなれば、学校の卒業生に就職先を斡旋できるようになることも可能だろう。

			　そう冷静に考えながらも、なによりフェイが元気でいることの方が、イリアにとって嬉しい知らせだった。

			「そっか。良かった」

			「はい！」

			　いつも以上に機嫌がいいのは、その手紙のおかげらしい。そうイリアは苦笑するが、一緒になって喜んでいる彼女に言えたことではなかった。

			　支部のドアが勢いよく開かれたのは、ソフィアが厨房に入った時のことだった。

			「イリアちゃん、来てくれ！　そ、それとソフィアちゃんは見なかったか!?」

			「ソフィアならここにいます。何があったんですか？」

			「な、なんですか？」

			　慌てて厨房から出てきたソフィアを見つけ、支部に足を踏み入れた男性は教会のある方を指差した。

			「重傷の患者だ！　教会に運んだ！」

			「わ、分かりました！」

			　ソフィアの回復魔術であれば、よほどの重傷でもなければ回復することができる。

			　だが、教会に患者を運んでみれば、肝心のソフィアが不在だったため、イリアの下に来たのだろう。

			　そう推察したイリアは、自分は必要なさそうだと安(あん)堵(ど)した。

			　しかし、男性はソフィアからイリアに向き直る。

			「イリアちゃんも頼む！　ソフィアちゃんだけじゃ追いつかないかもしれん！」

			「あ、はい」

			　複数。それも相当の数ということか。

			　都合のいいように予想していた自分に気付き、溜(ため)息(いき)を吐きたくなる衝動は胸中で留めておく。

			「エリーゼ、バルドさんに休憩上がり早まったって言っておいてくれる？」

			「うん。分かった。いってらっしゃい」

			「いってきます」

			　支部を出て、先に走っていった二人を追いかけた。

			　追いつくのは簡単だが、余計な混乱を起こさぬようゆっくり走る。だが、遅れたことで犠牲者が増えるのを了承できる性格でもない。イリアは【千里眼】を発動し、距離を抑えて透過率を高め、患者の様子を視ておくことにした。

			　患者の数は、予想よりも少なく九名。

			　重傷と重体の者が五名で、急を要しない軽傷の患者が四名だった。

			（確かに人数は多い方だけど、ソフィアの実力なら大丈夫そう）

			　まるで、そう楽観視したイリアに対する罰(ばつ)のようだった。

			　重体の一人は件(くだん)の粛清対象となった普人、トルスティ。

			　教会に運ばれたのは、粛清の際に起きた戦闘での負傷者だった。

			　再びリュネヴィルに厄介事が舞い込んだことはともかくとしても、彼がいるのであればソフィア一人に任せるわけにはいかない。

			　青年の体質を鑑(かんが)みたイリアは考えを改め、先を走る二人の背中を追った。

			　

			　教会に着くや否や、ソフィアはいつものにこやかな雰囲気から一転。凛(りん)とした表情で患者に向き合う。

			　これまで多くの患者を診てきたソフィアは、トルスティの傷が最もまずいことを察し、彼から治(ち)療(りよう)を始めた。

			　あまりの迅(じん)速(そく)さに声をかけることすらできず、イリアは他の重傷者の治(ち)療(りよう)に取り掛かることにした。

			「俺らはそこまで酷(ひど)くないから、闘技場の医務室に行くよ」

			「ごめんなさい、……助かります」

			　気を利かせて医務室を出ていくギルド員たちに目もくれず、ソフィアはトルスティに回復魔術をかけ続けていた。

			　だが、その回復速度はあまりにも遅い。

			　とはいえ、彼女自身に非はない。しかし、その原因に気付かず、気付く切っ掛けすら持たないソフィアは、焦りの色を濃くしていく。

			「ソフィア、大丈夫。落ち着いて」

			「は、はい……！」

			　ソフィアを含め、誰の目も向けられていないのを確認し、イリアは結界を解いて回復魔術・ヒールを詠(えい)唱(しよう)する。

			　他の重傷者が完治しても、トルスティは完治にほど遠い。

			　ソフィアの懸命な施(せ)術(じゆつ)により、生命活動に支障がない程度にまで回復したものの、動ける状態には至らない。

			　やがてソフィアの魔力が底を尽き、彼女はその場に座り込んでしまった。

			「お姉……さま、申し訳ありません……後は……」

			「その必要はないよ」

			　イリアの代わりに答えたのは、つい先程入室した鳥人の男性だった。

			　イリアはその顔に見覚えがあり、ロンドヴィル本部の副本部長だと気付いて放置していたが、回復の状況に口を出してくるとは予想していなかった。

			「粛清が完了したと聞いて飛んできたが、間に合ったようで何よりだ」

			　独白のように言いながら、副本部長は溜(ため)息(いき)交じりでトルスティを見下ろす。

			　王都の連合本部から本当に飛んできたとすれば早すぎる。トルスティを見つけた段階で駆けつけ、粛清完了まで周辺の街で待機していたというのが妥当な線か。

			　冷静に状況を推察するイリアとは対照的に、ソフィアは男の言葉を聞き流すことができなかった。

			「ひ、必要ないって、どういうことですか……？」

			「完治させてしまえば逃げ出す可能性があるからね。取り敢えず死ななければ十分だ」

			「そ、そんなっ……！」

			　ソフィアは抗議しようとするものの、疲労困憊で足がもつれて転びそうになる。

			　彼女を支え、イリアはトルスティに枷(かせ)を嵌めようとしている副本部長に目を向けた。

			「これ以上の回復を望まれないのでしたら、せめて拘(こう)束(そく)するのはやめてください」

			「そうは言うがね。彼と戦ったギルド員を君も見ただろう？　何かあってからでは遅いんだよ」

			　その口ぶりから、トルスティが皇族であることを認識しているのだと直感した。

			　逃亡を許して皇国に戻られた場合、事態は確実に悪化する。そうなる前に、ここで拘(こう)束(そく)してしまう心積もりなのだろう。

			　口封じのために殺さないのは、登録したバラムパックスを通じて皇国に皇族殺害が発覚することを避けたかったから。

			　いっそ淡(たん)泊(ぱく)なほど冷静に自らを見返すイリアに、男は嘲(ちよう)笑(しよう)じみた表情を浮かべる。

			「それとも、君が責任を持って彼を拘(こう)束(そく)してくれるのかな？」

			「はい」

			　そう言えば簡単に折れると思っていたのだろう。

			　それでいっか、と事もなげにイリアが首(しゆ)肯(こう)すると、副本部長は呆気にとられたように目を瞬かせた。

			「……本気か？　見たところ、支部の職員のようだが」

			「審査員の資格は持っています」

			　審査員は、戦闘能力と洞察力を認められなければ、その資格を得ることができない。

			　それで納得したのかどうかはイリアには判別できないが、男は鷹(おう)揚(よう)に一度頷(うなず)いて見せ、それから下(げ)卑(び)た笑みを浮かべた。

			「……分かった。後日本部長がいらっしゃる。それまでに彼を逃がしてしまった場合、君に責任を取ってもらおう」

			「分かりました」

			　蛇(へび)のような笑顔に若干寒気を感じはしたものの、言葉を撤回するつもりはなかった。

			　逃がしたらまた捕まえればいい。それだけの話だ。

			　交渉は成立し、副本部長はトルスティの荷物から登録証を回収すると、そのまま医務室を退室した。

			　呼吸を整え、わずかに疲労を回復させたソフィアがイリアを懇願するような視線を向ける。

			「本当に、このままにしておくんですか……？」

			　捨てられた子犬を見捨てるような罪悪感がイリアを襲う。

			　完治させる手立てはあるが、様々な理由でソフィアを同席させることはできない。最悪の場合、教会が壊れてしまうことも考えられた。

			　それらを上手く誤(ご)魔(ま)化(か)しながら説明する言葉が見つからないイリアに代わり、ソフィアの問いに答えたのは、男と入れ替わるように入室した使徒だった。

			「イリアさんにはお考えがあるのですよ、ソフィア」

			「司祭様……」

			　使徒はソフィアに笑顔を返し、次いでイリアに顔を向ける。

			　その見抜こうとするような視線に居心地の悪さを感じて、イリアは仕方ないと判じて首(しゆ)肯(こう)する。

			「はい。つきましては、彼の容体が安定次第、彼を支部に移していただきたいのですが」

			「確かに承(うけたまわ)りました」

			　ソフィアはまだ少し不満そうな表情をしていたものの、容体が悪化した際に駆けつけることを許可したことで、最後には了承させることができた。

			　これで、粛清が終わったことを傭(よう)兵(へい)ギルドが発表すれば一件落着。

			　……などと、都合よく進むわけもなく。

			　それから一か月もしないうちに、神聖ライハンド皇国はとある声明を出した。

			　それは傭(よう)兵(へい)ギルド、並びに同組織を擁(よう)護(ご)するあらゆる組織に対しての、武力行使による報復。

			　即ち、皇国からの宣戦布告に他ならなかった。

		

	
		
			第３章　皇国

		

	
		
			　時は少し遡(さかのぼ)り、リュネヴィルから遠く離れた神聖ライハンド皇国。

			　ライハンド皇国第三皇子ベルント・ヴェル・ライアが玉座の前に跪き、皇帝ホレスに口上を述べる。

			　直系の血族とはいえ、唐(とう)突(とつ)な謁見で異様な空気に包まれていた玉座の間に、

			「トリスが殺害されました」

			　激震が走った。

			　ざわつきが喧(けん)噪(そう)となるまでに時間はかからなかった。

			　そんな中、目を見開き茫(ぼう)然(ぜん)としていた皇帝が、力を失ったように倒れる身体を、ひじ掛けに捕まり持ち堪(こた)えるように支える。

			「間違い、ないのか」

			「……はい」

			　沈痛な面持ち、言葉で肯定するベルントに、皇帝は手で顔を覆(おお)った。

			「……遺体は。状況は！　どうなっている！　なぜトリスが!!」

			　徐々に険(けん)を増す皇帝の声と雰囲気に呑まれ、ビクつく皇族、諸侯たちの中で、しかし一人態度を変えずに振る舞う者がいた。

			「あれー？　どうしたのみんなー、かおこわいよー？」

			　けらけらと笑うその姿に、周囲の誰もが眉(まゆ)を顰(ひそ)めた。

			　その容姿は美しく、皇国一の美女と讃えられた第一王妃の血を濃く受け継いでいるのがよく分かる。

			　しかし、その姿はベルントと同年代のようでありながら、その状況を顧みぬ振る舞いは年端もいかぬ子供のようだった。

			「……歴史に類を見ぬ天才と称されたお方も、ああなってしまってはただの阿呆か……」

			　かつての天(てん)稟(ぴん)の欠片もない振る舞いをする第一皇子、アルフォンス。

			　誰の耳にも届かない声量で呟(つぶや)かれた言葉には、嘲(あざけ)りよりも失望が色濃く窺(うかが)えた。

			　痛ましいような視線を送るだけで、何も処さない皇帝を一(いち)瞥(べつ)し、ベルントは誰にも気付かれない程度の小さな息を吐いて、向き直る。

			「……誰か、兄上を私室にお連れしろ」

			　そう告げて皇帝に向き直る直前、流し目で兄と呼んだ男を見たベルントの口元は、ほんのわずかに弧を描いていた。

			　だが、それも皇帝と向き合う頃には露と消え、やってきた女に幼(おさな)子(ご)のように抱きつき、頬ずりする姿はすでに意識の外。

			「報告によれば、傭(よう)兵(へい)ギルドがトリスを粛清対象とし、それに呼応したギルド員により過(か)剰(じよう)な暴行が加えられたそうです……」

			　動揺が広がる玉座の間に、彼はさらに言葉を続けた。

			「トリスの遺体は、ギルドが持ち去り――」

			「傭(よう)兵(へい)ギルド、連合ギルドに伝えよ。トリスの即時返還を求める」

			　言葉を遮(さえぎ)って告げられた声に、顔を上げたベルントは思わず息をのんだ。

			　そしてそれは、周囲の人間たちも同様。

			　むしろ、皇帝を穏健派と捉(とら)えていた彼らは異常な圧力を感じていた。

			　これが日和見主義と呼ばれた当代の皇帝とは、到底結びつけることができなかった。

			「下手人は我らの手で罰(ばつ)する。身柄を要求せよ」

			「しかし、素直に従うかどうか……」

			「勅命である」

			　これまでの皇帝の姿勢を是としてきた穏健派の諸侯の声を、皇帝は一刀の下に伏(ふ)せる。

			　皇帝は立ち上がり、臣下を睥(へい)睨(げい)する。

			　その目は暗く、しかし煮え滾るような憎悪の炎が揺れていた。

			「従わぬ場合は、実力を以って従わせるまで。汝らが我が血族に忠誠を誓う真の臣であるならば、己(おの)が役目を果たし、刃を磨げ！」

			　諸侯、配下、騎士が一斉に平(ひれ)伏(ふ)し、その意に従うことを表明する。

			　それを一(いち)瞥(べつ)した皇帝は、表情を変えずに大窓の外へと視線を移す。

			「拒むと言うのであれば、我が痛み、その身を以って知るがいい……!!」

			　この後(のち)、皇帝の要求はギルド連合、傭(よう)兵(へい)ギルドへ送られ、ギルド連合はこれを事実に反するとして拒否。

			　皇国は報復としてギルド連合、並びにそれを擁(よう)護(ご)する組織への進攻を宣言した。

			　

			　神聖ライハンド皇国。

			『まだ多くの神々が存在し、互いに覇を競っていた頃。火山の噴火や嵐といった天災と数多くの魔物が蔓延(はびこ)っていた魔の大地に、二柱の神が降り立った。

			　漆(しつ)黒(こく)の剣を持つ男神・ライルがその力を揮(ふる)うと天災は遍く静まり返り、白銀の剣を持つ女神・ハルディアがその力を揮(ふる)うと魔物は彫像のように動きを止めた。

			　そうして大陸を平定した二柱の神は、やがて一人の神子をもうけ、それぞれの剣を託した。

			　その神子こそ神聖ライハンド皇国の祖、後のアルトゥール・ライアである』

			　これが皇国に伝わる神話の要約だ。

			　しかし、これには多分に嘘が含まれている。

			　真相は、他の神々と戦うのを面倒くさいと逃げた二柱の神が、それぞれの力を使って争いごとからうまいこと逃げ回り、ずっといちゃいちゃしていただけにすぎない。

			　その上、獣神に女神を寝取られた男神が怒り狂って獣神と女神の二柱を殺し、狂ったまま暴走した男神は普人の人妻を身(み)籠(ごも)らせ、その夫に殺されるというのが結末だ。

			（神話なんて、ドロドロでしょうもない話だったりするんですよねー）

			　むしろ狂乱に走る男神を弑(しい)した夫こそ、普人の身で神を殺した英雄と讃えられるべきだろう。イリアはそう思う。

			　とはいえ、その気の毒な人妻の子供が皇国の祖にあたり、神の子という呼称は真実だ。

			　そしてこの男神の因(いん)子(し)を受け継いでいるため、代々の皇帝は神因子を有している。

			　神子に託されたという剣は、それぞれ男神と女神の因(いん)子(し)が元になった神具を指し、属性因(いん)子(し)の働きを阻(そ)害(がい)して魔術等を強制的に鎮める効果を持つ〝音食み〟と呼ばれる漆(しつ)黒(こく)の神剣・ライル。そして、以前イリアが使ったライドフォールの逆の効果となる、周囲の時間を遅らせる〝時絶ち〟と呼ばれる白銀の神剣・ハルディアだ。

			　この二振りの神剣を扱える皇帝という存在が、国民にとっての心の支えであり、同時に普人主義のような傲(ごう)慢(まん)な態度を取らせている要因となってしまっていた。

			　

			　トルスティを支部に移送する前日。

			　受付業務をこなしていると、イリアは窓の外にカロンの走る姿を見つけた。

			　そのまま支部に駆け込んできたカロンは真っ直ぐカウンターに歩みを進ませ、普段通りの笑顔を浮かべた。

			「イリアちゃん、フランクはいる？」

			「はい。執務室に」

			「ありがとう」

			　普段は飄々としているカロンが、いつもの笑顔の裏に焦りを隠していた。

			　その異様さを感じ取った職員たちは、階段を上っていくカロンの背中を無言のまま見送っていた。

			　そして、カロンが駆け込んできた数分後。

			　執務室から下りてきたカロンは、イリアにフランクが私室に呼んでいることを伝えた。

			　執務室や応接間ではなく私室という点に違和感を覚えたイリアではあったが、警戒する必要はないだろうと判断し、給仕に就いていたエリーゼに接客を任せて私室に向かうことにした。

			「失礼します」

			「イリア、急で済まないが、これからエクトルさんの所に向かう。一緒に来てくれ」

			「……畏(かしこ)まりました」

			　その慌て具合から急いでいるのを察し、詳しい話を聞くことを後回しにする。

			　上着をとるなどして準備を手伝っていると、少し落ち着きを取り戻したフランクが掻い摘んで説明した。

			「ライハンドが、周辺国家に宣戦布告した」

			「宣戦布告、ですか？」

			　まだ焦りが強いのか、ネクタイが曲がっているのを直しながら訊ねると、イリアが手を離したところでフランクは首(しゆ)肯(こう)した。

			「最初は傭(よう)兵(へい)ギルドのギルドマスターと粛清を行ったギルド員の身柄を要求してきたらしいが、ギルドは当然拒否するからな……。皇帝のご子息がギルド員の獣人に弑(しい)されたと公にすることで、国民の気運を誘導したらしい」

			「はぁ……」

			　彼女の脳裏を過ったのは、闘技場に魔物が解き放たれた時のこと。

			　以前【探知】で世界中の様々な情報を認知してしまった際にも、皇国は他国に侵攻する手段を模索していた。今回の件は渡りに船……もしトルスティの行動の目的が普人主義に関わっていたと仮定すると、水を乞(こ)いて酒を得た結果なのかもしれない。

			　そうイリアは推測する。

			『神の遺物である神具を使えるのが普人だけなのは、普人が最も神に近く、優秀な存在という証拠だ。故に普人こそが世界を統べるべき存在である』

			　これが普人至上主義者の主張。

			　他人を害してまで主張を通そうという者たちであれば、そんなものなのかもしれないとさえ思えた。

			　とはいえ、何かしら動きはあるだろうと考えていたが、皇子自身が自業自得の形で痛い目を見ることが原因となり、戦争が引き起こされるのは予想外だった。

			（……周りの迷惑を考えないで突っ走るのは国民性なんでしょうか）

			　神話の真実も踏まえ、そう考えずにはいられなかった。

			「以前クロードが捕まえた普人主義の業者がいたろ？　主義者が一斉に蜂起しないとも限らないからな」

			「そうですね……」

			　何かするつもりであれば、連絡を取り合っていることが考えられる。

			　それを【探知】で調べるという手段もあるが、確実に虫を排除できる自信がなかった。

			　躊躇(ためら)って視線を泳がせた際に、イリアは私室の扉が開いていることにようやく気付く。

			　そしてその扉の隙間から、彼女たちを窺(うかが)うように覗いてる青い瞳(ひとみ)と目が合った。

			　イリアの視線に気付いたフランクも扉に視線を向け、二人分の視線を受けた瞳(ひとみ)は扉に隠れてしまう。

			「「　……　」」

			　イリアはフランクと無言のやりとりを交わす。

			　彼が一歩離れたのを機に、イリアは扉に向かった。

			　扉を開けると、そこには身体をビクつかせ、そのまま固まってしまった子供が一人。

			　細く、輝くような金色の長髪に、蒼穹を思わせる透き通るような青い瞳(ひとみ)。肌は雪のように白く、一つ一つのパーツが整っているあまり、その容姿は人形のようでもあった。しかし、ふるふると揺れる長いまつ毛や、ほんのりと紅潮した頬がその印象を払(ふつ)拭(しよく)する。

			　見た目の年齢は１～２歳ほどで、そんな幼(おさな)子(ご)が全裸のまま一人でいること自体が異常だ。しかし、イリアが驚きを隠せずにいた原因はそこではない。

			「……ハク」

			「！」

			　名前を呼ばれた瞬間、それまでの怖がるような表情から一転。

			　ぱぁ、と満開の笑顔を咲かせ、幼(おさな)子(ご)はイリアに抱き着いて来た。

			　彼女の服をしっかりと握って離さないのは不安だったことの反動。ハクは、自らが転(てん)化(げ)してしまったことに驚き、困惑していた。

			　イリアに気付いてもらえるかどうか分からない上に、今の姿を受け入れてもらえるかも分からないという恐怖。

			　まだあまりに幼い心が不安を抱くのは当然だった。

			「ちゃんと転(てん)化(げ)できたね。おめでとう、ハク」

			「てんげ……？」

			「竜神の児が、竜の姿から人の姿に変わること。変なことじゃないんだよ」

			　竜が人の形をとることを、同じ字を用いる転(てん)化(か)とは一線を画す変化として、転(てん)化(げ)と呼ぶ。

			　イリアは膝をついて視線を下げ、ハクを真っ直ぐ見つめながら頭を撫(な)でる。

			　まだ柔らかいとはいえ、その喉元には白い鱗(うろこ)があり、耳も上の先が少しだけ尖っている。

			　なにより、【神の目】には竜神の児と表記されたままだったのだから、気付かぬはずがない。

			「へんになったんじゃないの……？」

			「うん」

			「はくのこと……きらいに、ならない……？」

			「ならないよ」

			　泣きそうな顔で聞いてくるハクを抱きしめると、力強く抱き返してくる感触があった。

			「まま……！」

			　ちょっと待って欲しい。

			　イリアの表情が硬直したのは言うまでもない。

			　

			『君から連絡を取ってくれるなんて嬉しいよ』

			「余計なことを話す気はないから。聞いたことに答えてください」

			　イリアは転(てん)化(げ)したハクとの対面後、竜神(ジーン)に連絡を取った。

			　会話をするのも面倒ではあるが、どうしても聞いておかなければならないことがあったからだ。

			「竜神が自分の子供……分身をどうやって作るのか教えて欲しいの」

			『ああ……ハクのことだね。そろそろ角が生えた頃かな？』

			「角どころか、転(てん)化(げ)しました」

			　ピアス越しに、ジーンが息をのむ音が聞こえた。

			　やはり、普通の成長速度より速いらしい。

			　自分の認識に確信を得て、イリアはわずかばかり冷静さを取り戻した。

			『なるほど……。容姿は君にそっくり、というところかな？』

			　その察しの良さを別の所にも発揮して欲しいんですけど。

			　そう思っても口にはしない。

			『私たち竜神が純粋な児を産む時は、まず胎内に核を生み出すんだ。これは知っているね？』

			「はい」

			　胎(たい)児(じ)の核は、主に竜因子によって構成される。

			　その間、親(ジーン)の竜因子は薄れるため、その弱体化したところを悪魔に狙われた。

			『ちょうどその時私が負傷して、君が回復してくれた。いや……あれはもう殆ど蘇(そ)生(せい)と言っていいかもしれないね』

			「……その時ですか」

			　治(ち)療(りよう)の際、欠損を補(おぎな)う因(いん)子(し)が不足した場合、胎(たい)児(じ)の因(いん)子(し)を使用してしまう可能性があった。その影響を考慮したイリアは自らの血を以って竜因子と神因子を補充した。

			　それが、ジーンの胎内に二つ目の核を生じさせる切っ掛けになったのだとジーンは言う。

			（……ということは、あれだけハクのステータスが伸びたのも、私由来の因(いん)子(し)のせい……？）

			　チートを受け継いだ子供。

			　その影響力を考えると頭が痛いイリアは、

			『良かった。ハクは正真正銘、私と君の子供だね』

			　ジーンのセリフを気色悪いと断じ、早々に連絡を切り上げてハクのいる事務室に向かった。

			「あ、ま……イリア！」

			　ドアを開けた途端、イリアを見つけたハクがよたよたと駆け寄ってきた。

			　内外の影響を考えた結果ママはさすがにまずいと判断し、イリアは名前で呼ばせることにした。その際、「私はあなたの母親じゃない」と心ない言葉で傷つけることを恐れ、あれやこれやと四苦八苦したのは言うまでもない。

			　抱き上げたハクの頭を撫(な)で、イリアはデジレたちに頭を下げる。

			「ハクを見ていただいて、ありがとうございました」

			「いえいえ。ハクちゃん良い子にしてたから、することなくて」

			　デジレが頭を撫(な)でると、ハクは照れくさそうに笑顔を浮かべた。

			　因みに、服は街の子供が着るような一般的なものを生成したが、今の段階ではハクが女の子寄りなのか男の子よりなのか判別ができず、取り敢えずと無難なものを選んだ。

			「イリアが小さかった頃ってこんな感じだったの？」

			「え？　うん、まぁエルフは皆こんな感じだけど……」

			　帰り支度を済ませていたリアの質問に、イリアは曖(あい)昧(まい)な答えを返すしかなかった。勿論、見当違いなことを言っている自覚はある。

			　ハクはエルフではないのだから。

			　だが、真面目に答えてしまえば竜神の児であることに気付かれてしまう危険がある。

			　それを踏まえ、誤(ご)魔(ま)化(か)そうとしたイリアだが、

			「でも、ハクって竜だよね？　なんでイリアに似てるんだろ」

			　シンシアは察してくれなかった。

			　仕方ない。

			　そうイリアは意を決する。

			　変に誤(ご)魔(ま)化(か)さず、思いっきり誤(ご)魔(ま)化(か)そう、と。

			「魔力が高い高位の生き物は、転(てん)化(げ)って言って人の姿になれるんだよ」

			「へぇ～！　ハクってそんなにすごい魔力の持ち主なんだ！　すごいね～」

			「えへへ……」

			　よく分かっていないが、シンシアに褒(ほ)められたハクは照れ臭(くさ)そうにはにかんだ。

			　竜神(ジーン)にも、こんな時期があったのかと思うと感(かん)慨(がい)深い。そう思ったのも束の間、身内に対してはいつもデレデレだったことを思い出し、こんなものなのかもしれないとすぐに思い直した。

			　イリアがそんなことを考えていた一方で、気付けば支部の職員たちはハクと彼女を見比べ、

			「イリアも、もうちょっと素直になってみた方がいいんじゃないか？」

			　そんなことをダレンが言った。

			　シャイすぎてエリーゼから逃げてる貴方(あなた)が言いますか。

			　半眼で彼を見据えるイリアをよそに、皆が何を言ってるのか分からない、とハクは不思議そうに首を傾げる。

			「イリア、たまに泣くけど、いつもわらってるよ？」

			「「「　え……!?　」」」

			「ちょ、ハク……」

			　素直であることを笑うと捉(とら)えたハクのフォローに、全員の表情が固まる。

			　咄(とつ)嗟(さ)のことでイリアは上手い否定の言葉を出せず、それがハクの言葉の信(しん)憑(ぴよう)性(せい)を高めてしまったのだろう。

			「イリア、何かあったの!?」

			「フランクさんに何かされた？」

			「相談ならいつでものるよ～」

			「シフト代わろうか？」

			「肩、揉んであげる……」

			　畳(たたみ)み掛けるように心配されることとなった。

			　クロードはフランクをなんだと思っているのだろうか。それに、なぜ肩？

			　所々突っ込みたくなるイリアだったが、皆が本気で言っているのを感じ、嬉しさのあまり顔が緩(ゆる)みそうになるのを堪(こら)えるのが大変だった。

			「大丈夫。大丈夫だから、何かあったらちゃんと言いますから。何もありませんから」

			　皆を説得している間、原因のハクはにこにこ笑っていて、とても楽しそうだった。

			　

			　宣戦布告はどこへやら。

			　ハクのおかげで和(わ)気(き)藹(あい)々(あい)とした一日を過ごした翌日。

			　トルスティの容態が安定したということで、支部への移送が決まった。

			　受け入れのために個室を模様替えして運ばれてくるのをイリアが待っていると、ドアをノックする音が聞こえた。

			　しかし、移送予定時刻よりは早い。

			「はい、どうぞ」

			「失礼します」

			　姿を現したのは、移送の人員ではなく使徒だった。

			「何かありましたか？」

			「いえ、闘技場の医療班の方々が丁重に運んでくださるとのことでしたので、問題はありません」

			　じゃあ何？

			　と口を挿まないことで先を促(うなが)すと、使徒は緩(ゆる)い笑みのまま視線を鋭くした。

			「今回の諍(いさか)い、貴女(あなた)は如何(いかが)なさるおつもりなのでしょうか」

			「特に何も」

			　イリアの即答に、使徒は笑みを消す。

			　とはいえ、そこに含まれている感情は不快感ではなく、呆気にとられてるといった方が正しいだろう。

			　すぐに持ち直した使徒は表情を戻し、再び質問を口にした。

			「なぜ、と聞いても宜しいでしょうか」

			　他者に自分の考えを正確に説明することはとても難しい。

			　だが、あえて今の状況で訊ねたことに意味があるのだろうと考え、イリアは彼の問いに答えることにした。

			「人同士の争いには極力関与しないって決めてるんです」

			　それは、自らに課した〝もう何も殺さない〟の次に大事な自戒。

			　とはいえ、破れば命などの代償を支払う誓約(ギアス)ではなく、行動の基準となるルールだ。

			　社会の法やルールを破って行われる争い……支部での喧(けん)嘩(か)といった刃傷沙汰や、クレーム対応など、支部の仕事として求められる場合に関わることもある。

			　所(しよ)詮(せん)はルールと言ってしまえばそれまでだが、そこには〝一般的な個人として〟関わる事態かどうか、という明確な線引きがある。

			　そして今回の場合には、明らかにその分を越えている。

			「……争いを肯定されるのですか？」

			「肯定とか否定とはちょっと違うんですけど……人と人が争うのって、より良い環境を築くための行為だと思うんです。それを頭ごなしに邪魔するのは誰のためにもならないと思うので」

			「弱者が虐げられることになったとしても……ですか？」

			　そうして質問を重ねる度に、使徒の視線や口調が試すようなものに変わっていくのを感じる。

			　使徒がどのような言葉や反応を期待しているのか、イリアには分からない。しかし「私は私以外になれない」というその結論は変わらないのだから、正直に答える以外の選択肢を選ぶ気はなかった。

			「私が知っている歴史では、永遠に弱者だった人たちはいませんでした。永遠に勝者だった人たちもいません。……どんな形でも、歴史を歪(ゆが)めることを、私はしたくありません」

			「歴史を歪(ゆが)める、ですか」

			　理解できないのか、それともその捉(とら)え方が分からないのか。使徒は確認するようにその言葉を復唱した。

			　イリアは頷(うなず)きを見せて、言葉を続ける。

			「私が介入して戦争を止めることは簡単です。でも、それは無理矢理抑え込んでるだけであって、何の解決にもなりません。私っていう抑止力がなくなったら、それまで抑えつけておいた反動でもっと悪い事態になりかねませんし」

			　チート能力は影響力が強すぎて、本来起こるはずの未来を変えることができてしまう。

			　たとえそこに、本人の意思がなくとも。たとえそれが、本人の意思に反することだとしても。

			　――私は、この世界にとって本来ありえないもの――紛(まが)い物でしかない。

			　脳裏に焼き付いて離れない、事実を突き付けながら嗤(わら)う一人の少女の姿。

			　胸を掻き毟りたくなる衝動は表に出さず、ただひたすらに強く思う。

			　――もう、間違えたくない。

			　と。

			「……だから、私は今回の件にも個人的に関わるつもりはありません」

			　そう締めたイリアの言葉に、使徒は考え事をするように顎(あご)に手を当て、彼女から視線を外した。

			　しばらくそうしていたかと思うと、やがて使徒は普段通りの微(ほほ)笑(え)みを浮かべた。

			「女神様のお考えは理解しました」

			「ご理解いただき、恐縮です」

			　お互いに笑顔を浮かべてるはずなのに、部屋を包む重い空気は一向に変わる気配がない。

			　雰囲気を無視し、イリアは使徒に問い返すいい機会と捉(とら)えることにした。

			「つかぬことをお聞きしますが、皇国の件に邪神は無関係ですか？」

			「はい。調べてみましたが、今回の件に関与している邪神はいませんでした」

			　使徒は表情を変えず肯定した上に、情報を提供した。

			　ならば、と次の質問に移る。

			「では、近年、皇国の討(とう)伐(ばつ)依頼が異様に少ないのは世界樹の影響ですか？」

			「はい」

			　魔物がいなければ自然環境の変化以外で一次産業が滞ることはなく、兵力を温存して国力を高めることができる。

			　結局、使徒の思惑通りということなのだろう。

			「分かりました。ありがとうございます」

			　内心を隠した笑顔で感謝の意を示すと、使徒も額面上だけを受け取って頭を下げる。

			「ご多忙の中、時間を割いていただき恐悦至極に存じます。私は教会に戻ります」

			「とんでもないことでございます。つまらない話を長々と失礼いたしました」

			　そんなうすら寒いやり取りで話を終えたことを確認し、使徒はドアに向かう。

			　ドアノブに手をかけ、開く直前で手を止めた使徒は、

			「私見なのですが」

			　と振り返る。

			「その〝これから起きる歴史〟というものには、そもそも、貴女(あなた)の行動も含まれているのではないでしょうか」

			「……」

			「その前提ならば、貴女(あなた)が起こすという歪(ゆが)みは歪(ゆが)みではなくなる。……『私たち』なら、そう考えます」

			　言いたいことを言った後、使徒はお辞儀して退室した。

			（私見とか言いながら、全然個人じゃないのってどうなんでしょうね）

			　答えを返す相手が不在となり、吐き出すこともできず、延々と使徒の言葉が頭に残る。

			　もし本当に、自分の行動が歴史に含まれているとしたら？

			　楽しく笑い合った出来事も、死にたくなるほど悲しかった出来事も、泣くほど嬉しかった出来事も、怒りで我を忘れた出来事も……そのすべてが、歴史に起こることと決まっていたのだとしたら。

			　彼女の意思に意味はない。

			「……それは、ちょっと嫌だな」

			　自(じ)嘲(ちよう)じみた彼女の呟(つぶや)きは、誰の耳にも残らず霧(む)散(さん)した。

			　

			　

			　トルスティを移送した二日後。

			　ギルド連合ロンドヴィル本部の本部長がリュネヴィルに到着し、同行させた複数の魔術師による回復魔術の同時発動によって、トルスティを強制的に回復させた。

			　事前に聞いていた、回復が遅いという情報の対策として量による力押しだった。しかし、それでも青年の回復速度は明らかに遅く、その場にいた全員が驚きで目を見張った。

			　それでも意識を取り戻すまでには回復し、トルスティが身動ぎしたところで魔術は中断された。

			「目が覚めましたか」

			「ここは……」

			　トルスティは視線を動かし、自分の状況を把握したように目を閉じた。

			（目が覚めたら屈(くつ)強(きよう)な戦士たちに囲まれてる状況とか、誰だって目を逸らしたくなりますよね）

			　あえて呑(のん)気(き)なことを考えるイリアをよそに、事態は進む。

			「……こんなことして、どうなるか分かっているのか」

			「理解していますよ。……いえ、理解させられた、と言った方が正しいでしょうね」

			「何……つっ」

			　本部長の言葉に反応したトルスティは、反射的に身体を起こそうとして痛みに顔を歪(ゆが)める。

			　対して、本部長は安(あん)堵(ど)に似た溜(ため)息(いき)を小さく吐いた。

			　本部長らの訪問には、トルスティに現状を把握させるという目的もある。そのため、彼の治りにくいという特性は好都合だった。

			「トルスティさん。……いえ、トリス・ディル・ライア様」

			「なっ……!?」

			「貴方(あなた)の御父上は、傭(よう)兵(へい)ギルドの委託を受けた獣人が貴方(あなた)に不当な武力行為を行い、殺害させたとして、傭(よう)兵(へい)ギルドのギルドマスターと加害者であるギルド員の身柄の差し出しを要求してきました」

			　差し出しとは建前。

			　報復するための身柄の要求であることは明白で、当然ギルドはそれを拒否する他ない。

			「ギルドがそれを拒否した結果、御父上……ライハンド皇国皇帝は、傭(よう)兵(へい)ギルドとそれを擁(よう)護(ご)するあらゆる組織への宣戦布告を行いました」

			「馬鹿な！　な、なんだそれは!!　俺はっ……私は何も知らない！」

			「当然でしょう。貴方(あなた)は利用されたのですから」

			　トルスティは目を見開いたまま口元を手で覆(おお)い、怯(おび)えるかのように身体を震わせた。

			　実の父親に死んだことにされ、それがただ戦争の口実のためと知れば、彼の絶望は当然と言えた。

			　その心情を少なからず察したのだろう。宣戦布告された側である、部屋にいるトルスティ以外の誰もが、憐(あわ)れみとまではいかなくとも嘲(あざけ)りを含まない、複雑な表情で彼を見ていた。

			「現在交戦中のオーブワイトからは、ロンドヴィルに対し貴方(あなた)の身柄を拘(こう)束(そく)して送致するよう要請を受けています」

			「……私が、直接皇国に」

			「貴方(あなた)が殺されれば、戦争の早期解決は難しくなります」

			　本部長の直接的な物言いに、トルスティは一度顔を上げた。しかし、それもすぐ俯(うつむ)いてしまう。

			　口元を覆(おお)っていた手が下げられ、露わになった表情は完全に青ざめてしまっていた。

			　下げられた左手は右手首の腕輪を握りしめていて、手の震えを押さえ込もうとしているようにも見えた。

			　事実確認を待たずに被害者であることを主張し、剣を抜いた者が簡単に振り上げた剣を納めるだろうか？

			　答えは否だ。

			　行動の速さを考えれば、皇国は動機を探していたのだと誰もが考えるだろう。

			　そして、せっかく手に入れた動機、大義名分だ。

			　それを失えば、今度は逆に自分がただの加害者、もしくは犯罪者となってしまう。

			　ならば失わぬよう対策を講じればいい。認めぬよう手を打てばいい。

			　抹殺する。表に出られぬよう監禁する。

			　そうなってしまえばもう剣は納められず、殺し合う以外に道はない。

			　その上、これは個人ではなく国同士の問題であり、ことは複雑に絡み合っている。

			　目下の問題としては、皇国と一触即発の事態にあるオーブワイトに、皇国以外の敵対国が攻め入る可能性が高まっていることだ。

			　戦争が戦争を呼び、戦火が拡大する。

			　それを防ぐためにも、ギルドは事態の早期解決を望んでいる。

			　そのための事情説明であり、拘(こう)束(そく)という名の警護だった。

			　とはいえ、生殺与奪の権利を握ることで主導権を握るギルドも、単純な正義による行為でないことは明らかだった。

			「オーブワイトへの護送には全力を尽くしますゆえ、ご協力いただきたく存じます」

			　大人しく言う通りにしろ。

			　有無を言わせない雰囲気で放たれた遜(へりくだ)る言葉に、トルスティは言葉を返すことさえできなかった。

			　イリアの胸の内に湧(わ)いたのは、懐かしさ。

			　不謹慎であることは理解していたが、彼女自身が親に捨てられたのだと悟った時のことを思い出し、そんな思いが過った。

			「……明日、改めて伺います。手枷(かせ)は控えさせていただきますが、護衛を設置することはご寛(かん)恕(じよ)願います。では、失礼いたします」

			　立ち上がりお辞儀した本部長に続いて、フランクやイリア、護衛という名目の監視員以外のギルド員は部屋から退出した。

			　その失意を鑑(かんが)みれば無理もない話だろう。彼らが出ていく際も、トルスティはそちらを見ようともしなかった。

			　本部長が宿に戻り、他のギルド員を解散させた後、執務室に戻ったフランクにイリアは紅茶を差し出してから声をかけた。

			「少し、宜しいでしょうか」

			「ん、どうした？」

			　問い返すフランクは普段通りの様子だった。

			　提案しやすいと言えば提案しやすいが、面倒事を抱えてしまったストレスを溜め込んでいるのは確実で、どうしても気兼ねしてしまう。

			「一つ、許可していただきたいことがあります」

			　そんな彼女のわずかな躊躇(ためら)いを察し、フランクは鷹(おう)揚(よう)に頷(うなず)いて見せた。

			　

			　ライハンド皇国第二皇子、トリス・ディル・ライアは、失意の底にいた。

			　自分の決意。

			　受け継いだ意思。

			　託された言葉。

			　重ねてきた行動。

			　そのすべてが無(む)為(い)になる事実に、身動ぎする気力すら失っていた。

			　なんのために。

			　その問いに対する答えは、すでに前提から崩れ去ってしまった。

			　足場を失くした彼に立てる場所はなく、それは生きる意思を支えていた柱すらも失ったことを意味していた。

			　もう、生きている意味はない。

			　そう結論付けても、何もする気力が起きなかった。

			　このまま朽ちてしまえばいい。

			　本気でそう考えた。

			「食事をお持ちしました」

			　そんな彼の耳に届いた少女の声は、その内容を理解することもなく部屋の中に霧(む)散(さん)した。

			　ベッドに座ったまま食事ができるよう設置型のテーブルを出し、食事を並べる。

			　そんな様子が目の端に映っても、「何かが動いている」以上のことを彼の思考は考えなかった。

			「あーんしてあげましょうか？」

			　普段の彼であれば嫌(けん)悪(お)の視線の一つでも向けていただろう言葉にも、全く感情が動かない。

			　それどころか、言葉の内容すらも把握できない始末だ。

			　その様子を見た少女は溜(ため)息(いき)を吐く代わりに一度目を閉じ、すぐに開き振り返る。

			「申し訳ありませんが、トルスティさんと二人にしていただけますか？」

			「……はっ。は、え!?　いや、でも」

			「支部長の許可は得ていますので、ご安心ください」

			　トルスティに代わり、先程の発言に意識を飛ばしていた護衛兼監視員に少女は頼み込むと、二人きりとなった。

			　以前であれば真っ先に警戒する状況だが、たとえ今の彼がこの現状を理解できたとしても、今更どの身を守る必要があると結論付けただろう。

			　状況が整ったことを確認した少女は、一つ呼吸を置いて口を開く。

			「ちゃんと食べて」

			「……は？」

			　命令するような言葉。

			　現状を強く認識してしまっている彼は、その一つとして素性が知られていることも脳裏に焼き付いていた。だからこそ、皇子であることを知ってなお命令されたことが意外だったトルスティは、少女の言葉に反応を示した。

			　反応しようとしまいと、必要であれば口にねじ込むつもりだったのだが、これはこれで幸先良いスタートと言えるだろう。

			　トルスティを見下ろす少女……イリアはそう判断した。

			　彼女が落ち込んでいた時の状況とは異なり、彼の場合は多くの人命がかかっている。

			　その胸中を察して申し訳ないとは思うが、彼自身にも周囲にも、ゆっくり悩んでいる暇がないというのも事実だ。

			「オーブワイトに行くにしても、体力戻さないと持たないよ？」

			「……」

			　反応なし。

			　ならば次の手だ。

			「捨てられちゃったね」

			「っ……」

			　ぴく、とトルスティが身動ぎした。

			　一瞬だけ結界を解き、向けた【精霊の目】に視えたのは、彼女自身に向けられたわずかな怒り。

			　ここまでの時点で賭けに勝っていることを確信したイリアは、これを逃すまいと追撃を振る舞う。

			　努めて明るく、無神経に励(はげ)ますように。

			「あっちは貴方(あなた)のことを利用したんだし、貴方(あなた)もオーブワイトを利用すればいいんだよ！　むしろお父さんを引き摺(ず)り下ろしちゃえばいいんじゃない？　戦争をするために実の息子を殺そうとした外道だって」

			　この手が成功した場合、オーブワイトに大きな貸しを作ることとなり、傀(かい)儡(らい)政権となる可能性が高い。

			　そんなことは彼女も分かりきったことではあるが、今はあえてそこには触れない。

			「何を迷うの？　どうせトルスティとして生きていくつもりだったんでしょ？　なら」

			「黙れ!!」

			　叫ぶのと同時にテーブルのバットが薙ぎ払われ、宙に放り出された容器がイリアに中身を撒(ま)き散らしながらぶつかった。
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			　すべてを視認して、避けることもできた。

			　しかし、彼女は避けなかった。

			　個室は防音完備で外に聞こえる心配はない。彼女を守る結界により、容器の衝(しよう)撃(げき)もお粥などの温度も関係ないが、演技は欠かさない。

			「いっ、熱っ！　な、何するの!?　励(はげ)ましてあげたのに!!」

			「それ以上口を開くな……！」

			　体の痛みと不愉快さで顔を歪(ゆが)ませながら、トルスティは声を荒らげる。

			「励(はげ)まし……励(はげ)ましだと!?　見当違いなことばかり吐き散らす馬鹿が笑わせる……！」

			「な、何が見当違いっていうんですか！　実の父親に捨てられた上に、利用されたくせに！」

			「言うな!!」

			　もうぶつけるものがなく、トルスティは怒りのままにベッドを殴りつけた。

			　スプリングが利いているせいで妙に手ごたえがなく、消化不良な怒りはイリアに向かう。

			「貴様のような媚(こび)を売るしか能がない女に！　私の！　母の無念が解るか!?」

			「は、母親……!?　何を言ってるんですか……!?」

			「殺されたんだ!!　他の女どもに!!　賤(いや)しい正室と側室どもに!!」

			「そ、それが何の関係があるっていうんですか」

			　強く握られた拳(こぶし)と歯が、ぎりぎりと音を立てるようだった。

			「皇族は神の末裔だ……。神剣に選ばれなかった私は継承権を失い……母は、自害した……。皇帝の期待を裏切った慙(ざん)愧(き)に駆られた……!?　なら、なぜ母上の体に疵(きず)があった!!　民のため、父上のために精進せよと言ったあの母を！　良き皇帝になれると励(はげ)ましてくれたあの母を!!　奴らは嬲(なぶ)り、殺したのだ!!」

			　捲(まく)し立てるように、勢い任せに言い募(つの)った反動で、トルスティは言葉を切り、肩で息をするように呼吸を荒らげる。

			　呼吸が落ち着いて来るのと同時に心も落ち着いてきたトルスティは、再び俯(うつむ)き気味に口を開いた。

			「……継承権だけではない……。反逆を企てられては敵わないと手を回されて軍籍は剥(はく)奪(だつ)され、いち臣下となり国を支える道すら兄弟たちに閉ざされた……」

			　再び握られた拳(こぶし)は開かれ、トルスティは皇族とは思えないほどに荒れたその掌(てのひら)を見下ろす。

			　単なる皇族の頃にはなかった力。しかし、他人どころか自分自身も守れない力。

			　それでも、縋(すが)らずにはいられなかった。

			「私に残された道は一つしかなかった……。武功を立てれば父上を、卑しい女共を見返すことができる……。……間違っていたのは母ではなかったと、証明したかった……」

			「……だから、焦っていたんですね」

			　イリアの言葉に、トルスティは腕輪に触れながら力ない笑いを零(こぼ)した。

			「力をつければ、兄弟よりも神剣に選ばれるやもと考えたが……。……まさか、死を望まれているとは思わなかったよ……」

			　そう言ったトルスティは疲(ひ)弊(へい)しきっていた。しかし、つい先程までとは違い、しっかりと焦(しよう)点(てん)の合った眼差しで落ち込んでいた。

			　イリアの思惑としては、ここまでの段階で内心を吐露してくれればそれでよかった。

			　しかし、トルスティは彼女の予想を超えて持ち直した。

			　魑(ち)魅(み)魍(もう)魎(りよう)の跋(ばつ)扈(こ)する城に住んでいただけのことはある。

			　そう感嘆するのもそこそこに、イリアは次の段階に移ることにした。

			　予想以上の収穫があったのだから、それを利用しない手はない。

			「二つ、訂正させていただきます」

			「……何？」

			　イリアを見るトルスティの目は、怪(け)訝(げん)としている。

			　先程までの印象で信用はないだろうが、それでも事実を知らなければならない。彼には知る権利がある。

			　イリアはそう判断したが、トルスティの訝(いぶか)る視線には、唐(とう)突(とつ)に変わった彼女の態度への戸惑いがあった。

			「一つ目ですが、貴方(あなた)が神剣に選ばれることはありません」

			「っ……貴様如きが何を知っている……！」

			　信じないのは予想通り。

			　だからこそ、手札を切る。

			「私の言葉では信用できないと思いますが、竜神や鬼神の言葉ではいかがですか？」

			「……な、に？」

			「皇国が有する神剣〝ライル〟と〝ハルディア〟は神具と呼ばれる特殊な武具の一種で、神の如き力を魔術ではなく武具で体現する、極一部の者しか扱うことができない代物。……違いますか？」

			　勿論トルスティは否定しない。

			「その発動条件は、神の遺伝子を持つ者が武具を揮(ふる)うこと。ライハンドの皇族が代々神剣を使うことができたのは、脈々と受け継がれた神の末裔だから。……これは皇国の主張ですが、神具が神の因(いん)子(し)を持つ者にしか使えないことは世界中の歴史が物語っているので、世界中の人々に知られています。それを利用したのが、〝普人は最も神に近い存在だ〟という皇国や普人主義者の主張ですね」

			　本題はここからだ。

			「その主張自体は竜神と鬼神も神具を使えるので間違いなのですが、彼らの眷属でも神の因(いん)子(し)を持たない者は使うことができなかったので、神の因(いん)子(し)を生まれ持った者にしか扱えない、というのは事実だそうです」

			　さも二人から聞いたように語るイリアだが、勿論そんな調査はしておらず、そのような会話もしていない。

			　重要なのは、信じるに足る根(こん)拠(きよ)を示すことにあった。

			　そしてそれは、十分な説得力をもっていたのだろう。

			「じゃあ……私は……」

			「残念ながら、神の因(いん)子(し)がないのでしょう」

			「……そうか」

			　もう下がる余地がないほどの失意の底にいるのか、それとも予想していたことなのか。

			　どちらにせよ、取り乱すこともなく、トルスティは現実を受け入れた。

			　だが、イリアにとってその事実は布石でしかない。

			「もう一つの訂正なんですが、皇帝陛下が貴方(あなた)の死を望んでいるというのは間違いです」

			「……なぜ、そう思う」

			「その腕輪です」

			　トルスティは彼女の言葉につられ、右手首の腕輪に視線を向けた。

			　まるで心を落ち着かせるように彼が触れていた腕輪の効果は、【神の目】で詳細に知ることができる。

			　それを告げる前に、とっかかりとしてイリアは彼に訊ねた。

			「どなたからそれをいただいたのか、教えていただけませんか？」

			「…………生まれた時に、父上からいただいたのだと……母からは聞いている」

			　そもそもがかなり高価な代物であるため、手に入れることができる者は限られていた。とはいえ、当たっていて良かったとイリアは態度には出さずに安(あん)堵(ど)する。

			　そして、〝どうしてトルスティの手に渡ったか〟という回り道をしなくて済む。

			　イリアは頭の中で道筋を検め、彼に提案した。

			「一度とってみていただけませんか？」

			「……なぜだ」

			　問う声に剣呑な棘が混じる。

			　大事なのは分かるけど、そこまで警戒しなくてもいいのに。

			　そう考えたのも束の間。イリアは一つの可能性に気付く。

			「絶対に外すな、とでも言いつけられていましたか？」

			「！」

			　明らかな図星の反応だった。

			　イリアは、動揺したトルスティが冷静さを取り戻す前に、勝負を決めてしまうことにした。

			「一度外していただければ、私の言葉を信じていただけると思います」

			「……………………」

			　言い当てられたことで、言葉の信(しん)憑(ぴよう)性(せい)が増したのだろう。トルスティは躊躇(ためら)い躊躇(ためら)い、やがて腕輪に手を掛けた。

			　突発的に外れないよう魔術で施錠が施されていたが、彼が呪文を呟(つぶや)くと同時にカチリと音がして、腕輪は二つに割れた。

			　その瞬間、トルスティの身体が「みしり」と音を立てた。

			「グ、がっ……っ!?」

			　苦悶に歪(ゆが)む表情のまま身体を丸め、トルスティは硬直する。

			　叫ぶことはおろか身動くことすらできないほどの、まさに身を裂くような激痛が彼の全身を蝕(むしば)み、青ざめた顔の額には脂汗が止めどなく浮き出てくる。

			　イリアは結界を解いて腕の皮膚を切り、倒れて空になったグラスの中に血を注いだ。

			　そしてトルスティの顔を上に向かせ、グラスを口に宛がう。

			「焦らないで。大丈夫です。ゆっくり飲んでください」

			　初めは咽(むせ)るような仕草と不快感を露わにしていたトルスティだが、激痛の和らぐ安心感と急激な依存が形成され、その後は自らグラスを呷(あお)った。

			　グラスの血を飲みほしたトルスティは暫く呆然自失としていたが、次第に自らがしたことを理解して肩を震わせる。

			「なんだ……いまのは……！　私は、いったい何を……！」

			「落ち着いてください。まずは傷を回復させますので、目を閉じていてください」

			　しっかり詠(えい)唱(しよう)して回復魔術・ヒールをかけると、彼の傷は完全に回復した。

			　回復した本人はその回復速度に驚いていたが、腕輪を外したからできたことであり、今の状態であれば誰でも普通に回復させることができる。

			　外した場合には外した場合で別の問題が起こるため、そう簡単な話ではないのだが。

			　ともあれ、もう腕輪を外しておく必要はない。

			「これで大丈夫です。腕輪を」

			「……ああ」

			　トルスティは腕輪を装着し、ベッドのシミや口元を拭(ぬぐ)って付着した血を見て顔を歪(ゆが)ませた。

			　他人の血を飲んだという嫌(けん)悪(お)感と、内に残る快感が綯い交ぜになり、落としどころが見つからない不安が彼を苛む。

			　人によってはここで自ら死を選ぶ者もいるが、彼の場合は大丈夫そうだ、とイリアは胸中で安(あん)堵(ど)した。

			「説明……してくれるんだろうな……」

			「勿論です」

			　激情を吐露した時の侮(ぶ)蔑(べつ)の視線ほどではないが、棘がある視線を受けながらイリアは首(しゆ)肯(こう)する。

			「今のは、〝人間がどういったものか〟を補給するための行為です」

			「……人間が……？　何を、言っているんだ……？」

			　前世の世界であれば、ヒトの遺伝情報と言ってしまえばおおよそ間違いではないため、説明も簡単だ。しかし、こちらの世界では事情が変わるため、ある程度の知識がない者に理解できるよう説明するのは難しい。

			「〝人がどういう形をしているか〟という情報で、私たち人間の体は構成されているんです。貴方(あなた)の体は〝人の形〟を忘れかけていて、それを人の体の一部を得ることで補(おぎな)ったんです」

			「体を忘れる……？」

			　トルスティは、イリアの血で染まった自分の掌(てのひら)を見る。

			「私は……なんだ……？」

			「貴方(あなた)には、神の因(いん)子(し)ではなく鬼の因(いん)子(し)が流れています」

			　鬼因子は、身体ステータスの限界が取り払われ、驚異的な身体能力を有することができる。

			　だがその本質は〝管理システムから外れた一種のバグ〟であり、身体ステータス特化はその副産物に過ぎない。

			　イリアや鬼神、その眷属であるガブリルといった純粋な鬼因子は〝特別に認知されたバグ〟であり、鬼因子による欠陥を打ち消す性質を持っているため、自分自身への不具合は起こらない。しかし、突然変異として生まれる鬼因子持ちは正真正銘のバグであり、大なり小なり彼のような問題を抱えることになる。

			　周囲の生命に恐(きよう)慌(こう)・錯乱を引き起こしてしまう鬼因子共通のデメリットも、突然変異体の場合は周囲ではなく自分自身に影響が及び、暴走する。

			　それらを抑えるために、突然変異体は正常な人間の情報を取り入れる必要がある。

			　地球の文化で例えるのであれば、『吸血鬼や人を喰らう鬼は、自分という形や存在を保つために、血や人体を捕食して情報を補(おぎな)っていた』という解釈になる。

			　尤(もつと)も、自我のない鬼はとうに暴走して、ただ生存本能で人間を喰らっていたことになるが。

			「私は、神の子どころか……鬼子……だったわけか……」

			　そう呟(つぶや)き、トルスティは乾いた笑いを零(こぼ)した。

			　まるですべてが合致したと言いたげな様子だが、イリアの話は終わっていない。

			「そう判断されたからこそ、その腕輪を貴方(あなた)に授(さず)けたのでしょう」

			「この、腕輪を……？」

			「はい」

			　先程自身に起きたことを考えれば、彼女がわざわざ肯定せずともトルスティは認めざるを得ない。

			　彼が身に付けている腕輪型の宝具、身代わりの輪(りん)廻(ね)。

			　その効果は〝呪術などによる即死呪文を受けた際、身代わりとなり破損する〟こと。すなわち〝魂(たましい)の剥(かい)離(り)を代わりに受ける〟というものであり、それは言い換えると〝代理となる魂(たましい)の着装〟となる。

			　だが、利点ばかりではなく、欠点もあった。契約・致死呪術を防ぐ代わりに、回復・補助魔術といった術も代理として受けてしまうため、傷を負った場合、完全に回復させることが難しくなってしまう。

			　それが、これまで彼の体質と考えられていた回復しにくい身体の正体だ。

			　その一方で、彼は〝代理の魂(たましい)〟によるバグの補完という副産物を得ていた。

			　代理の魂(たましい)により人体の情報が補(ほ)填(てん)され、バグによる不具合そのものを抑え込むことに成功していた。

			「皇帝は、貴方(あなた)の死を望んでなんかいません」

			「っ……！」

			　捨てられたという記憶が再び裏切られる恐怖を引き起こし、期待を抱くことを拒んでいた。

			　だが、イリアが言葉にしてしまったことで、それを耳にしてしまったことで、彼の心には希望が生じてしまった。

			　希望が生まれてしまえば、人は進まずにはいられない。

			　希望に釣られ、より深い絶望に彼を叩き落としてしまうかもしれない。

			　それでも、イリアは言いたかった。

			　伝えたかった。

			「神剣に選ばれなかった時に、国を出る時に、その腕輪を取り上げられなかった意味を考えてください」

			　貴方(あなた)は、死ぬと分かった上で捨てられた自分とは違う。

			　それを分かって欲しかった。

			　気付いて欲しかった。

			「……私は……、……私は、捨てられたわけではないのだろうか……」

			　掌(てのひら)を見たまま呟(つぶや)いたトルスティに、イリアは答えない。

			「私は……生きていても、いいのだろうか……」

			　イリアは答えない。

			　返ってくるものと思っていた反応がなかったからか、トルスティはイリアを見る。

			　それは、怪(け)訝(げん)としていながらも縋(すが)るような視線だった。しかし、イリアは受付の時の様に、肯定も否定もしない笑顔のような表情を返す。

			　ここでイリアが答えを返すこともできる。

			　だが、人に与えられた答えを支えに生きていれば、どうしてもその答えに縋(すが)ってしまい、何かあった時にはその答えを逃げ道にしてしまう。

			　残(ざん)酷(こく)かもしれない。そう思っても、この先のことを考えれば、トルスティは自分で立ち上がらなければならなかった。

			　誰かに認められるためではなく、自分で自分を認められるように。

			「トルスティさんのしたいようにすべきだと思います」

			「……そうか」

			　イリアに何かを求めることを諦(あきら)めたのか、トルスティは視線を落として言葉を噤(つぐ)む。

			　その横顔に浮かぶ表情は硬い。しかし、そこに先程までの悲壮感はなく、代わりに悩みながらでも足掻こうとする、意志の強さをイリアは感じた。

			　沈黙が続く。

			　数時間は覚悟していたイリアだが、そんな彼女の予想に反し、彼が動いたのは十数分が経った頃。

			　ゆるく開かれたままだった掌(てのひら)が、ゆっくりと握られる。

			　その後、顔を上げたトルスティは、しばらく力強い眼差しで宙を見つめていた。

			　かと思えば、おもむろに身体ごとイリアに向き直り、ベッドに頭を擦りつけるほどに深々と頭を下げた。

			「君には、酷(ひど)いことをした……。本当にすまない」

			　トルスティが少しだけ顔を上げると、その視線は床に散乱した料理や容器に向けられていた。

			　その謝罪を受け、イリアは笑顔を作る。

			「許しません」

			「っ……」

			　彼女の反応が予想外だったのか、トルスティの表情が固まった。

			　たった一杯の御粥を作るのに、どれだけの人が努力を重ねてきたか。それを考えれば当然だ。

			　怒らせたのはイリアであり、それは意図的だったことは確かだ。だからこそ彼女自身に対する怒りは元から受けるつもりでいたが、物に当たるのはいただけない。

			　散乱した容器と料理を寄せ集め、バットに乗せて回収完了。

			「罰(ばつ)として、今から持ってくるものは嫌いだろうが何だろうが残さずちゃんと食べてください」

			「！　ああ。勿論だ」

			　もう胃に気を遣うことはないため、献立はレバニラ炒(いた)めとウニやエビなどが入った海鮮丼、そして牡蠣のチャウダーにプレーン入りのヨーグルト。

			　時期の問題も含め、リュネヴィルでは海が遠いため海産物は割高となっている。

			（ふふ。食べ物を粗末にする気がなくなるようにしてやんよ）

			　そんな腹黒いことを考えながら、しっかり滋養強壮のつく献立を考えるあたり、食に対しては誠実な、あるいはツンデレなイリアである。

			　部屋を出ると、彼女を見た監視員がぎょっとしたように固まってしまった。

			　そこでようやく自身の服の状況に気付いたイリアは、

			（……料理ができる前に着替えよ）

			　服に匂いが移っていないかを嗅ぎながら、そそくさと厨房に向かった。

			　

			　改めて食事を持って行くと、トルスティはやけに喜んで料理を平らげた。

			　城でも食べたことがないほどに美味との感想を貰い、イリアは励(はげ)みになるだろうと厨房の職員に知らせることにした。

			　品のいい食事作法で食事を終えると、トルスティはイリアに向き直った。

			「……私は行くよ。父上に会い、真意を問うてくる。……命を懸けて、皇国の暴挙を止めたいと思う」

			「無事と成就を、心より願っております」

			「ありがとう。……少し、怖いけどね」

			　そう言って苦笑する表情に悲壮感はない。

			「気休めになるか分かりませんが、ひとつだけお伝えしておくことがあります」

			「？」

			「その腕輪を外せば身体能力が高まり、神具……神剣の効果を無視することができます」

			「そ、そうなのか……!?」

			　イリアは首(しゆ)肯(こう)する。

			　神具の効果は、世界の情報そのものを改(かい)竄(ざん)して発現するものであり、実際に現象として発露するわけではない。

			　例を挙げると、雷を起こす魔術は実際に火と風の因(いん)子(し)を使い雷そのものを発生させる。しかし、神具によって引き起こされた雷は〝雷が発生したように知覚させている〟だけで、その〝雷に見える情報改(かい)竄(ざん)範囲〟に触れて初めて〝雷を受けた状態に対象の情報を改(かい)竄(ざん)する〟ことになる。

			　殆どの人間にとって、それは同じ現象を意味している。しかし、受ける者が〝情報管理〟から外れてしまった鬼因子を持つ者であれば話が変わってくる。

			　情報を改(かい)竄(ざん)する対象として認知されないため、神具の効果が発生しない。先の例で言えば、雷を受けた状態に改(かい)竄(ざん)されず、雷を受けた状態にならないということだ。

			　これは、この世界の相(そう)克(こく)でいうところの〝鬼は神に克つ〟となる所以(ゆえん)でもある。

			「ですが、神剣によって引き起こされた現象……例えば、切り取った床をハルディアで停止させ、効果を解除した時に落ちれば当然ダメージを受けます。逃げる際や、腕輪を外して立ち回る場合は、そこを慎重に見極めてください」

			「あ、ああ」

			　イリアの言葉に理解が追い付かないのか、トルスティの返事は覚(おぼ)束(つか)ない。

			　神剣を心配する必要がないという事実を、どう活用できるかと考えていたトルスティは、不安要素を見つけて眉(まゆ)を顰(ひそ)めた。

			「腕輪を外せば、また血を飲む必要があるんじゃないのか……？」

			「外し続けていればそうなりますが、先程の補給でしばらくは持ちます」

			　何といっても、純度１００％、Ｓクラスの鬼因子入りだ。

			「それと、訂正させていただきたいのですが、補給は血である必要はありません」

			「そ、そうなのか？　なら、何でわざわざ君は……」

			「血が一番効率よく補給できるということが一番の理由ですが……一応、人の体と体液で一番抵抗がなさそう、という理由もあります」

			　一瞬何を言われてるのか分からないという顔をしたトルスティだが、言葉の意味を理解して顔を赤くした。

			　皇国の人間であるにも拘(かかわ)らず、普人以外にも偏(へん)見(けん)はなく、嫌(けん)悪(お)感を示すべきところで先程の反応。

			（トルスティさんってどこかずれてるよね）

			　彼の反応と彼女の感想はともかく。

			　補給に関しては、所有する鬼因(いん)子(し)のランクによって量と質、頻度は変わってくる。

			　彼の鬼因(いん)子(し)の場合、Ｃという突然変異の中ではかなり高いランクと、今まで補給してこなかった反動で一気に体と自我の崩壊が始まった形だった。

			　そのため、イリアや鬼神といった、かなり高ランクの血がなければ、そのまま暴走、あるいは崩壊という道を辿(たど)っていただろう。

			　それが前述の、腕輪を外して回復にあたる場合の問題点でもある。

			　回復するより先に死ぬか、暴走した彼に襲われる可能性があるのだから、ソフィアに任せるわけにはいかなかった。

			「今回の補給なら、一年は外したままでも大丈夫だと思います。でも、腕輪をしていたとしても出血や怪(け)我(が)で期限は短くなりますので気を付けてください」

			「……分かった。肝に銘(めい)じておくよ」

			「長々と失礼いたしました。ご自愛ください」

			「……、…………ああ」

			　妙な間が気になったものの、出発は明日。しっかり休息をとってもらうために、イリアはすぐにバットを持って個室を後にした。

			　二階の階段に差し掛かるところにいたフランクがイリアを見つけ、彼女の下に向かってくる。その表情はどこか気まずそうだった。

			「……どうだった？」

			　フランクには、イリアがトルスティに発破をかけることをあらかじめ説明していた。

			　重要人物なだけに心配だったのだろう。

			　そう思ったイリアだが、その表情はいつもの身内を心配するもの……今回で言えば、彼女を心配しているのが分かり、イリアは気持ちが温かくなるのを感じた。

			「ど、どうした？」

			「あ、いえ」

			　知らず頬が緩(ゆる)んでいたらしく、それを見てどこか慌てたようなフランクに、余計に気が緩(ゆる)んでしまった。

			「大丈夫です。彼自身の意思で、皇国に向かうと決めたようですので」

			「……そうか」

			　フランクは少しだけ胸を撫(な)で下ろし、彼のいる個室を見遣る。

			　その視線は、労(いた)わるような優しい色を帯びていて……しかし、その先にいるトルスティ以外の誰かを見ているような遠さをイリアは感じた。

			　そんなイリアの視線に気付いたフランクは、苦笑に似た笑みを零(こぼ)す。

			「……彼も、自分の居場所が見つかればいいな」

			〝も〟が誰を指すのか、イリアには分からない。

			　それでも、つい先程感じた心の温かさ。

			　彼が自分を認められたとしても、それは一人では得られないもの。義務でも責任でもない、心から守りたい、ここにいたいって思える場所を見つけて欲しい。

			「……そうですね」

			　そう思い、イリアはフランクの言葉に頷(うなず)いた。

			　

			　翌日。

			　西門でフランクと共に護送隊の見送りに出ていると、トルスティがイリアに向かって駆けてくるのが見えた。

			「イリアさん」

			「あ、はい」

			　初めて名前を呼ばれたこと、覚えられていたことにイリアは驚いた。

			　そんな彼女を見て苦笑気味にバツの悪そうな顔をした後、トルスティは顔を引き締めて深々と頭を下げた。

			「こうして自分の足で立てているのは君のおかげだ。改めて礼を言わせて欲しい」

			「私は何もしていません。考えたのも決めたのもトルスティさんです。私こそ昨日は口が過ぎました、お許しください」

			　イリアの言葉にトルスティは顔を上げ、ゆっくりと首を横に振った。

			「……君は演技をしてまで私を奮い立たせてくれた。君にとって蒸し返すことではないとしても、私には到底なかったことにすることはできない」

			　堅物なほどに律儀で、義にもとると考えれば自分の矜(きよう)持(じ)を差し置いて礼を尽くす。

			　侍のような人物だとイリアは思った。そもそも、その侍に偏(へん)見(けん)があるのは確かだが。

			「演技じゃないかもしれませんよ？」

			「それは」

			「どちらにしても、私が自分のためにしたことです」

			　異を唱えようとするトルスティの言葉を遮(さえぎ)り、イリアは断言した。

			　自分のために、自分がしたい行動をした結果。それは紛(まぎ)れもなくイリアの本心であり、それだけに、良いように取られてしまうのは罪悪感がある。

			「ですから、貴方(あなた)は感謝する必要はありませんし、私もそれについて思うところはありません」

			「……そうか」

			　そう言ってトルスティは、少しだけ悲しそうな表情を浮かべた。

			　それもすぐに真剣な表情に戻り、ちらりとフランクを一(いち)瞥(べつ)してからイリアに視線を戻した。

			「行ってくるよ」

			「はい。お気をつけて」

			　こうして、トルスティは護衛兼監視役のギルド員に囲まれ、リュネヴィルを出発した。

			　ギルドの計画は、このままオーブワイトに連行した場合、戦況を悪化させる危険性があるとして、途中で襲撃を偽装し、第三国であるウィンディア族長連邦に入り、より公正な立場で皇子の健在を証明する手筈となった。

			　昨日、本部長がトルスティと話した段階でその説明をしなかったのは、状況を理解した彼がどう判断するか、どのような行動にでるか分からなかったからだ。そして加えるならば、昨日の状態のままであれば、戦争を終わらせるための駒以下、ただの道具として利用するつもりだった。

			　だが、改めて面会したトルスティは皇国を止めるために動くと宣言した。その言葉をフランクが保証したことで、本部長は彼自身にも協力してもらうために計画を話し、彼はそれを承(しよう)諾(だく)するに至る。

			　彼が計画を承(しよう)諾(だく)したのは、独力で皇国に行くことがほぼ不可能に近いと理解していたからだ。

			　とはいえ、ギルドを通じての第三国への入国や道中に護衛がつくものの、彼にとってそれは皇国に辿(たど)り着くまでの保証でしかない。

			　トルスティがどのような選択と決意をしようと、皇国に向かう道程が危険なことには変わりない。

			（せめて皇帝と話せるところまでいけたらいいな）

			　とイリアがトルスティの背中を見ていると、イリアは自身に向けられたフランクの視線に気付いて、そちらに向き直った。

			　どうしました？

			　と視線で問いかけても、なんでもない、と言うように首を振るだけで、はぐらかされてしまう。

			「じゃあ戻ろうか」

			「はい」

			　踵(きびす)を返したフランクの後を追うように、イリアは支部への帰路に就いた。

			　

			　

			　トルスティには悪いと思うものの、彼が発ったことで、ようやくリュネヴィルにはいつもの雰囲気が戻ってきていた。

			　職員も、支部に来るギルド員も、皇国のことを気にかけてはいるが、距離的にも経済的にも距離があるせいか、そこに緊張感のようなものはなく、いっそ他人事のようだった。

			　とはいえ、イリアはこの土地が戦争のような争いごととは無縁と判断したからこそ、ここを選んだのだから、ある意味では彼女の狙い通りとも言える。

			　そんなわけで、イリアは普段通りの業務をこなす毎日を過ごしていた。

			　そんなある日。

			「――ご武運を」

			「おう！　行くぞ、おめぇら！」

			　ぞろぞろと支部を出ていく者を見送るのもそこそこに、次に並んだ受注登録希望者を迎え入れるためにお辞儀をする。

			「お待たせいたしました。次にお待ちの――」

			「よっ」

			　片手を上げ、まるで昨日も顔を合わせた友人かのように挨(あい)拶(さつ)をするその姿を見て、イリアは一瞬目を疑った。

			「久しぶりだな、お嬢」

			「オリオンさん……？」

			　真っ赤な短髪に、楕(だ)円(えん)形(けい)に似た形の耳。そして、耳の上には純白の角をもつ牛の獣人、オリオン。

			　稀少な突然変異の中でも更に珍しい、普人以外の神因子所有者であり、その恩(おん)恵(けい)により二十代前半に見えるその容姿は、最後に会った頃と少しも変わっていなかった。

			　その事実を知っているイリアが驚いたのは、その見た目のことではなく〝彼が目の前にいる〟ということだった。

			「お久しぶりです。どうしてここに？」

			「ははっ。そりゃあお前に会いに来たに決まってるだろ？」

			　にかっと笑うオリオンの笑顔は、以前と全く変わっていなかった。

			　今の発言で周囲の空気が少し変わったが、そんなことを気にした様子もない。そんなところも相変わらずに思えて、イリアは思わず懐かしさを感じていた。

			「私はお会いできて嬉しいですけど……いいんですか？」

			「ははっ、良いに決まってんじゃねぇか。気ぃ使いすぎだぞ？」

			「わ、ちょ、やめてください！」

			　わしゃわしゃと力いっぱい髪を掻き乱されるのも久しぶりだが、これは全く嬉しくない。

			「もう……。仕事中だから、もう少し待ってください」

			「ははっ。分かった分かった。変に律儀なとこは変わってなくて、おじさん嬉しいよ」

			「あ、ちょっ！　……もう！」

			　手を力なく振りながら、オリオンは支部を出て行ってしまった。

			　行先も言っていなければ、イリアの休憩時間も聞いてないというのに、どうするつもりなのだろう。

			（悪い意味でマイペースなんて、オリオンさんのくせに神因子持ちっぽい）

			　そんなことを考えつつ呆れながら手(て)櫛(ぐし)で髪を整えていると、シンシアが微妙な表情を浮かべていることに気付いた。

			「イリア、今の人は？」

			「あ、えっと、オリオンさんって言って……」

			　言おうとして、改めて気付く。

			　彼は自分のなんだろう、と。

			（私の……大事な人の、大事な人？）

			　そう考えてみると少し照れくさく思えて、つい顔が緩(ゆる)んでしまった。

			　男の話をしているというのに、イリアの表情が緩(ゆる)んでいる。

			　話を盗み聞きしていた男たちは目を見開き、シンシアは目を輝かせた。

			「……ご両親の兄妹の旦那さん、とか？」

			「え？」

			　シンシアの言葉がすぐに理解できず、イリアは咄(とつ)嗟(さ)に答えることができなかった。

			　両親の兄妹の夫。義理の叔父、だろうか。

			　そう考えて、エルフと牛の獣人なのだから、血の繋がりがないのは明白なのだと気付く。

			「ううん。違うよ」

			「だ、だよね。イリアのご両親の妹の旦那さんって考えても若すぎるし。うーん……」

			　直接関係や過去を聞いたとしても、はぐらかされるのは目に見えている。

			　シンシアはまるで何かのクイズを解くような熱中を見せ、その様子を見ていたラシェルと一緒にイリアは苦笑いを零(こぼ)した。

			　二人は、彼女がここまで真剣に考えるのは、他人の恋愛話しかないことを知っている。

			　シンシアが何を考えているのか丸わかりだった。

			「見た目は若いけど、あの人60歳過ぎてるよ」

			「え？　……ええ!?」

			「ウソ……」

			　シンシアやラシェルと同じように、そこかしこから、ざわざわと驚きの声が上がる。

			　個人情報である神因子のことは言わないが、本人が言った通り〝親戚のおじさん〟という表現が年齢的には最も適している。

			　だが、それ以上の説明をするには、重く、複雑な話になってくる。

			　わざわざ嫌な思い出を掘り返してまで説明するつもりはなく、また彼女たちに嫌な思いをさせるつもりもなかった。

			　どうしたものかと考えていると、お昼寝から起きてきたハクが駆け寄ってきた。

			　抱き着き、眠気を拭(ぬぐ)うように顔を擦りつけていたと思えば、ぴたりと顔を止めてイリアを見上げる。

			「イリアと似てる匂いがする……」

			「え？」

			「イリアのお父さん？」

			　似てる匂いというのは、おそらく神因子のことだろう。

			　乱れてしまっているハクの髪を整えながらイリアは答えた。

			「お父さんじゃないけど、私のお母さんになってくれた人の、恋人だった人だよ」

			　思いのほか簡単に出た言葉はすっと心に落ちて、温かいなにかを彼女の中に残した。

			　案外平気かも。

			　そう思えたことが自分の浅ましさを表しているようで、イリアは苦笑を浮かべ、抱き着くハクの柔らかい髪を撫(な)でた。

			　

			　リュネヴィルを囲む城壁の屋上には、人の移動と物資を搬送するための広い通路と、哨(しよう)戒(かい)用の望(ぼう)楼(ろう)が数か所設置されている。

			　その望(ぼう)楼(ろう)の一つに悠々と座り、オリオンはリュネヴィルの街を見下ろしていた。

			「……いい街だな」

			「はい」

			「お前もいい女になったな～」

			「アンナさんくらい？」

			「それはまだまだ」

			　お互いの分かりきった冗談でひとしきり笑ったあと、オリオンはようやくイリアに視線を向けて、彼女の傍(かたわ)らにいるハクを見て目を瞬かせた。

			「……ははっ。お嬢も子供ができる歳か」

			「この子は竜神の児です」

			「……にしては似すぎじゃね？」

			　ハクの頭を撫(な)で、少し嫌そうな顔をした反応にオリオンは懐かしそうに目を細める。

			「こうちっこいと、初めて会った時のお嬢を思い出すなぁ」

			「ここまで小さくはありませんでしたよ」

			　エルフは他の種族よりも身体の成長速度が速いため、今の彼女よりももう少し幼くなった程度だろう。

			　再び髪が乱れてしまったハクの頭を撫(な)でながら、イリアはオリオンに向き直り、訪問の理由……本題を訊ねることにした。

			「何かありましたか？」

			「ははっ。相変わらず心配性だな」

			「貴方(あなた)が森を離れるなんて状況ですから。心配にもなりますよ」

			　オリオンは立ち上がり、リュネヴィルの市街ではなくあらぬ方向へと視線を向けた。

			　その先にあるのが、二人にとって大事な人物の眠る森だということを、彼女は知っている。

			　やがてオリオンはイリアに向き直り、真剣な表情で状況を簡(かん)潔(けつ)に説明した。

			「今、皇国の奴らがオーブワイトに攻め込んでるのは知ってるな」

			「はい」

			「その余波で、ピスクローザでも内紛が起きてる」

			　ピスクローザ女王国はオーブワイトにほど近い小国である。

			　世襲制の王族はオリオンと同じ牛の獣人であり、総じて穏やかな気性の持ち主だが、外交でオーブワイトの圧力に負け続けてきたことから、王族の求心力が低下していた。

			　皇国がピスクローザ内で普人や王族の反抗勢力を煽(あお)り、オーブワイトへの援護を阻(そ)害(がい)する魂(こん)胆(たん)が見え隠れしていた。

			「……まぁそいつらがどうなろうと俺は知ったこっちゃねぇんだけどな。あいつら、あろうことか森に手を出し始めやがったんだ」

			「なっ……！」

			　イリアは絶句した。

			　ピスクローザの森には、彼の国にとって手を出すことができない禁(きん)忌(き)の場所が存在する。

			　入れば二度と出られず、魔物より強力な化け物が蔓延(はびこ)り、その奥には化け物を統べる魔神が住んでいる。

			　その魔神こそ変装したイリアであり、それは恐怖心を植え付けるための演出だった。

			　結界で許可なく進入した人間には五感を狂わせ、召(しよう)喚(かん)した動物によって魔物や侵入者から家を守る。

			　すべては、安心と安全――平穏を手に入れるためにしたことだ。

			「資材の確保だか、輸送路の確保だか知らねぇが、森を切り拓こうとしててな。とっちめといたけど、一応お前の意見を聞こうと思ってな」

			「……私の意見、ですか？」

			　溢(あふ)れかえり煮えたぎる怒りをなんとか抑えながら、その意味するところを訊ねる。

			「ああ。あいつが唯一家族と認めたのは、お前だからな」

			「……アンナさんは、オリオンさんだって」

			「ははっ。知ってるっつーの」

			　イリアの言葉を遮(さえぎ)り、オリオンは快(かい)活(かつ)な笑顔を浮かべる。

			　そこには、嫉(しつ)妬(と)はおろか悔恨もない。そこまで信じあえる二人が、とても羨(うらや)ましいとイリアは思う。

			「それでも、だ。お前はアンナからシュルツの名前を貰ったんだ。あいつの墓をどうするか決めるのは、お前に権利がある」

			「……はい」

			　権利には責任が付き纏(まと)う。

			　重々承知していた真理で、かつて突き付けられた事実でもあった。

			「……少し、考えさせてください」

			「分かった。ゆっくり考えな……って言いたいところなんだがな。ははっ」

			「大丈夫です。明日には答えを出しますから」

			「……ゆっくり考えな」

			　その後、オリオンに宿を紹介し、イリアは支部に戻った。

			　受付と厨房業務を終えて私室に戻り、イリアは頭を整理させながら考えた。

			　

			　アンナ・シュルツは、イリアにとって母のような人物だった。

			　この世界の家族や同族の友人に捨てられた彼女は、この世界に信じられるものはいないのだと思い込んでいた。

			　周囲が悪いのだと思い込もうとした。

			　寂(さび)しさや悲しさを消したくて、無理やり引き起こした怒りを周りに向けた。

			　今だからこそ、前世で勤めていた会社は従順な家畜を手放す気がなかっただけなのだと理解しているが、そう気付く前は「ミスをしたりしても捨てられなかったのは、会社のために頑張ったからだ」と考えていた。

			　そして、ずっと支えていてくれた家族に何もできないまま他界してしまい、もっとできることがあったのではないかと後悔した。

			　本来の性格に、それらの考えが重なったからだろう。

			　――私に愛情を向けてくれる家族のためにできることをしよう。

			　――せっかくチートで生まれたんだから、里の皆を守ろう。

			　イリアはこの世界に来たばかりの頃、そんなふうに考えていた。無意識のうちに、そうするのが当然であるかのように。

			　自覚していたとしても、チートで前世以上に上手くいくだろうと暢(のん)気(き)に考え、思考放棄していた。

			　だが、上手くいかず、捨てられた。

			　だから、捨てられたのだと理解した時、この現世では自分のために生きようと考えた。

			　自分勝手に生きようと考えた。

			　だが、それは自分勝手ではなく、自暴自棄なだけだったのだと今は理解している。

			　そう理解できるよう、ちゃんと考えるようにイリアを導いてくれたのが、アンナだった。

			　煩(うるさ)いくらいに厳しく、怒ると恐ろしいが、本当はとても優しい人物。

			　言葉を思い出そうとすると叱られていた時のことを思い出すのに、目を瞑(つぶ)ってその顔を思い浮かべると暖かい笑顔が真っ先に浮かぶ、そんな人物だ。

			　イリアがこの世界に生まれる何十年も前にこちらに迷い込んでしまったアンナは、こちらの空気が合わなかった。その体質により、空気が地球と似ていたピスクローザの森の中でしか生活できず、イリアと会って間もなく他界した。

			　迷い込んでしまったとはいえ、アンナはこの世界と森での生活を気に入っていたため、家はそのまま残し、お墓も近くに建てておくことになった。

			　その墓守をしているのが、アンナの恋人だったオリオンだ。

			　ピスクローザでやりたい放題だった彼をアンナが窘(たしな)め、生意気な女と突っかかるようになった彼が彼女に恋心を抱くようになるのに、それほど時間はかからなかったとイリアは聞いていた。

			　――貴方(あなた)にはもっとできることがあるはずでしょ。私を言い訳にしないで。

			　そんなことを言って突き放したりもしたが、結局二人が離れることはなかった。

			　ちなみに、その時オリオンは、

			　――俺を利用価値のある道具としか見ていない10万人なら、俺は利用価値がなくても人間として見てくれる一人を守る。端から見返りなんて求めてねぇし。

			　と言って出て行こうとしなかった。

			　それ以降、話そうともしなかった二人が、翌日の夕飯ではもう喧(けん)嘩(か)していたというのが二人らしいとイリア思った。

			　――こんなおばさんより、国に帰ればもっと綺(き)麗(れい)な子が沢山いるのにね。……馬鹿な人。

			　そうイリアに呟(つぶや)いたアンナは、呆れたように溜(ため)息(いき)を零(こぼ)し――とても穏やかな顔をしていた。

			　だからこそ、イリアは確信している。アンナが「縛(しば)るのは嫌だから」と結局結婚はしなかったものの、二人には名前や建前よりもずっと強い繋がりがあったのだろう、と。

			　そんなオリオンが、お墓の決定権を委ねてきた。

			　お墓を移動するということは、あの家と森を手放すということを意味している。

			　オリオンの中では、形としての思い出よりも、胸の中の思い出の方が大事だと決着がついているのだろう。

			　ならば、森から離れていた自分がとやかく言う筋合いはない。

			「ない、んだけどなぁ……」

			　そう分かっていても、決断できない。

			　壊したくない。

			　いつまでも、残しておきたいと思う自分がいて、イリアはつい言葉に出してしまった。

			　墓も故人の思い出を残すのも、結局残された人の満足のため。

			　アンナが知れば、人に迷惑をかけてまで固(こ)執(しつ)することではないと言うだろう。

			　だがそれは、〝イリア自身がどうしたいか〟ではない。

			　アンナと別れてから今日まで、イリアは自分がどうしたいかを考えて生きてきた。

			　――オリオンさんの決意を無視したくない。

			　――アンナさんを裏切りたくない。

			　だがそれ以上に、ここで間違えたくない。

			　考えに考え、イリアは決断した。

			　

			「これを持って行ってください」

			「ん？」

			　翌朝、昨日と同じ城壁の望(ぼう)楼(ろう)にいたオリオンに、イリアは槍(やり)を差し出した。

			「森を守る力になるはずです。……ですが、殺すくらいなら手放してください」

			「……ははっ。分かった。……ん？」

			　柄の両側に円(えん)錐(すい)が伸びるその槍(やり)を受け取ると、オリオンは手を通して伝わる妙な力を感じた。

			　とはいえ、神具という物が存在するという事実しか知らない彼は、受け取った槍(やり)が〝特別な力を感じる武器〟であること以上は分からなかった。

			「それは神槍ヴィシュヴァといいます。投(とう)擲(てき)して刺せば対象に雷が落ちますし、地面に突き刺せば周囲に雷で〝不可侵の領域を定める柵〟を形成します」

			「神槍って……おいおい」

			「はい。神具です」

			「俺に使えるのか……？」

			　皇国が大義に掲(かか)げているように、神具が誰にでも使える代物ではないことは、一般的な知識として広まっている。

			　加えて、各地に残る神具と、それを使用した人物の逸話から〝普人以外に神具は使用できない〟という一種の定説も生まれているため、オリオンに自覚がないのも当然だった。

			「はい、使えます」

			「…………」

			　オリオンはヴィシュヴァを見つめ、何かを考える。

			　その表情を見て、イリアは彼に言った。

			「それを使えば、森を拓く必要もなくなるかもしれませんね」

			「！　……ははっ。御見通しか」

			　驚いて目を見開いた後、すぐにそれを受け入れたオリオンはそう言って笑った。

			　イリアと同様に、彼もまた悩んでいた。

			　思い出と、現状とどちらを優先すべきなのか。自分が何を守りたいのか。

			　オリオンは事情を説明する際、〝誰が〟森を切り拓こうとしているのかを言わなかった。

			　それは彼にとって〝アンナへの感情を抜きに考えれば〟擁(よう)護(ご)したい相手であり、それを言えば判断を迷わせることになると考えたのだろう。

			　イリアはそう推察した。

			　擁(よう)護(ご)したい誰かを見捨ててまで、あの森は守るべきなのか。

			　考えた結果、オリオンは森を手放すことを受け入れた。

			　それが、アンナの信頼に応えることになると信じて。

			（私はあの森を手放したくない）

			　それでも、そのために誰かが犠牲になるのは違う気がした。

			　その犠牲者はオリオンであっても、アンナでも同様だ。もっと言えば、オリオンが考えてる誰かのことも含まれている。

			　オリオンには守りたい誰かがいる。

			　アンナは自分に固(こ)執(しつ)する必要はないと言うだろう。

			　その上で考えた、自分のしたいこと。願うこと。

			　みんなが笑える未来であればいいと思えた。

			　彼らの意思を無視して自分の意思を押し通しても、おそらく自分は笑えない。だが、みんなが笑えていれば、自分も笑えている気がした。

			　だから、彼らが笑える未来を――彼らの意思を、尊重する。

			　たとえ結果が上手くいかなかったとしても、それを手助けしようと思った。彼らが笑顔でいられるように。自分自身が、笑顔でいられるように。

			　それが、〝彼女のしたいこと〟。

			「それを使って、貴方(あなた)がしたいことをしてください」

			「……ははっ」

			　オリオンは笑った。

			　そして一度森のある方角に目を遣り、とても穏やかな笑顔を浮かべた。

			「似てきたな。アンナに」

			「全然違いますよ。私のは、ただの我(わが)儘(まま)ですから」

			　どう取り繕(つくろ)っても、結局自分自身のために他人を利用しているだけにすぎない。

			　自分がしたいことをして、ズルばかりして、生きている。

			　イリア自身がそう理解していた。自己嫌(けん)悪(お)するほどに。

			「でも……そう言ってもらえると、嬉しいです」

			　アンナと過ごした時間が、ちゃんと自分の中で生きているのだと思えたから。

			　

			　

			　いち早く準備を整え、軍を展開。皇国軍は開戦と同時に防衛要所の守備を固め、また二か所のオーブワイト拠点を制圧した。

			　皇国第三皇子ベルントはその功績により、皇国軍総指揮官に任命され報告の整理やそれに伴う戦略の変更を城の一室で指揮していた。

			　指令を出し終え、仕事にひと段落をつけた彼は椅子の背もたれに体重を預ける。

			　宙を仰(あお)ぐと、ふいに漏れてしまいそうになる笑い声。それを抑えるように、彼は手で顔を覆(おお)った。

			　――まさかこれほど上手くいくとは思っていなかった。

			　それがベルントの偽(いつわ)らざる本音だ。

			　初めのうちはただ、実績を上げる機会が欲しかった。

			　彼は第三王妃の子であり、第三皇子ながら皇帝継承権は第五位。形式的な継承権は上位でも、実質継承権の下がる皇女である姉は問題ではない。障害となるのは皇帝と同じ穏健派の第四、第六皇子だ。彼らから次期皇帝の座を勝ち取るためには、何としても確固たる実績が必要だった。

			　それは彼自身の願望でもあり、母である第三王妃の希望でもあった。

			　だからこそ手段を選ばず、利用できるものはすべて利用してここまでこぎ着けた。

			　継承権第一位の第一皇子は、過去の視察の際に襲撃に遭い、拷問で受けた身体の傷こそ癒(い)えたものの、心の傷は深く、幼児退行を起こした。

			　誰もが時期皇帝と疑わなかった神童も、今ではお気に入りの妾(めかけ)との遊戯に精を出すだけの毎日だ。

			　刺客を送ったのはベルント自身ではないが、最も厄介な男を脱落させたタカ派の重鎮には感謝してもしきれない。

			　その重鎮も今や、ベルントの傀(かい)儡(らい)。継承権三位である第五皇子は、第一皇子の様子から考案した策で簡単に女の誘惑に嵌(はま)り、すでに失脚の準備は整っている。第二皇子であるトリスは、神剣を操る才を持たなかったため、継承権を持たず問題外ではあったが、今回の件を引き起こしてくれた。

			　これまでの道程が結実するのを確信した今、歓喜しようとする心を抑えつけろと言う方が難しかった。

			「……殿下」

			　どこからともなく聞こえた声に、ベルントは気を削がれたように眉(まゆ)を顰(ひそ)める。

			　視線を戻すと、どこからともなく現れた男が跪(ひざまず)き、彼に叩(こう)頭(とう)していた。

			「なんだ」

			「定期連絡が戻って参りましたので、その報告に上がりました」

			「申せ」

			「は。対象は中央大陸ロンドヴィルにいることが判明しました。存命のようです」

			「殺せ。絶対に生かして帰すな」

			　短く告げるのと、部屋のドアがノックされたのはほぼ同時。

			　ベルントの視線がドアに移るその瞬間には、先ほどまでいたはずの男は影も形もなくなっていた。

			「ベルント、私です」

			「ああ、お待ちください」

			　それまでとは打って変わり、柔らかい態度でドアへと向かい、声の主を招き入れる。

			　ドアの先に立っていたのは、妙齢の女性。

			　その佇(たたず)まいは優雅で、髪の色と鼻筋がベルントとよく似ていた。

			「母上、今日はどのような用件でいらしたのです？」

			「あら、母が愛しい息子の顔を見に来るのに理由がいるのかしら」

			「それもそうですね」

			　笑い合う二人を端から見れば、仲睦まじい親子に見えることだろう。

			　だが、「そう言いたいのは山々ですが」と女は言う。

			「状況はどうですか？」

			「まずまず、と言っていいでしょう」

			「そう。それは重(ちよう)畳(じよう)」

			　一度笑みを返し、すっと目を細めた女の目は冷たく、鋭い。

			　その脳裏に浮かぶのは、普人とは異なる部位や体格を持つ者の姿。

			「……あのような気味の悪い化け物は、すべて滅びてしまえばいいのです」

			　忌(いま)々(いま)しげに、まるで汚物を吐き捨てるかのように告げられたその言葉に、ベルントは苦笑を浮かべた。

			「奴隷として使えば、化け物でも役に立つことはあるのです。母上」

			「分かっています。それでも、あのような気色の悪い連中を同じ人間として扱うなど……。陛下は気が触れたとしか思えなかったのだけれど」

			　足を進めた先、窓の外に広がっているのは、出立の準備を始める増援部隊。

			　女性は広げた扇子で口元を隠し、その裏で深い笑みを浮かべた。

			「陛下も目を覚まされたのでしょう」

			「そうね。そしてあなたは、その目を覚ますよう努めただけ」

			　二人は嗤(わら)う。

			　血(ち)塗(ぬ)られた道の先に輝く栄光を信じて。

			　気分転換もかねて母親を後宮の入り口まで送ったベルントは、執務室へ戻る途中、一人の女と出くわした。

			　はだけた服装に、惜しげもなく色気を醸(かも)し出す豊満な肉体。

			　真っ白なドレスはその美貌に良く似合っているが、その内面を知る者にしてみれば不釣り合いも甚だしい。

			「あらぁ、ベルント殿下ではございませんか。ご機嫌麗(うるわ)しゅう」

			　恭(うやうや)しく腰を折る姿にベルントは侮(ぶ)蔑(べつ)の視線を送るが、彼の視線は確かにその強調された胸の谷間に向かっていた。

			　顔を上げた女と視線がかち合い、顔を逸らしたベルントに女は妖(よう)艶(えん)な微(び)笑(しよう)を浮かべる。

			「殿下がお望みでしたら、私はいつでも構いませんよ……？」

			「黙れ。下賤な女が」

			　その女は、高貴な血を引くわけでも、皇族に益をもたらす技能の持ち主でもない。

			　そんな彼女が城に足を踏み入れることができるのは、ひとえに彼女が第一皇子のお気に入りだからだ。

			　それがどのような人物であれ、不敬罪は適応される。癇(かん)癪(しやく)に巻き込まれては敵わないと、精神的な後退を見せた第一皇子は、気難しい腫(はれ)物(もの)と化していた。

			　そんな彼を宥(なだ)めることができ、何より彼自身が手離そうとしなかった彼女。皇帝は不承不承としながらも居城を認めた。

			　勿論、刺客である可能性を考慮して、監視をつけることは怠(おこた)っていない。

			　もっともそれは、万が一演技であることを警戒したベルントが、第一皇子の監視をかねて送り込んだ刺客でもあったのだが。

			「あらぁ、残念」

			　しなをつくり、端に逸れた女を一(いち)瞥(べつ)してベルントは歩みを再開する。

			　少し歩き振り返ると、男という男に愛想を振りまきながら歩く女の姿があった。

			　監視からの報告も、彼女に伽(とぎ)をさせたという者の話を聞いても、女には裏がなかった。

			　宝石や衣類を求めるのは女としては妥当な欲求、肉体的な快楽を求めるのは下賤な民ゆえとして、彼女からは皇族に取り入ろうという感情が見られない。

			　監視と調査を始めて10年以上。それだけの年月を、全く襤(ぼ)褸(ろ)を出さずに演技をつづけられるだろうか。

			（これ以上は無駄か）

			　彼らに回していた人手を、トリスの始末に宛てる。

			　そう結論付けて、ベルントは執務室へ向け再び足を踏み出した。

			　それが、滅びに向かう道とも気付かずに。

			　

			　女……イザベラは扉の前に立つ衛兵たちに見惚れるような笑みを向け、するりとその合間を縫(ぬ)うようにして扉を開いた。

			　そこは第一皇子の私室。

			　本来であれば彼女が無断で入れる場所ではないが、衛兵もそれを咎(とが)めることなく、扉が閉まるまでその艶(つや)めかしい身体を目で追い、生(なま)唾(つば)を飲むだけだった。

			　何度衛兵たちの間で話題に出たか、もう数えるのもバカバカしい。

			　その殆どは下(げ)卑(び)たものだったが、それを実行できた者はいない。

			　たとえその身が卑しかろうと、皇族の寵愛を受けているのは紛(まぎ)れもない事実だったからだ。

			　扉の向こうに消えてしまった姿に溜(ため)息(いき)を零(こぼ)し、衛兵たちはまた退屈な仕事に戻る。

			　公務からも外され、日がな一日を遊んですごす第一皇子の部屋を訪れるのは、イザベラ以外には身の回りの世話をする侍女しかいない。

			　その顔触れにも慣れてしまい、彼らは変わることのない毎日に辟(へき)易(えき)していた。

			　部署が違えば、せめて国のために力を揮(ふる)えたというのに。

			　そんな愚(ぐ)痴(ち)をわずかな小声で交わす怠慢も、すでに日常の一部。

			　そんな中で、一人がふと気付く。

			「……今日はナタリーちゃん遅いな」

			「ああ、確かに」

			　いつも決まった時間に訪れる侍女の一人が、この日はやってこなかった。

			　城に勤める侍女にしては愛想のいい少女だっただけに、衛兵たちは一(いち)抹(まつ)の寂(さび)しさを感じていた。

			　

			　

			　とある日の昼下がり。

			　リュネヴィル支部のホールを、張り詰めたような空気が包んでいた。

			　ぷぴ、ぷぴ、ぷぴ。

			　踏み出す度に気の抜ける音が鳴り、トレイのグラスがグラつく度に「ああ」「おお」と悲鳴に似た声が上がる。

			　ホールの人々に見守られながら、ついに目的地に辿(たど)り着いた小さな身体は、恐る恐る手を伸ばす。

			「おまたせ、しました」

			「ありがとう」

			　女性客がグラスを手にした瞬間、割れんばかりの歓声がホールに響いた。

			　歓声の中、とてとてと来た道を戻った小さな給仕は、迎えたイリアに満面の笑みを浮かべた。

			「ちゃんとできたね。えらいえらい」

			「えへへ」

			　撫(な)でられた給仕の格好をした幼児……ハクはふにゃりとした笑顔をさらに綻(ほころ)ばせ、それを眺めていた客たちがさらにだらしなく顔を弛(し)緩(かん)させていた。

			「はい、頑張ったご褒(ほう)美(び)だよ！」

			「わぁい」

			　リアから差し出されたパフェに諸手を上げ、受け取ったハクをイリアがカウンター席に座らせる。

			　幼児の身体に転(てん)化(げ)したハクは、まだヒトの形に慣れないのか、行動がおぼつかない。

			　今もパフェを食べているが、その口の周りは酷(ひど)い有様だ。

			「ハク、んー」

			「んう？　ん～」

			　イリアの真似をして口を閉じたのを見計らい、口の周りを拭(ぬぐ)う。

			「お母さんだね～」

			「イリアお母さんだ」

			　その光景を見て囃し立てるラシェルやエリーゼに半眼を向けると、不利を悟った二人はすぐに話題を変えた。

			「いやぁ、やっぱり子供はカワイイね！」

			「いやぁ、全くですわ！」

			「こう可愛(かわい)いと持ち帰りたくなるね！」

			「またまたぁ、ラシェルはもうすぐだったりするんじゃないの～？」

			　焦る二人の様子に悪乗りしたリアがからかい半分で口にした言葉。

			　実にオッサン臭(くさ)い。

			　だが、それを突っ込む間もなく、空気はがらりと変わった。

			「ば、バカじゃないの!?　ほ、ほんと……ばかぁ!!」

			　顔を真っ赤にして慌てふためくラシェル。

			「可愛(かわい)い」

			「愛い奴よのう」

			（まさか、まだ？　いや、さすがに有り得ないか……でもかわいい）

			　スタッフ一同、そんな彼女をにやにやと弄(いじ)り倒していた。

			「ぱふぇあまーい」

			　リュネヴィルでは今日も、平和な時間が過ぎていく。

			　

			　

			　ウィンディア族長連邦に護送されたトルスティは、幾度かの議論を経て、出立の時期に向けて待機していた。

			　各種族の長が集まるこの国の警備は厳重で、ここに来るまでに何度か襲われたものの、この国に足を踏み入れた途端、それは途絶えた。

			　それは単に別の手を考えている可能性や、国の兵が未然に防いでくれている可能性もある。

			　自らの立場は理解しているものの、現状では何もできない自分が歯がゆく、トルスティはその鬱(うつ)憤(ぷん)を晴らすように稽(けい)古(こ)に勤しんでいた。

			「……よし」

			　一通りの基礎をこなして、身体の具合を確かめたトルスティは、本調子に戻ったのを確認して一人頷(うなず)く。

			「元気だねぇ、若人」

			　そう砕(くだ)けた口調で声をかけてきたのは、その言葉とは裏腹に自分と同世代か、少し上に見える程度の青年。

			　その身体的特徴から牛の獣人であることが窺(うかが)えたが、そこに拘(こう)泥(でい)する偏(へん)見(けん)はトルスティにはなかった。

			　なにか、と訴える彼の視線に、獣人の青年は「ははっ」と笑った。

			「いや、元気が余ってるなら手合せ願いたいと思ってね」

			「……」

			　ちらりと窺(うかが)った青年の背後に見えるウィンディアの兵士たちに動く気配はなく、害(がい)意(い)を全く感じないことも含めて、刺客である可能性を排したトルスティは、

			「分かった」

			　と言葉短く了承した。

			　トルスティの木剣に対し、獣人は木製の槍(やり)。

			　単純な間合いでの不利に蹈鞴(たたら)を踏むトルスティに対し、獣人はまるで躊躇(ためら)わずに突っ込んできた。

			　速度の増した突きを既(すんで)のところで躱(かわ)す。

			　しかし間合いを詰めることは、続けて放たれた突きで叶わなかった。

			　続けざまの突きを木剣で打ち払い、体勢を崩したところで一気に接近。

			　間合いが詰められたところで形勢はトルスティに傾いた。

			　――かに見えた。

			「がっ……！」

			　腹にめがけて放たれた膝(ひざ)蹴(げ)り。

			　辛うじて急制動をかけたものの勢いを殺しきることはできず、痛みに思わず身を屈(かが)めたトルスティは、頭上からの圧迫感に目を伏(ふ)せた。決定的な敗因は、槍(やり)は懐が弱いという固定観念と、そこからくる油断か。

			「……参った」

			「ま、回復直後ならこんなもんだろ」

			　獣人の目から見ても、トルスティの動きにはぎこちなさが見て取れた。

			　それは、実践における勘のようなもの。

			　そして、冷静な判断力と同様に命を左右する重要な要素でもある。

			「……あなたは？」

			「俺か？」

			　差し出された手を取り立ち上がると、獣人は快(かい)活(かつ)な笑みを浮かべた。

			「俺はピスクローザ王女が王弟、オリオン・リアラ・ピスクローズ。色々あってあんたの護衛に加わることになった。よろしくな」

			　それから程なくして、彼らはライハンドの隣国、バラムパックスに向けて出立した。

			「交換条件、ですか？」

			「ああ。うちの国の連中は弱くてな～。ライハンドと事を構えようとしてる国の連中は、援軍を出せないなら、代わりに兵(へい)站(たん)や資材の援助と、進軍・輸送経路の融(ゆう)通(づう)をしろと言ってきた」

			　その結果が未開発となっていた森の開拓に繋がっていたのだが、オリオンはそれに待ったをかけた。

			　彼はリュネヴィルで仕入れた情報により、オーブワイト並びにその周辺国、そしてそこに属するギルドと、その他のギルドの姿勢の違いに気付いた。

			　初めは兵力を求めないとしても、状況次第では巻き込まれる可能性は高く、何より皇国の宣戦布告に乗じて攻め込もうとする連中が、ピスクローザにこれ以降も圧力をかけてこないとは思えなかった。

			　そこでオリオンは、その立場を利用してオーブワイト高官と接触。

			　トルスティが生存していること。その護送中に襲撃を受け、受け渡しする予定が狂ってしまったことの愚(ぐ)痴(ち)を耳にした。

			　そこで彼は、襲撃が演技であることを看破した。

			　襲撃を受けたタイミングが良すぎることもあるが、何よりイリアのいるリュネヴィルから出立した護送集団が、簡単に襲撃を受けるとは思えなかったからだ。

			　口ではとやかく言いながら、一度関わった人間を簡単に見捨てることができないのは、彼女の長所でもあり、短所でもあることを彼はよく知っていた。

			「で、戦争自体がすぐ終わる可能性があるから、期間を設けてその間だけはよその国の要求をのらりくらりと躱(かわ)しとけって頼んだんだ」

			「その代わりに、貴方(あなた)が護衛に付くと？」

			　オリオンはトルスティに頷(うなず)きを見せる。

			「王族が動くんだ。それを出汁にすれば、正当防衛……正義を謳(うた)ってる周りの国は強いことが言えなくなるだろ？」

			「それは、確かに」

			「ピスクローザは女王国の女社会だからな。俺の命にさほど価値がないから打てる博打だな」

			　苦笑を交わす二人に、同行している者が引き攣(つ)った笑みを浮かべた。

			「世界が違う……」

			「内容も、状況もな」

			　ふと気付けば、何の事はないように会話するトルスティたちの周囲には、幾つもの襲撃者の死体。

			　呟(つぶや)くように続いた声に、反論できる者はいなかった。

			　そんな彼らの視界に、駆け寄る姿があった。

			　それを認めたオリオンが声をかける。

			「どうだった？」

			「新しい情報は何も。これまでと同様、雇われの野盗でした」

			「ま、だよな……」

			　連携の拙(つたな)さと振る舞いを鑑(かんが)みれば、予想通りの報告だった。

			　とはいえ、それが確認できただけよしとする。

			　部隊を率いる面々が集まり、今後の進路についての変更などを話し合う。

			　個を重視して柔軟な対応がとれる反面、どうしても速度が落ちてしまうギルドらしい光景だ、とトルスティは思う。

			「消(しよう)耗(もう)が狙いでしょうね」

			「ああ。あっちは最終的に国に入れなければいいわけだからな。……ははっ。こっちの嫌がることをしてくるいい作戦だ」

			「笑いごとではありませんよ」

			　オリオンは悪い悪い、と苦笑する。

			　現状維持。

			　その意見が大多数の中で、オリオンは思い出したように告げた。

			「強行軍ってのもありだな」

			「いや、これからの道程を考えれば現実的ではないでしょう」

			「むしろあちらの思うつぼだ」

			　そこでオリオンは不敵に笑う。

			「じゃあ、やられる前にやっちまうか」

			　

			　その後、一泊した一行は、

			「じゃあ、行きますか！」

			　その言葉を合図に、四組に分かれて散開した。

			　やられる前にやれ。

			　その言葉通り、少数による急襲をかけるつもりなのだろう。

			　刺客に奇襲をかける。それは確かに奇策ではあるが、同時に賭けでもある。

			（愚(おろ)かな）

			　決して襲うことはせず、獲物が疲労して弱くなるのを待つつもりでいた男は、一般人には聞き取ることができない笛で仲間へと収集をかけた。

			　これまで嗾(けしか)けてきたならず者とは違い、素人に見つかるほど未熟ではない。

			　全員が集まったのを確認して、刺客たちは目標のグループに襲いかかる。

			「がっ……!?」

			　だが、それは唐(とう)突(とつ)に現れた壁によって阻まれた。

			　衝(しよう)撃(げき)とも異なる体に残る痺(しび)れで雷の魔術を連想した刺客たちだが、詠(えい)唱(しよう)や呪文を口にした姿を見た者はなく、ただその視線のさきでは槍(やり)のような得物を地面に突き刺す男がいるだけ。

			「ははっ、監視してるとは思ったけど、ここまで簡単だと間抜けだな」

			　謀られた。

			　功を急いだ自らの失策を後悔する間もなく、彼らを取り囲むようにして現れた護衛たちが、その得物を揮(ふる)い打ち倒していく。

			　イリアから譲り受けた神槍ヴィシュヴァによって発生した壁の追加効果で満足に動けなかったとはいえ、呆気なく刺客を倒してしまった護衛たちは、何とも複雑な表情を浮かべていた。

			　有体に言って、これが罠(わな)なのでは、という不安さえ感じていた。

			「ま、幸先がいいことに越したことはないだろ」

			「……そうですね」

			　ひとまずの刺客を倒すことに成功した一行は、廃嫡当然となったトルスティの後見人となり、ギルドの登録にも協力したパル公爵領へと向かった。

			　そこで束の間の再会を祝したものの、繋がりがあることが露見しては今後に支障が出ると長居はせず、時期をずらして入国することで周囲の目を誤(ご)魔(ま)化(か)し、皇国内で再び落ち合う運びとなった。

			　湧(わ)いて出るような刺客をやり過ごしながら皇国を目指して数日。

			　皇国との国境の街に辿(たど)り着いた一行は、その宿でとある人物と面会した。

			「こちらが、入国の手引きに協力してくれるラクア・クロスさんです」

			「よろしくお願いします」

			　差し出された手に握手を返すトルスティを含め、一行の表情は硬い。

			　戦時中ということもあり、出入国の管理が一際厳しくなっているのだから無理もないだろう。

			　そんな彼らの内心を察し、ラクアと呼ばれた男は柔らかい笑顔を浮かべた。

			「ご安心ください。皆(みな)さんは、開戦によって立場が危うくなり、逃げてきた避難民ということになっています」

			「なるほど……」

			　だが、その程度であれば、誰でも思いつく擬装だ。

			　そう上手くいくだろうか。

			　不安が払(ふつ)拭(しよく)しきれない一行、しかし男の笑みは揺らがなかった。

			「信じて欲しい、としか言えませんね。ですが、諜報と潜入、擬装は専門分野です。この街の方々とも上手く馴染んでいるんですよ」

			「……分かりました。信じます」

			　他に伝手はないのだから、彼を信じるしかない。

			　そんな硬さを察し、男は笑みを苦笑に変えた。

			「そうそう、殿下はリュネヴィルからいらしたのですよね？」

			「そう、ですが……、それが……？」

			　何かの鍵(かぎ)になるのだろうか。

			　そう首を傾げたトルスティに、男は苦笑いを浮かべながら手を振り、彼の勘(かん)繰(ぐ)りを否定する。

			「いえ、あの街の様子が聞きたかっただけなんです」

			「様子、ですか？」

			「ええ」

			　男は首(しゆ)肯(こう)し、

			「実は少し前、あそこに住んでいまして。とは言っても、今と違って嫌われ者の役でしたけどね」

			　照れくさそうな、そしてどこかバツが悪そうな笑みを浮かべた。

			　

			　翌日。

			　共通の話題ができたことで話が弾み、出立の頃には彼らもいくらか緊張がほぐれていた。

			　むしろその様子が国境を守る兵士たちには「国を追われた不安」と映ったようで、励(はげ)ましの言葉さえかけられた。

			　なにより、昨(さく)日(じつ)の言葉を証明するかのように、ラクアの言葉を兵士たちが全く疑おうとしていなかったのが印象的だった。

			「……しかし、なんか変な感じだな」

			　そうぼやいたのはオリオン。

			　彼や他の獣人らは隠(いん)蔽(ぺい)の魔術を使い、普人に化けている。

			　あるのにない。

			　その感覚にどうしても違和感を覚えてしまう彼が馴染む間もなく、彼らは皇国での第一拠点となるラクア・クロスの住居に到着した。

			　一行をまず出迎えたのは、怜(れい)悧(り)な印象を受ける妻という肩書を持った女性。

			　そして、案内された先の食堂には、柔(にゆう)和(わ)な笑みを浮かべる別の女性がいた。

			「……！」

			　他の男たちが目を奪われたのとは別の理由で、トルスティは目を見開いた。

			「そのご様子ですと、覚えておられたのですね。……皆(みな)様、遠路はるばるよくぞお越しくださいました。故あってこの場に来ることができない主に代わり参りました、イザベラと申します」

			　全員に向かってお辞儀した後、もう一度トルスティに視線を移した彼女は、柔らかい笑みを浮かべた。

			　そんな二人の様子を見て、護衛の一人が思わずといった様子で訊ねた。

			「……お知り合いですか？」

			「え、ええ」

			　いくらでも偽(いつわ)ることのできる名前はともかくとして、身体的な特徴から考えれば、まず間違いない。……だろうとは思っている。

			　しかし、その淑女然とした振る舞いや涼しげな雰囲気が、最後に城で見た数年前とはまるで違っていた。

			　城で見た、まさに彼が嫌(けん)悪(お)する女性像そのものだった彼女が演技だったのだとすれば、彼女の言う主とは誰なのだろう。兄に彼女をつけた人物なのだろうか。

			　困惑するトルスティをよそに、一行はテーブルに着き、中央に広げられた地図をしげしげと眺めていた。

			　地図と言えば、国にとって軍事的にかなり重要な情報となる極秘事項だ。

			　簡易なものであれば民間にも広まってはいるが、詳細を隈なく網羅したものは国の中枢以外には持ちえない。

			　それが今、目の前にある。

			　それは、彼女の主が国の中枢にいることの証左だった。

			　そして、時期をずらして入国していたパル公爵が到着したのを見計らい、イザベラは皆に見えるよう一枚の紙を差し出した。

			「これが目録でございます」

			「目録？」

			　トルスティの声に頬笑みを返し、イザベラは返答する。

			「今回の戦争に反対している諸侯の目録です。彼らの下に直接出向き、殿下の生存を秘密裏に広めます」

			「直接回るのか？」

			「はい。登城した際に、殿下の存在を肯定する人間は、多ければ多いほど都合がよろしいでしょう」

			　危険を冒す価値を認める面々だが、肝心な問題が浮上した。

			「しかし、その登城はどうする？　殿下の名ではそもそも罠(わな)と勘(かん)繰(ぐ)られてしまうだろう。諸侯の紹介として近づこうにも、強硬派……特に第三皇子殿下がそれを許すまい」

			「そこはすでに解決済みです」

			　言ったのはラクアで、公爵は怪(け)訝(げん)な表情を浮かべる。

			　その表情から内心を察し、彼は笑みを浮かべた。

			　第三皇子の横やりが不安要素なら、口が出せない相手が手を貸せばいい。

			「そのために、殿下には一度ウィンディアに来訪していただいたのですから」

			「ウィンディアが……。そうか」

			　あらゆる種族の長が集まる族長連邦には、当然普人族の長も席を並べている。

			　いくら普人以外の人種を毛嫌いしていようと、普人族代表の使者となれば、さしもの皇国も無視することはできない。

			「では、あとは……」

			「ええ。あちらも反戦派との接触を警戒しているはず。目録の諸侯たちが治める街に足を踏み入れれば、間違いなく刺客に発見されるでしょう。そうなれば、殿下はこれまで以上に狙われます。あちらも必死でしょうから」

			「それは覚悟の上だ」

			　言って目を伏(ふ)せ、トルスティは頭を下げた。

			　息をのむ声がする。動揺を表すような身動ぎする音がする。

			　それでも、言わずにはいられない。

			「……その覚悟を皆に強いるのは心苦しい。だが、我が身の不始末で起こったこの戦争、早期終結のためにも、皆の力を貸して欲しい」

			　束の間の静(せい)寂(じやく)。

			「残念だけどな」

			　それを破ったのは、唯一の獣人……オリオンだった。

			「俺は同情や義侠心でここにいるわけじゃない。利害が一致したからだ」

			「正直に言ってしまうと、ギルドもそうですね。我々は貴方(あなた)を利用している立場だ」

			　顔を上げたトルスティの目に映ったのは、彼らの浮かべる力強い笑み。

			「俺はその利益を損ねないよう、全力でお前を護衛する。だから、お前も全力で俺の利益になれ。それ以上何を望む？」

			「少なくとも、我々ギルド連合はそれ以上を望みません。それが、我々の最大の利益となるのだから」

			　彼らの言葉、表情。

			　それらを受けたトルスティも、また笑う。

			「全力を尽くすことを誓う。精々利用してくれ」

			　彼らの意思はここで統一され、今後の進路についての協議も白熱する。

			　それらも無事に終わり、一刻も早い休息をと解散したところで、トルスティは会議室を出ようとする人物に声をかけた。

			「イザベラさん」

			「あら、殿下。何かご用でしょうか」

			　意外そうな表情を浮かべるイザベラはかつて城で見た姿と同じもののように感じ、トルスティは眉(まゆ)を顰(ひそ)めた。

			　ただ、それは以前のような彼女の態度に対する不快感ではなく、自身の未熟さに対する悔い改めるような感情から来たものだった。

			「……君の演技を見破ることもできず、酷(ひど)いことを言ったこと、申し訳なく思っている。すまなかった」

			「……お変わりになりましたね」

			　イザベラは緩(ゆる)く微笑(ほほえ)み、改めて彼に向き直る。

			「謝罪は確かにお受けしました。でも、許しません」

			「！」

			「その言い方だと、まるで演技でなければ謝らないって言ってるようなものですよ？　城にお勤めの方は皆(みな)高貴なお生まれの方とは存じておりますが、下々の者を相手にするとしても、もう少し腹芸を学ばれた方がよろしいかと存じます」

			　笑顔で紡(つむ)がれる諫(かん)言(げん)に激昂するでもなく、トルスティは「そうだな」と肯定した。

			「君の言う通りだ。……俺は、女性に偏(へん)見(けん)を持っていたと、気付かされたよ」

			　そう言って恥じ入るように、だがどこか柔らかい笑みを浮かべたのを見て、イザベラはくすりと笑みを零(こぼ)した。

			「素敵な女性と巡り合えましたか？」

			　返ってくる言葉はなかったが、その表情は明らかに「なぜわかった」と書いてあった。

			　女性に対する意識は女性にしか変えられないことは明らかだが、それを告げても面白くないと、イザベラは一考してから言葉を続けた。

			「分かりますよ。古今東西、名君を暗(あん)君(くん)へと変(へん)貌(ぼう)させた例も、逆に暴君を名君に変えた例もあるくらい、女性の影響というのは大きいものですから」

			「そ、そうか……。君は、兄上にとっていい影響を与えていそうだな」

			　思わぬ反撃にイザベラは目を瞬かせたかと思うと、すぐに以前のような妖(よう)艶(えん)な笑みを浮かべた。

			「どうでしょう？　先ほどの私も、演技かもしれませんよ？」

			　呆気にとられたトルスティに満足したのか、イザベラはそのまま一礼して退室した。

			　答えを告げることなく去ってしまった彼女の姿を、一人の受付嬢の姿とダブらせたトルスティは力なく苦笑を浮かべた。

			「……本当に、分かっていた気になっていただけだな。私は」

			　女性のこと。そして、自分のことも。

			　今考えるべきはそこではないと、頭(かぶり)を振って退室し、トルスティは今後のためと早めの床に就いた。

			　

			　

			　錬金術による生成以外にも、裁(さい)縫(ほう)のスキルを持つイリアにとって、衣服を仕立てることは難しいことではない。

			　それでもハクが支部の女性従業員の制服ばかりを着たがるのは、単純にイリアとお揃いが嬉しいからだろう。

			　その姿は、まるでミニチュアのイリア。

			　むしろ本人よりも愛嬌があり、良い意味で子供らしい性格から、見事マスコット化が進んでいた。

			　だが、

			「カティ、離しなさい」

			「やだ。持って帰る」

			「カティ？」

			「……ぶう」

			　一部従業員には、悪い影響を与えていた。

			　カティから解放されたハクは、イリアに駆け寄る足を一旦止める。

			　何事かと周囲が見つめる中、カティの下に戻ったハクは、彼女を慰めるようにその頭を撫(な)でた。

			　可愛(かわい)い。天使だ。マイスウィートエンジェル。絶対に嫁にはやらん。

			　日本の文化であれば、皆がそう呟(つぶや)くだろう。

			　離れていくハクの背中を見つめるカティは、まるで巣立つ子を涙ながら見送る親鳥のようであったとかなかったとか。

			　だが、単なる昼食である。

			　お子様ランチのようなハク用の昼食が終わると、ラシェルがグラスを置いた。

			　グラスに満ちるのは鮮やかな緑色のジュースで、小さな気泡がシュワシュワと音を立てている。

			　初めて間近で見るメロンソーダに目を輝かせたハクは、小さな手で落とさないよう両手でグラスを掴(つか)み、口につけた。

			　その甘さに頬を綻(ほころ)ばせながら、ハクはほんのわずかな驚きを含ませた目でラシェルを仰(あお)ぐ。

			「ぴりぴりする」

			「そうだねっ……！」

			　その純真さに思わず抱きしめるラシェル。

			　彼女を咎(とが)める声こそなかったものの、羨(うらや)ましそうに見る視線があった。

			「これは奥さん、いよいよ本気でお子さんが欲しくなったのではなくて？」

			「ええ奥様。きっと赤髪の可愛(かわい)らしいお子様でしょう」

			　リアとシンシアも、その中の一人である。

			　さぞ赤くなり、可愛(かわい)らしい反応を見せてくれるだろう。

			　そんな彼女たちの思惑は、

			「うへへへへ……」

			　と、だらしない笑みという、二つの意味で非常に残念な結果によって裏切られた。

			　ハクのあまりの可愛(かわい)らしさにトリップしたのだろうか？

			　いや違う、と彼女たちは断ずる。

			　すでにラシェルの手はハクを抱いておらず、両頬に添えられて、その視線は宙を仰(あお)ぎ、しかしここではないどこかを幻視しているようではないか。

			「「　……くぅっ!!　」」

			　彼女たちは自らの敗北を察した。

			　そのだらしなく弛(し)緩(かん)した表情は女子が見せていいものではない。

			　だが今この時、幸福のただ中にある彼女にとって他者の視線など眼中にない。

			「「　これが勝者かっ……!!　」」

			　眩(まぶ)しいものを避けるように顔を背ける彼女たちは、

			「遊んでないで仕事仕事」

			「「　はーい　」」

			「うぇへへへ……」

			　いまだ現実に戻らないラシェルを置いて、業務を再開した。

			「どうしたの？」

			「なんでもないよ」

			　器用にハクの耳と目を塞いでいた手を離し、イリアはその柔らかな金色の髪を撫(な)でた。

			（まったく……）

			　ハクに妙な影響を与えられては敵わない。

			　イリアの苦労は絶えないが、今日も今日とてリュネヴィルは平和であった。

			　

			　

			　砂漠に響く雷鳴。

			　炎よりも熱いその火の因(いん)子(し)により、砂漠の土因(いん)子(し)が変化し、ガラスのような石を生成する。

			　そんな現象には目もくれず、ヒトの焼ける臭(にお)いに顔をしかめながら、崩れた陣形を掻い潜(もぐ)るようにして走る姿があった。

			　その速さは、まるで雷。

			　その姿を捉(とら)えることもできず、急所を突かれ、切られ、血を吹き出しながら幾つもの死体が築かれていく。

			　混乱する人々の頭上で光が収束。

			　やがて柱となって降り注ぎ、鎧(よろい)ごとぐずぐずに溶けた人柱を量産した。

			「っぶねぇだろ、ジル！」

			「……魔術の下にいたあんたが悪い」

			　唐(とう)突(とつ)に現れた青年に驚いた様子も見せず、女性は半眼で彼を睨(にら)む。

			「どいて。害虫駆(く)除(じよ)はここだけじゃないんだから」

			「かはは！　確かに五月蠅いだけで無能な虫みてぇなもんだな、普人なんてのはよ」

			　そう言って振り返る青年の目は、攻め入る皇国の兵士たちに向けられていた。

			　青年の名は、ジャイルズという。

			　獣人の中でも特に脚力に優れる猫の獣人であり、風と土の魔術を併用することで身体能力を超えた速度で戦場を駆けることから〈神速のギル〉の異名を持っていた。

			　対して、女性の名はジル。

			　その腕に翼はないが知力に富んだ梟(ふくろう)の鳥人であり、〈大破壊のジル〉の異名は、その並外れた魔力により発動される魔術が、常識を超えた範囲と威力を持つことに由来する。

			　ギルによる斥候とかく乱。

			　ジルによる殲(せん)滅(めつ)。

			　皇国による侵略行為に彼らが参戦したのは、その能力による相性だけではない。

			　普人に対する嫌(けん)悪(お)。侮(ぶ)蔑(べつ)。

			　普人に対する憎悪。復讐。

			　殺すことを躊躇(ためら)わないその意思こそが、万の兵を前にして彼らを奮い立たせる原動力となっていた。

			「普人が優秀な種族だぁ!?　粋がってんじゃねぇぞ、このゴミ屑(くず)が!!」

			　すでに血に塗(まみ)れた剣を捨て、死体から奪った剣を以って獲物を狩る。

			「ん？」

			　魔術の息継ぎに足を止めると、傍(そば)に身動ぎする姿があった。

			　這(は)い蹲(つくば)り、助けを求めるように伸ばされた手にギルは剣を下ろす。

			「みっともねぇ。ほんと虫みてぇだし、普人サマにはヒトとしてのホコリはないんですかー？」

			　けらけらと笑う青年に、眼下の兵は涙を流しながら恐怖の籠(こも)る視線を送る。

			「いのち、命だけは……！　故郷には、妻と娘が――」

			「虫の生態に興味はねぇよ」

			　剣を首に突き立て、新たに剣を拾ったギルは、吹き付ける熱風に顔をしかめる。

			　そちらに目を遣れば、他のギルド員や普人の兵が発動した魔術をかき消すような、巨大な火球が生まれる光景が見えた。

			「おーおー、あいつもはりきってるねぇ」

			　火球が霧(む)散(さん)して、一帯の兵が死に絶えたことを確認すると、ジルは別の獲物を探して視線を移す。

			「……見つけた」

			　今度はどの魔法で殺してやろうか。

			　彼女は乾いた唇をなめながら思案する。

			　できるだけ苦しめてから殺そう。できるだけ痛めつけてから殺そう。できるだけ脅えさせてから殺そう。できるだけ後悔させてから殺そう。

			　目を爛(らん)々(らん)と輝かせ、彼女は詠(えい)唱(しよう)を紡(つむ)ぐ。

			　どろどろに溶けた砂に足を取られ、皇国の兵たちはもがきながら沈んでいく。

			「死ね。死ね。死ね。死ね。死ね」

			　その様を恍(こう)惚(こつ)の笑みで眺めながら、口から洩(も)れるのは呪(じゆ)詛(そ)のような呟(つぶや)き。

			　開戦から、約七日。

			　幾つかの戦場を渡り歩いてきたが、一向に満たされる気配のない心の渇(かわ)きを感じながら、ジルは次なる獲物を探した。

			　そして、その双(そう)眸(ぼう)は妙な光景を捉(とら)えた。

			　それは人が道を譲るように分かれていく様。

			　できた人垣の向こうから、やってくる姿があった。

			　翻(ひるがえ)るマント、鈍った様子のない鎧(よろい)。乗る馬もどこか堂々としていて、乗る人物からは何か妙な雰囲気を感じた。

			「……んだ？　あいつ」

			　当然、ギルもその様子を見ていた。

			　偉そうなやつ。ならば大将格か。

			　そう判断した青年は駆けた。

			　駆けて、その首を狩るだけ。

			　そのつもりだった。

			　人垣の中を駆けても誰も反応できていない。

			　その様に嗜(し)虐(ぎやく)の笑みを浮かべ、ギルは馬上の男の首めがけて剣を揮(ふる)った。

			（なっ……！）

			　直後に彼が感じたのは、人を切る感触ではなく金属がぶつかる鈍い痛みを伴う衝(しよう)撃(げき)。

			　ついで、馬上の男が自分を睥(へい)睨(げい)していることに驚く。

			「……貴様か。神速のギルとやらは」

			「普人サマに名前を憶えてもらえるたぁ光栄だねぇ」

			　言葉を交わすつもりは毛頭ない。

			　ただ油断を誘い、その隙を突く。

			　瞬きの間に男の背後に回ったギルは剣を振り上げ、

			「――は？」

			　そのままの形で固まる、自らの身体を視認した。

			　頭の離れた体からは血が噴(ふ)き出し、やがて崩れ落ちる。

			「速さが自慢なのだろう。ならば疾(と)く逝(い)ね」

			　その言葉の意味も理解できないまま、神速のギルは絶命した。

			　沸き立つ兵。

			　その頭上に、無数の岩が出現した。

			　それはやがて地上に降り注ぎ、辺り一帯を穿(うが)つ槍(やり)となる。

			　――はずだった。

			　馬上の男が左手に持つ剣を揮(ふる)うと、岩はその存在を一斉に無に帰した。

			「な、なんで……」

			　あらん限りの魔力を以って魔術を発動する。

			「なんでよっ……」

			　あらん限りの知識を以って魔術を行使する。

			「なんでよ!!」

			　そのすべては効果を成(な)さずに霧(む)散(さん)し、やがてジルの目の前には、自分を見下ろす男がいた。

			「汝が〈大破壊のジル〉か」

			「……そうよ」

			　彼女は応える。

			　男を睨(にら)み殺すかのように、震える身体も厭(いと)わずに。

			「そうよ！　私は〈大破壊のジル〉！　あんたたち普人をこの世から消す、大魔導師だ!!」

			「その意気やよし」

			　マントの懐から短剣を取り出し、ジルは駆ける。

			「だが、大言を吐くにはあまりに卑小」

			　突き出した短剣は男に届くことはなく、男の剣が彼女の胸を貫(つらぬ)いた。

			　血を口から流し、涙を赤く染めながらも進もうとするジルの身体を、男が薙ぎ払う。

			　砂の上に転がった身体は言うことを聞かず、ジルの視界にはただ透き通るような空だけが広がっていた。

			　次第にぼやけていく視界。遠く聞こえる歓声が雨音のようで、

			（雨は、嫌だな……）

			　とジルは苦笑を浮かべる。空に伸ばした腕には、失ったはずの翡(ひ)翠(すい)色の羽。

			（空が……飛びにくいから……）

			　戻れない過去と混(こん)濁(だく)する意識の中、大破壊のジルは息を引き取った。

			　戦場を支配していた恐怖をいとも容易(たやす)く打ち払ったその存在に、兵士たちは胸をうち震わせる。

			　神速そのものを路傍の石とするハルディア。

			　魔術を打ち消し魔術師を木偶とするライル。

			「あれが、神剣……！」

			「まさに神の如き力！」

			「「「　皇帝陛下万歳!!　皇国に栄光あれ!!　」」」

			　兵たちの声は砂漠を揺るがすほどの叫びとなり、戦域全体では未だ優勢だったにも拘(かかわ)らず、その雰囲気に呑まれた対皇国連合は退却を始めた。

			　皇帝自らによる、連合最大戦力の討(とう)伐(ばつ)。

			　その知らせは皇国軍を勢いづかせ、自身よりも強力な二名の二の舞になるのでは、という恐怖心が連合の戦意を削いだ。

			　結果、連合の被害は拡大し、皇国軍の進攻を許すこととなる。

			　だが、連合もただ手をこまねいているわけではなかった。

			　数的有利を利用して多方面からの攻撃を開始。皇国軍の勢いを利用し、わざと敗走を繰り返すことで戦線を引き延ばす。

			　複数に広く延びた戦線により、神剣による戦力の無力化を避け、同時に攻勢をかけることで皇国軍同士の連携を取りにくくする。

			　あえて攻めきらない様子を見せ、「背中を見せれば潰(かい)走(そう)する」と意識させることで退却させず戦況を膠(こう)着(ちやく)状態に維持させた。

			　戦時中とはいえ、国は絶えず動いている。

			　家臣だけではすべての政務を回すことはできず、皇帝は已むなく城へと帰還した。

			　束の間の休息を挟み、公務や政務を執り行う。

			　そしてその中には、ウィンディアより送られた使者との謁見も含まれていた。

			　

			　

			　ウィンディア族長連邦より送られた使者との面会はかねてより計画されていた謁見であり、宣戦布告に関する内容である旨(むね)は書状にも書かれていた。

			　撤回の要求であれば棄却する。

			　トリスの返還についてであれば尚更だ。

			　だが、普人という種の存在を大義に掲(かか)げているため、普人の代表者を名乗る者の言葉をただ破り捨てることはできない。

			　そんな策を忌(いま)々(いま)しく感じながら、皇帝は玉座に着いて使者の到来を待った。

			「ウィンディア使節団、入場！」

			　声が謁見の間に響き、人の数倍はある大きな扉が徐々に開かれていく。

			　その先には、数名の人物が叩(こう)頭(とう)していた。

			「よくぞ参られた。面(おもて)を上げ、進み出でよ」

			　宰相の声で使節団の面々が顔を上げると、皇帝は目を見開いた。

			　一歩一歩、確かな歩みで進むその姿を、見間違えるはずがない。

			「……」

			　立ち上がり、何かを言おうとするが声が出ない。

			　そんな皇帝の姿に動揺する者もいれば、皇帝同様、使節団にいる人物を見て驚(きよう)愕(がく)を露わにする者もいた。

			　中でも顕(けん)著(ちよ)だったのは第三皇子だ。

			　彼は一歩身を引いて、自らの影を呼ぶ。

			　その間にも、使節団は所定の位置に着き、片膝を突いて叩(こう)頭(とう)する。

			「この度は、拝謁をお許しいただき恐悦至極に存じます」

			　通常、言葉のやり取りを交わすのは皇帝の許しを得てからというのが慣例ではあったが、今それを咎(とが)める余裕のある者はこの場にはいなかった。

			「……トリスか」

			　皇帝がようやく口にできた言葉は、それだけだった。

			　その言葉を向けられた人物は顔を上げ、

			「はい。……皇帝陛下」

			　肯定した。

			　なぜ。どうして。

			　そんな呟(つぶや)きの合間から聞こえる喜びの声。

			　まずい。

			　本能的に状況の不利を察した第三皇子ベルントは、自己を抑制する間もなく叫んでいた。

			「偽物だ！」

			　視線が第三皇子に集中する。

			　その圧力に半歩足を退いたものの、もう止まる選択肢は彼にはなかった。

			「なぜ皇国の皇子がウィンディアの使者を名乗る！　陛下！　これはウィンディアの差し金です！　我らの戦意を削ごうという卑劣極まりない罠(わな)です！」

			　膠(こう)着(ちやく)状態に陥(おちい)り、疲(ひ)弊(へい)からくる終戦の機運が城の中にあったこともあり、その言葉には一応の説得力があった。

			　そう理解しているからだろう。

			「……と、申しておるが」

			　そう問いかける皇帝の言葉には、迷いがあった。

			「変装などの魔術の類(たぐい)であれば、音食みの神剣で簡単に解くことが可能でしょう」

			　その声は、全く別の方から聞こえてきた。

			　声の主を探して視線が集中した先は、皇族の集まる一角。

			　その人物に、謁見の間は二度目の驚(きよう)愕(がく)に包まれた。

			「おや。私が発言することがそれほど珍しいですか？　その内容はともかくとして、幾度となく口を挟んできたと記憶しているのだが」

			　愉快そうに笑みを造る人物は、第一皇子その人。

			　その視線は鋭く、纏(まと)う雰囲気に以前のような無邪気さはなく、むしろ気圧されるような風格があった。

			　動揺に包まれる謁見の間に、第一皇子アルフォンスが一歩足を踏み出す。

			「皇帝陛下。私も兄として末弟の帰還は同(どう)慶(けい)の至り。彼の者が偽物であるか、ぜひお確かめください」

			「魔術でなくとも、顔を似せる術がある！　そのような危険な真似を皇帝陛下にさせるおつもりか！　貴様も偽物ではないのか!?」

			　第三皇子の言葉に、さらなる動揺が広がる。

			　だが、当の本人は肩を震わせ、

			「くく……ははは！」

			　と笑い声を上げた。

			　見下していた者に嘲(ちよう)笑(しよう)されているように感じ、ベルントの頭に血が上る。

			「何がおかしい!!」

			「ならば問おう！　私が偽物であるならば、なぜこの場で名乗りを上げた！」

			「それはっ……、っ……！」

			　答えられるわけがない。

			　間(かん)諜(ちよう)として皇族に入り込むこと。

			　皇族の殺害を企てること。

			　どのような可能性を鑑(かんが)みても、彼が偽物であった場合、現状で注目されるのは不利益しかない。

			　まして、確実に不審を抱かせる、これまでと全く異なる態度をとるのであれば尚更だ。

			「自ら否定するような可能性を口にしてまで私を……トリスを否定する理由があるのだろう？」

			「な、何を馬鹿な。私は、皇帝陛下の安全を――」

			「貴様の身の安全だろう。イザベラ!!」

			「はい、殿下」

			　その声と共に大扉の前に姿を現したのは、拘(こう)束(そく)されている男と、その紐(ひも)を握るイザベラだった。

			　彼女たちが近づく一方で、皇帝は第一皇子に声をかける。

			　その声は、動揺を隠しきれずにいた。

			「アル……アルフォンス。これまでの振る舞いは演技だったのか？」

			「はい。命を狙われていたとはいえ、陛下を欺いたこと、心より謝罪申し上げます」

			　思わず玉座に座り込んでしまった皇帝は、膝を突いた手で蟀(こめ)谷(かみ)を押さえる。

			「名乗りを上げたということは、その危険性はなくなったと考えていいのだな」

			「はい。私同様、命を狙われていたトリスも帰還しましたゆえ、全てを明らかにしたいと存じます」

			「……許す」

			　皇帝の承(しよう)諾(だく)を得て、一度頷(うなず)いたアルフォンスはベルントに視線を移す。

			　その鋭さにたじろいだ姿を見て、アルフォンスは軽く口端を上げた。

			「だ、そうだ。では、語ってもらうとしようか。貴様の罪を。貴様の影からな」

			「……妙な言いがかりはやめていただきたいものだ、兄上」

			「言いがかりではないさ。なぁ？　イザベラ」

			「はい。殿下」

			　かつての様子とは打って変わり、恭(うやうや)しく礼をとる彼女の姿に、見惚れる者、嫌(けん)悪(お)を示す者、怯(おび)えを隠す者、反応は様々だった。

			　そんな各々の態度には一切見向きもせず、アルフォンスは彼女に目配せして、イザベラは一度頷(うなず)いて拘(こう)束(そく)した男に声をかける。

			「貴方(あなた)の名前と仕事を教えてください」

			「……私の名は、トーリ。諜報、情報収集、暗殺などの仕事を請(う)け負う影を統括し――」

			「なんだ、この茶番は!!」

			　抑揚のない声を遮(さえぎ)るように叫んだのは、第三皇子ではなく諸侯の一人だった。

			「茶番とはどういう意味かな？　ベス卿」

			「どうもこうもありませんぞ！　そのような証言、用意すればいくらでも――」

			「ベス卿。それは私の用意した証人が、虚言を弄(ろう)していると貴殿は言いたいのだな？」

			　正面から射(い)貫(ぬ)かれるように告げられ、二の句が継げずにいる男に、アルフォンスは笑みを返した。

			「その疑問は御(ご)尤(もつと)もだ。ならば、貴殿の身でイザベラの力を立証してもらおうか！」

			　その声に呼応するように、イザベラはベスへと歩み寄る。

			「な、何をする気だ……！」

			「簡単なことだ。彼女は精神干(かん)渉(しよう)の魔術が得意でね。幻覚に幻聴、自白なんてこともさせられるのさ」

			「なっ」

			　自白。

			　その言葉に驚(きよう)愕(がく)すると同時に、その側頭部に伸びる白い手。

			　イザベラが撫(な)でるように這(は)わせると、ベスの身体は弛(し)緩(かん)し、目が虚ろとなって生気が消えた。

			　その姿は、まさに拘(こう)束(そく)されている証言者、トーリと同じだった。

			「さぁベス卿、教えてもらおうか。誰に野次を飛ばせと命じられた？」

			「――」

			「戯れもそこまでにしてもらおうか、兄上」

			　口が開くよりも先に聞こえてきた声に、アルフォンスは「待機しろ」と言葉短く命令してから向き直る。

			　その表情に動揺は一切なく、まるで予想していたと言わんばかりの涼しげな様子が、声の主……第三皇子の神経を逆なでする。

			「ほう？　戯れか」

			「そう。貴方(あなた)はその女の力が精神操作だと言った。ならば、意のままに言葉を吐かせることも容易(たやす)いのではないか？」

			「なるほどなるほど」

			　あからさまな感心を示す兄に、ベルントは不快感を隠しきれずに眉(まゆ)を顰(ひそ)めた。

			「……なにがおかしい」

			「いやいや。おかしくはないさ。ならば、貴様にもその言葉が正しいかどうか、調べる機会を与えてやろう」

			　何を馬鹿なことを。

			　ベルントはたっぷりの嘲(あざけ)りを含めて口端を上げた。

			「……ふん。私に術をかける気か？」

			「まさか。それでどうして疑いをはらすことができる？」

			　弟の笑みが消え、再び空気が張り詰めるなか、アルフォンスは涼しげな表情で口を開いた。

			「方法は簡単だ」

			「なに……？」

			「貴様もコイツに質問をしてみるといい」

			　その提案を受け、第三皇子は内心で舌打ちした。

			　都合のいいように証言するよう操っているのだとすれば、全く関わりのない質問をすればいい。

			　だが、本当に真実を自白する魔術であれば、それを証明することになってしまう。それでは本末転倒だ。

			　なにより、この十余年の月日を騙(だま)し通してきたのだから、そのような魔術師が側にいてもおかしくはない。その可能性を捨てたことを後悔するよりも、むしろ十余年もの間、蔑(さげす)んだ目を向けられ、心ない言葉で罵られてもじっと機会を待ち続けてきた二人が異常と言えた。

			　しかし、そんなことは今は問題ではない、考えるべきは「どうすればこの状況を、危険を冒さずに凌(しの)ぐことができるか」だ。

			　その思考を先読みしたように、アルフォンスが口を開く。

			「本当に自白の可能性も考慮した問いを考えろよ？　私にとって都合の悪い回答であり、なおかつ私の知る由(よし)のない内容が望ましい。それを引き出せればお前の勝ちだ。……ただし」

			　そこで言葉を切り、笑みを消す。

			「できなければ、これまでのツケ。全てその身に降りかかると思え」

			　そして告げられた言葉には、肉親に向ける一切の感情は含まれていなかった。

			　ことが都合よく運びすぎたことで生じた慢(まん)心(しん)。侮(あなど)っていた相手に見下されることへの憤(いきどお)り。

			　それが彼を余計に動揺させ、簡単な思考も阻(そ)害(がい)する。

			　起死回生の問い。そればかりが頭の中を支配する。

			「ぐっ、……くそ……！」

			「ふっ」

			　その結果、それまでこなせてきた単純な化かしあいすらも、彼の念頭から消えていた。

			「否定しないのだな。自らの行為を認めたようなものだぞ？」

			「なっ……！」

			「もうよい」

			　失望と屈辱。

			　睨(にら)み合う皇子たちの張り詰めた空気は、皇帝の声によって霧(む)散(さん)した。

			　誰もが、この混乱した場が収まるのを願っていた。

			　それだけに、どこか泰然としたような皇帝の姿に当惑する。

			「……もうよい、アルフォンス。以前のお前であれば、証拠を全て揃えた上で行動を起こすはずだ。違うか？」

			「ご指摘の通りでございます」

			　事もなげに返って来た肯定に、皇帝は小さく息を吐いた。

			　そこにあるのは、後悔する権利もない自分への失望。

			「……なんと、愚(ぐ)にもつかぬ顛(てん)末(まつ)か」

			「ち、父上！」

			「これ以上の醜態を曝(さら)す気か、ベルント」

			　まずい、まずいまずいまずい。

			　これまで積み上げて来たもの、目の前まで届きそうになっていたもの。

			　それらを手放すまいと、第三皇子は必死に頭を巡らせる。

			　そして、思い至る。

			　この人は、戦争を引き起こす理由にするほど身内に甘い。

			　ならば、そこを突くしかない。と。

			「私は、私は皇族としてっ!!」

			「血の尊(とうと)さを掲(かか)げながら、血の繋がりを蔑(ないがし)ろにする……！　そればかりか肉親を騙(だま)し、貶(おとし)める者が一族を語るか!!」

			　ちがう、僕のせいじゃない。

			　僕が悪いんじゃない。

			　皇帝の気迫に呑まれながらも、ベルントは希望にすがる一心で声を上げる。

			　このままでは終わってしまう。

			　僕は頂に座るべき人間。こんなところで終わる人間じゃない。

			　ここさえ乗り切れば、まだ可能性はあるはずだ。

			「お、お待ちください！　私は、私はただ母の言葉に従い――」

			「そうか。ならば汝が何よりも尊(たつと)び優先する汝の母と共にフェリュッケの家名を名乗り、生涯を刑務に服すがいい」

			「ぁ――」

			　廃嫡。

			　それは、彼にとって存在意義を失うと同義だった。

			　茫(ぼう)然(ぜん)自失として、力なく両膝から崩れ落ちた元第三皇子に、歩み寄る者は一人としていなかった。

			　そして、皇帝もまた力が抜けたように玉座に腰を下ろした。

			　長子の演技とその原因。次子の愚(ぐ)行(こう)と蛮行。

			「私は、何も分かっていなかったのだな……。この様で神の末裔などと……。笑わせる」

			「陛下……」

			　そして、目の前にいる息子。

			　その母は普人と変わらない容姿ではあったが、わずかながら獣人の血を引いていた。

			　生まれた子が普人であったことに安(あん)堵(ど)したのも束の間、その特異な体質が見つかり、東奔西走しながら色々なものを試し、抑え込むことができる腕輪を見つけた時には本当に安(あん)堵(ど)した。

			　母が他界し、自身以外の守りがなくなったことを憂(うれ)い、城から遠ざけた時の悲しみに満ちた視線はいつまでも忘れられなかった。

			　泣いていないだろうか。寂(さび)しい思いをしていないだろうか。

			　小休止のみならず、執務中にさえそんなことを思ったのは一度や二度ではない。

			「トリス……。まだまだ子供だと思っていたが……。よくぞ、ここまで大きくなってくれた」

			「……父上」

			　出かけた言葉を飲み込み、トルスティは一度目を伏(ふ)せ、顔を上げる。

			　守られていた。

			　そう理解できるだけ進歩したのだと実感する一方で、それに気付けなかった我が身の未熟さを思い知り、そして父の優しさが胸にしみるようだった。

			　だからこそ思う。

			　この人を超えたい、と。

			　もう、守られているだけの子供ではない。子供であってはいけない。

			　この人に、他の誰かに認められるためではなく、自分自身を、他ならぬ自分が認めるために。

			「……父上。私は、神の力だけが……神剣だけがすべてだと考えていました。血の繋がりではなく、神剣を扱えるかどうかにばかり固(こ)執(しつ)して……、道を違えました」

			「トリス……」

			「そしてそれは、父上や兄上……この国も同じなのだと、此(こ)度(たび)の騒乱で学びました」

			　その言葉の意味に周囲が動揺する中で、皇帝が手を翳(かざ)してそれらを制する。

			「私たちは、神剣に……神という名に囚われていたのです。神の力は絶対ではない。神の力だけが、我々のすべてではない」

			　それは、皇国の大義を揺るがす言葉だった。

			　神剣を使えない出来損ないの皇子の言葉ですら、揺らいでいる。

			　だからこそ、変えるには今、このタイミングしかない。

			「父上。……いえ、皇帝陛下。私、トリス・ディル・ライアは、陛下に決闘を申し込みます」

			「トリス……!?」

			　さすがに意味をとりかねたのか、アルフォンスが声を上げた。

			　その動揺が伝播するように、ざわつきを増す謁見の間の中で、唯一皇帝だけが、じっとトルスティの目を見つめていた。

			「理由を聞こう」

			「神剣によってかからずとも我々は立てる。それを証明して見せます」

			「その心は？」

			「皇国のため。そして、私のため」

			　皇帝は立つ。

			「受けよう」

			「陛下!?」

			「よい。よいのだ」

			　思わず声を上げてしまった宰相に、諸侯に、皇帝は笑いかける。

			　それは、宣戦布告する以前のもの。

			　そして、

			「……決闘とあらば容赦なし」

			　玉座の間の中央に躍り出て、二振りの神剣を握るその姿は覇気に満ちていた。

			　そこに、家族を失った憤怒はない。

			　だからこそ、純粋な闘志という裂(れつ)帛(ぱく)の気合いが溢(あふ)れていた。

			「それこそ、我が本望」

			　背中にじっとりとした汗を感じながら、トルスティはその腕に手をかけた。

			　そして、腕輪を外す。

			「！」

			　その意味を理解しているのは、皇帝ただ一人。

			　しかしそれも、〝腕輪がなければ体が崩壊する〟という程度の知識でしかない。

			　その程度でしかないからこそ、腕輪を外してもなんの変化もなかったこと、そして変化が起きないにも拘(かかわ)らず、腕輪を外したことが理解できなかった。

			　ともあれ、使者という名目上、トルスティに得物はない。

			「誰ぞ、剣を」

			「では私が」

			　進み出たのは、アルフォンスだった。

			　彼はトルスティに歩み寄り、その腰に据えた剣を渡す。

			「どんな策があるのかは知らんが、他の愚(ぐ)弟(てい)と違い、私は有能な者を遊ばせておく趣味はない」

			「兄上……」

			「間違って死ぬなんていうヘマだけはするなよ。お前は俺との賭けに勝ったんだ。馬鹿どもに乗ってまで遠ざけた意味がなくなる」

			　もう今後のことを考えているのか。

			　囁(ささや)くように告げて離れていく背を、トルスティは苦笑気味に見送った。

		

	
		
			[image: 275.jpg]
		

	
		
			　執(しつ)政(せい)者(しや)とはそうあるべきなのだろう。何より、愚(ぐ)者(しや)を演じながら、父と同様に守っていてくれたのだと先の言葉で理解してしまった。とはいえ、守るというよりは、試したというのがかつての兄らしいが。

			　やはり、自分には足りないものが多すぎる。

			　束の間の苦笑の後、手にした剣の柄を握り、トルスティは改めて皇帝と対(たい)峙(じ)する。

			「……いざ。参るぞ！」

			　皇帝が白銀の剣を揮(ふる)う。

			　周囲の者がそう捉(とら)えた瞬間、甲(かん)高(だか)い金属の衝(しよう)突(とつ)音が謁見の間に響いた。

			　振り下ろす形の皇帝の剣と、下から切り上げるようなトルスティの剣が交差する。

			　その光景に目を見開いたのは、周囲の者たち。

			　そして、皇帝だった。

			　白銀の神剣ハルディア。

			　念じて揮(ふる)えば時の流れを絶ち、所持者は周囲の時間を置き去りにして行動することができる。

			　神速と謳われたギルの速度も、ハルディアが発動すればゆっくりと動く道化師でしかなかった。

			　だが、先の衝(しよう)突(とつ)。

			　自身と変わらない速度で動き、その剣を防ぐトルスティの姿を皇帝は確かに視認した。

			「……」

			　何かの魔術か？

			　そう推測した皇帝は、漆(しつ)黒(こく)の剣に念じ、その上でもう一度ハルディアを発動させる。

			　どんな魔術であろうと、その変化そのものを絶たれれば形を成(な)すことはない。

			　神剣ライルの権(けん)能(のう)を以って魔術を封じ、時を置き去りにする。

			「!!」

			　そうして振るわれた斬撃は、またしても防がれた。

			　そして、目前にしたトルスティの目の鋭さが、纏(まと)う圧力が増すのを感じた皇帝は、一足飛びにその場を退く。

			　紙一重の距離を裂いた斬撃に、皇帝は背中に走る悪寒を感じた。

			　そして思う。

			（……先ほどの二合(ごう)……、わざと受けた？）

			　そう感じたのは、先程の表情。

			　まるでこちらの動揺を見きった上で、行動に移したとしか思えなかった。

			　だが、驕(おご)りではないだろう。

			　神の力は絶対ではないという先の言葉を鑑(かんが)みるとすれば、神剣の力が通じない、ということを証明した形とも言える。

			（……ならば）

			　皇帝は笑う。

			　あくまでその意志を貫(つらぬ)くための決闘ならば、そこから逃げては意味がない。

			　こちらは神の力を最大限に揮(ふる)ってみせよう。

			「証明して見せよ!!」

			　今、彼にあるのは、悪寒ではなく高(こう)揚(よう)感(かん)。

			　そして、歴史ある皇帝としての矜(きよう)持(じ)と、それを超えて欲しいという父としての期待。

			「無論！」

			　両者が共に駆ける。

			　速度はトルスティが勝っている。

			　しかし、彼の視界に映ったのは、わずかな口の動き。

			　詠(えい)唱(しよう)。そう直感した直後。

			「――フラッシュライト！」

			「ぐっ――!?」

			　魔術の閃(せん)光(こう)に怯(ひる)み、視界を奪われる。

			　閃(せん)光(こう)の瞬間に目を閉じて避けた皇帝は漆(しつ)黒(こく)の剣を揮(ふる)い、魔術を解除。

			　目の前には、いまだ立ち直ることのできないトルスティがいた。

			「この程度か！」

			　迫る斬撃。

			　だが、予想は再び裏切られる。

			　身体能力の上がったトルスティは、その聴覚もまた強化された状態にあった。

			　聞こえてきたのは、わずかな風切音。

			「!!」

			「くっ……！」

			　その音めがけて剣を揮(ふる)うことで、トルスティは既(すんで)のところで斬撃を防ぐ。

			　調子を取り戻してきた視界で剣を弾き、トルスティは後退した。

			　神剣の持ち主は、魔術を打ち消す立場……受ける立場だという、偏(へん)見(けん)。

			　その誤った認識を突かれた。

			　手強い。

			　神剣を封じたことで慢(まん)心(しん)していたと自己嫌(けん)悪(お)する傍(かたわ)ら、そうでなくてはと喜び、苦笑する。

			　次の始まりに言葉はなかった。

			　身体能力で勝るトルスティと、魔術の行使による虚実織り交ぜた戦闘技術に勝る皇帝。

			　誰もが、固唾をのんでその戦いを眺めていた。

			　誰もが、すぐに決着がつくものだと考えていた。

			　だが、結果はどうだ。

			　神剣そのものの効果に意味はない。むしろ〝神剣を頼りとしない日和見主義の皇帝〟という使い手でなければ、神剣の力に固(こ)執(しつ)し、機転を利かせることもできずに負けていたかもしれない。

			　その事実に、彼らは思い始めていた。

			　神剣は、確かに絶対ではないのだと。

			　戦争が膠(こう)着(ちやく)状態に至って朧げに感じていた事実を、ここで確信した。

			　確信してしまった。

			　だがそれは、寄って立つ支えを失くすことに等しい。

			　知らず、彼らの中に不安という恐れによって皇帝の勝利を願う者と、その先を見てみたいと好奇心を抱く者が現れる。

			　とはいえ、前者が圧倒的多数だが。

			　何を願い拒もうとも、結果はやがて訪れる。

			　動いたのはトルスティ。

			　鉄さえ裂きそうな斬撃に、何度も神経を削いできた皇帝が剣を身構える。

			　その瞬間を狙う一撃。

			「――フレイムランス！」

			「!!」

			　開始直後。あるいは皇帝が虚を突き閃(せん)光(こう)を放った直後であれば、その魔術は予想できただろう。

			　だが、これまでトルスティは魔術を一度も使わなかった。

			　無効化される魔術を使うことはない。

			　皇帝の中でその認識が上書きされるのを、トルスティは先の行動……剣で受けようとしたことで確信した。

			　いくら神剣であろうとも、剣そのもので魔術を防ぐことはできないからだ。

			「ぬぅ！」

			　皇帝はハルディアに念じて時の流れを変え、停止しているような炎の槍(やり)にライルを揮(ふる)う。

			　炎の槍(やり)は霧(む)散(さん)し――

			「神剣を使ってくれて助かりました」

			　その背後から現れたトルスティの斬撃が、突き出されたままのライルを弾き飛ばす。

			　放たれた魔術に対し、躱(かわ)すという選択肢もあった。むしろ、追撃を考えればそちらを選択するべきだった。

			　だが、それをしなかったのは……できなかったのは、神剣に頼っていたからだろう。

			（皮肉なものだ）

			　神剣を最大限に使うと決め、土壇場でも無意識に使ってしまった。

			　使わされてしまった。

			「はぁっ！」

			　応戦するも弾かれてしまったハルディアが、空しい音を謁見の間に響かせた。

			　周囲の目には、トルスティがフレイムランスを放った直後、両腕から神剣を失った皇帝が、剣を突き付けられていたようにしか見えなかった。

			　その過程は分からなくとも、結果は明白。

			　再び静(せい)寂(じやく)が訪れた謁見の間で、

			「……お前の勝ちだ。トリス」

			　皇帝の声だけが、静かに耳(じ)朶(だ)を叩いた。

			　トルスティは剣を下ろす。

			　早鐘を打って止まらない鼓(こ)動(どう)の中、勝負の余(よ)韻(いん)を感じる。

			　どこか憑(つ)き物の落ちたように朗(ほが)らかな笑みを湛(たた)えていた皇帝は、労(ねぎら)うようにトルスティの肩に手を置いた。

			「ふはっ」

			　その笑い声は、あまりに小さかった。

			　だからこそ誰も気付かず、

			「皇帝の座は僕のものだ!!」

			　ベルントの執念とも言える魔術を止められるものはいなかった。

			　いかに身体能力に優れようと、それは速度に優れた魔術には及ばない。

			　皇帝は神剣を使おうとして、しかし神剣は自らの手を遠く離れ、使節団の一人が手にしているのを捉(とら)えて歯(は)噛(が)みする。

			　投げたところで間に合わない。だからこそ、ベルントは好機と見たのだろう。

			（せめてっ）

			　父だけでも。

			　迫りくる紫電の矢を捉(とら)えていたトルスティは、身体が意に沿わない動きをしたのを感じた。

			　遠ざかっていく父は、こちらに手を突き出していた。

			　――また守られるのか。

			　――結局、自分は変われないのか。

			　やけにゆっくりと感じる流れの中で、トルスティは、

			「よっ、と」

			　と、妙に緊張感のない声を聞いた。

			「……は？」

			　その間の抜けた声を発したのは、元第三皇子。

			　だが、その場にいた全員が、彼と同じ心情だったろう。

			「……ははっ。なんとかなるもんだな」

			　ライルを手にしているのは、一人の獣人。

			　神剣を発動させたため、変装の魔術が切れたオリオンだった。

			　その不可解な状況に惚けているのも束の間、逃げようとしたベルントを騎士が捉(とら)える。

			「な、なぜだ……なぜ……！」

			　いまだ信じられないと、困惑の表情を苦悶の中に滲(にじ)ませる男に、オリオンは笑った。

			「娘……じゃなかった。知り合いが言うには、俺にも神具を使う力があるらしいんだわ。どう証明したもんかと思ってたけど、どうにかなるもんだな」

			「う、うそだ!!　そんなこと、……獣人如きに、化け物如きに!!」

			「もう一度試してみるか？」

			「ひっ！　……ひひ、ひは、ひはははっはははは！」

			　笑みに邪気を含めたオリオンが剣を突き付けると、恐怖が極まったのか、元第三皇子は気が触れたように笑い出した。

			　オリオンとしては、もう一度目の前で実践した方が信じられるという思惑もあったのだが、それは叶いそうになかった。

			「……まぁそんなわけだ」

			　オリオンは皇帝に歩み寄り、剣の柄を差し出しながら笑う。

			　言葉を欠いた物言いだったが、彼の言いたいことをその場にいた全員が理解した。

			　神剣……神具を使えるのは、普人の特権ではない、と。

			「貴殿は……」

			「申し遅れました。私は、ピスクローザ女王国女王が王弟、オリオン・リアラ・ピスクローズ。トリス殿下の護衛として参りました」

			　叩(こう)頭(とう)し、笑みを消したその口から告げられた言葉に、どよめきが生じる。

			　王族が、単なる護衛を務めるはずがない。そう考えるのが自然だった。

			「ピスクローザの王族がなぜ、護衛を……？」

			「それが、私の望みを叶えるために必要だったからです」

			「……その望みを、聞いても？」

			　オリオンは首(しゆ)肯(こう)し、再び笑みを浮かべる。

			「心が安らかでいられる平穏。それを取り戻したかった」

			「…………なるほど。それは道理」

			　剣を受け取り、皇帝は周囲を見渡した。

			「検刑長官！」

			「は、ハッ！」

			「皇帝に牙(きば)を剥(む)いた逆賊を尋問し、その罪を詳(つまび)らかにせよ」

			「承りました！」

			　叩(こう)頭(とう)する姿に頷(うなず)き、次いで国外への交渉や使者などの選定を行う渉外長官を呼ぶ。

			「第三皇子の廃嫡、並びにその罪を公表し、処する旨(むね)を各国に伝えよ」

			「承知いたしました」

			「……これから忙しくなる。世話をかけるな」

			「勿体なきお言葉。この身は、皇国のため」

			　深く深く叩(こう)頭(とう)する姿に頷(うなず)きを落とし、次いで皇帝はアルフォンスの名を呼んだ。

			　すぐそばに歩み寄り、膝を突いた第一皇子に皇帝はその手にした剣を差し出した。

			「お前に皇位を授(さず)ける」

			「……はい」

			「とはいえ、此(こ)度(たび)の責任をお前に押しつけるつもりはない。この後始末を終えた後になるが」

			「心得ております」

			　慇(いん)懃(ぎん)無礼とも言える返答に、皇帝は笑みを浮かべた。

			「これまで公務をほったらかしていた分は働いてもらうぞ？」

			「それは……、確かに、承りました」

			　確かに、阿呆な自分で遊んでいた部分もある。

			　それを見透かされ、アルフォンスは苦笑を浮かべて承認した。

			　そして、次に皇帝が視線を移したのは、トルスティだった。

			「……お前にも働いてもらう。異存はあるか？」

			「いえ」

			　そのために帰って来たのだから。

			　その強い眼差しに安堵感を覚え、皇帝は再び周囲を見渡した。

			「……これから、我らは謗(そし)られるだろう。刃を向けられるだろう。差し伸べた手を弾かれるだろう。……耐えろとは言わぬ。これは、我ら皇族が犯した愚(ぐ)行(こう)の代償なのだから」

			　誰かが泣いていた。

			　誰かが堪(こら)えるように手を握りしめていた。

			　それでも、皇帝からは決して目を逸らす者はいなかった。

			　そして、彼らに皇帝は告げる。

			「だが、それでも力を貸して欲しい。我ら皇族のためではなく、ライハンドという国を生きながらえさせるために。……神の力ではなく、汝らの力を」

			　何かを口にするものはなく、ただ、不思議な一体感があるのを、オリオンたち外部の者は感じていた。

			　この後、終戦協定が結ばれ、膠(こう)着(ちやく)状態にあった両軍は撤退。

			　皇国、連合共に死傷者多数。

			　戦争を引き起こした張本人とも言える第三皇子に、処刑という処断を下すことでいくらかの酌量を得たものの、皇国は多大な賠償金を抱え、多数の利権を失うこととなった。

			　こうして、皇国の宣戦布告に始まる騒乱は終結した。

		

	
		
			第４章　道の途中

		

	
		
			　トルスティが発って数か月も経たないうちに、神聖ライハンド皇国と周辺国との戦争は終結した。

			　噂でちょくちょく状況を耳にしていたイリアだが、相変わらずリュネヴィルで詳しい話を聞くことはなく、一(いつ)貫(かん)して戦争中とは思えない雰囲気だった。

			　支部に来た早々、賑(にぎ)わうホールのそんな様子を見て、

			「変わらないな、ここは」

			　とトルスティは苦笑した。

			　目の前にいる青年の姿は以前に見た旅支度そのままで、皇族としての装飾は一つもない。

			　怪(け)我(が)も異常も見られず、とんぼ返りしたと言われれば、事情を知らない者は信じてしまうだろう。

			　だが、改めて見るとその立ち振る舞いは以前よりも堂々として、脆(もろ)くも見えた刹那的な危うい印象は、完全になくなっていた。

			「ただいま戻りました」

			「え？　あ、はい。ご無事で何よりです」

			　感動もなく営業対応だったのがおかしかったのか、トルスティはほんの少しだけ笑みを零(こぼ)す。

			「話がしたいんだが……少しいいかな」

			　詳細に告げられたわけではないが、その様子からイリアは、現状のようなカウンター越しではなく、二人きりで、という意味であることを察した。

			　だが、これまでの経験則や、彼女の勘が「行けば面倒臭(くさ)いことになる」と警告していた。

			　とはいえ、明確に話の内容を告げられたわけでもなく、勘だけで断るわけにはいかないだろう。

			「休憩時間まで少しあるので、休まれていかれてはどうでしょうか」

			「いや、少し街を回るよ」

			　イリアから休憩までの時間を聞いたトルスティは、持ち運びできるジュースとサンドイッチを買い、支部を後にした。

			　彼が去ったことで、話を聞いていたらしい者たちの視線がイリアに集中する。

			　特に顕(けん)著(ちよ)なのは、隣のシンシアだ。

			「……これは告白されるね」

			　よりにもよって彼女に聞かれてしまうなんて。

			　そんなイリアの胸中を察することもなく、シンシアはしたり顔でそんなことを呟(つぶや)いた。

			「なんか、前にいた時とは全然雰囲気違ったね」

			「恋の力だね」

			「恋!?」

			「愛だよ！」

			「愛！」

			　いつもはシンシアを窘(たしな)めるエリーゼまで加わり、やんややんやと言いたい放題。

			「あのね……二人ともあの人の素性は知ってるでしょ？　変なこと言うと怖い人たちに連れていかれちゃうよ？」

			「「　えぇ～　」」

			「えーじゃありません」

			　息抜きがしたかっただけのようで、二人はなんやかんやと言いながらすぐ業務に戻っていった。

			（あの人だって女性にトラウマがあるみたいだし、面倒なことにはならないよね）

			　そう言い聞かせ、その後休憩時間に入ったイリアはトルスティが待つ個室に向かった。

			　椅子に座るトルスティに紅茶を淹れてから用件を訊ねると、紅茶で喉を潤(うるお)した彼は真っ直ぐ彼女を見据え、

			「一緒に、ライハンドに来てほしい」

			　と告げた。

			「……はぁ」

			　要求の結論だけを言われても判断できるわけがない。

			　イリアのそんな反応に、トルスティはバツが悪そうに苦笑を浮かべ、椅子に背中を預けた。

			「……すまない。気が急いてしまった」

			「いえ。皇国にと仰(おつしや)いましたが……何かありましたか？」

			「いや……なんというかな」

			　気まずそうに視線を宙に泳がせ、もう一度カップを手に取る。

			　紅茶を飲み下すと共に気持ちに整理をつけたように、トルスティはゆっくりと言葉を続けた。

			「終戦とは言っても、一方的に宣戦布告した皇国は、これから不利な状況が続くだろう」

			「……そうですね」

			「私は、私なりに皇国のために尽くそうと思う。父上と話して……誰かのためではなく、私自身のためにそうしたいと思った」

			「皇帝陛下と、ですか」

			　ああ、とトルスティは笑顔を浮かべる。

			「……本当はあの時、決闘を申し込む気はなかったんだ」

			「勝負をした、と伺いました」

			「ああ。父上と言葉を交わしているうちに、私は……俺は、父上を越えなければならないのだと、そう直感した。誰かに認められるためではなく、自分で自分を認めるために……そう思った」

			　そう言いながらトルスティは視線を落とし、腕輪に触れる。

			　カロンの報告から、彼が鬼の状態で戦ったことはイリアにも伝わっている。

			「神剣だけが、神の力だけがすべてではない。私は父上にそう言ったが……武力だけでの証明ではまだ志半ばだ。道は険(けわ)しいが……私は、神剣に頼らずに立てる皇国に変えていこうと思う」

			　トルスティは視線を上げ、イリアを見る。

			「俺の傍(そば)で、支えて欲しい」

			（……これはシンシアが正解……だよね）

			　告白。

			　良いように捉(とら)えるのであれば、皇族らしい恰(かつ)好(こう)をしてこなかったのは、トリス・ディル・ライアとしてではなく、あくまでトルスティ個人としての意思ということになる。

			　権力を振りかざさないという点は好ましいと思うが、それとこれとは話が別だ。

			　とはいえ、告白という認識が彼女の自意識過(か)剰(じよう)であり、引き抜きだったとしても答えは決まっている。

			「その話はお受けできません。ごめんなさい」

			「……そうか。残念だ」

			　言葉とは裏腹に、トルスティは穏やかな笑みを浮かべた。

			（ということは、自意識過(か)剰(じよう)の方？　…………は、恥ずかしい！　も、もももしかして女神様とか言われて天狗になってた!?　ぎゃ――――!!　新しい黒歴史がぁぁ……!!）
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			　平静を装(よそお)った裏で、断末魔のような叫びをあげるイリアの胸中を知らないトルスティは、先程までと同じ雰囲気のまま言葉を続けた。

			「少し、安心した」

			「……え？」

			　なんですって？

			　と聞き返したイリアに、トルスティは笑みに苦いものを混ぜた。

			「君が傍(そば)にいたら、俺はそれだけで満足してしまうかもしれない」

			「はぁ……」

			　トルスティは冷めてしまった紅茶を飲みほし、立ち上がる。

			「これで、未練を残さずに進むことができる。俺の我(わが)儘(まま)に付き合ってくれてありがとう」

			「……いえ。何か困ったことがあれば、なんでも仰(おつしや)ってください。できる限りご助力させていただきます」

			　それは社交辞令ではなく、本心から出た言葉だった。

			　だが、トルスティはゆっくりと首を横に振った。

			「求愛を断られた女性の前におめおめと会いに来ることができるほど、俺の器量は大きくないみたいだ」

			　先の言葉は求愛だったらしい。

			（良かった。……ような、良くない、ような……）

			　なんにせよ、穏やかな表情で言っては、その自(じ)虐(ぎやく)に信(しん)憑(ぴよう)性(せい)はない。

			　そう結論付けて、イリアは心の平静を取り戻す。

			「少し、残念です」

			「やめてくれ。決意が揺らぐ」

			　そうして笑い合い、別れの言葉を交わしたトルスティは支部を後にした。

			　これで、正真正銘皇国の件は一件落着となる。

			　カウンターに戻り安(あん)堵(ど)の溜(ため)息(いき)を吐いていたイリアは、その雰囲気をぶち壊すような勢いで駆け込んでくる、一人の少年の姿を捉(とら)えた。

			　その腰には、封呪の布でぐるぐるに捲(ま)かれた魔剣が一振り。

			　少年……トリスタンは掴(つか)みかかる勢いでイリアに迫る。

			「イリア殿！　セルジ殿から伺いました!!　私にも、私にも是(ぜ)非(ひ)!!」

			「トリスタン、落ち着いて」

			「ご助力を!!　何卒!!」

			　イリアがひっぱたく前に、トリスタンは後頭部を強打されて崩れ落ちる。

			　彼の背後から現れたのは、鞘(さや)に収まった聖剣を担ぐ少年。

			「……わり。口滑らせちまった」

			　セルジはそう謝罪した。

			　闘技場の一戦以来、セルジとトリスタンは共に切磋琢磨する親友兼ライバルのような間柄となっていた。

			「何卒～!!」

			　セルジに襟(えり)首を掴(つか)まれ、ずるずると引き摺(ず)られながら支部を出ていくトリスタン。

			　闘技場での鬼気迫る雰囲気を知る者たちはその姿に呆気にとられ、次の瞬間ホールは笑い声に包まれた。

			　その様子を、イリアはカウンター越しに眺める。

			　それほど間を置かずに来たギルド員の男性は、素材の入った袋と依頼表、そして登録証を差し出した。

			「イリアさん、達成の登録と査定お願い！」

			「はい。畏(かしこ)まりました」

			　お金が欲しい。情報が欲しい。力が欲しい。

			　支部を訪れる者には必ず理由がある。

			　支部(ここ)は、出発点にはなっても原点にはならない。

			　生きている者は皆、自分自身の道を歩いている。だからこそ、支部は目的地に向かう道の途中にある通過点にすぎず、いうなれば一人ひとりが主人公であり、その物語にある一つのイベントでしかない。

			「……よしっ！　これで新しい剣が買える！　じゃあまた、イリアさん！」

			「はい」

			　そして目的を果たせば、皆(みな)支部から離れていく。

			　だから、彼女たち受付の最後の仕事は彼らを見送ることになる。

			　それを寂(さび)しいと言う者もいるが、自分が関わっても終わらない……その人の物語が続いていくのを確認できる気がして、彼女は少しだけ安心する。

			「またのお越しをお待ちしています」

			　そんな気持ちを隠しながら、イリアはカウンター越しに彼らの背中を見送り続ける。

			　今日も、明日も、これからも。

		

	
		
			　

			終章

			　

			　場所は教会の内陣。

			　イリアは祭壇の前に立ち、身(しん)廊(ろう)に立つ使徒と向かい合っていた。

			　使徒は言う。

			「人の意思を尊重し、衝(しよう)突(とつ)を成長の過程と捉(とら)えるという貴女(あなた)のご意思、確かに拝見いたしました」

			　拝見した。それはつまり、確認していたということだ。

			　魔物、氷竜、邪神、人間同士の争い。それらすべてが世界樹の意思の下によって導かれ、引き起こされた。それが、何かを確認するためだったのだとしたら。

			　今、こうして対(たい)峙(じ)することになった彼の誘いに乗り、イリアは訊ねることにした。

			「結局、貴方(あなた)は何がしたいのですか？」

			　彼女の問いに、使徒はいつもと変わらない調子で答える。

			「私たちは、やがて来る災(さい)厄(やく)からこの世界を守りたいのです。しかし、世界がちぐはぐでは彼らに容易(たやす)く砕(くだ)かれてしまうでしょう」

			　使徒はそう言いながら目を伏(ふ)せ、頭(こうべ)を垂(た)れた。

			「貴女(あなた)に、世界を一つにしていただきたいのです」

			　彼女の答えは決まっている。

			　しかしイリアは明確な答えを出さず、代わりに訊ねた。

			「断ると言えば、どうなさるおつもりですか？」

			　イリアが素直に承(しよう)諾(だく)するとは思っていなかったのだろう。

			　さほど動じた様子も見せずに使徒は頭を上げ、物(もの)憂(う)げな笑顔を浮かべた。

			「貴女(あなた)はお優しい。自分のためと言いながら、他者のために尽くしてしまうほどにお優しい心の持ち主です」

			　都合の良すぎる解釈に、否定を口にしそうになる。

			　だが、その否定を拒むような断定の物言いに、イリアは続きの言葉を待つことにした。

			「そんな貴女(あなた)は、多くの邪神が起ち、世界中が魔物で満ちた時、どうなさるのでしょう」

			　使徒は目を伏(ふ)せ、語る。

			　まるで、誰かを悼(いた)むように。

			「力弱い者は死に絶えるでしょう。力持つ者もやがて力尽きるでしょう。……そこに成長はありません。未来はありません。悲しみと嘆きが世界を埋め尽くし、絶望と憎悪は新たな魔物を生み出します」

			　使徒はゆっくりと目を開き、イリアを見据える。

			「そんな時、貴女(あなた)はどうなさるのでしょう。……何をなさるのでしょう」

			　使徒は問わず、ただ疑問を口にする。

			　その時、光素の減少で堂内が薄暗くなり、頭上の天窓からの光がイリアにのみ降り注ぐ。

			　それはまるで、天上からの光を一身に受ける、人ならざる者を表すかのような演出。

			　この瞬間を待っていたかのように、使徒は深々と頭(こうべ)を垂(た)れ――乞(こ)う。

			「どうか、世界を御救いください。――――女神様」

			　

			　

			〈『ギルドのチートな受付嬢④』へ続く〉

		

	
		
			夏にコタツ（なつにこたつ）

			北国生まれのＡ型乙女座。作者名とかアレですけど変態ではありません。精神修行とか解脱とか、そんな感じです。たぶん。（二〇一五年十二月現在）

			　

			イラストレーション

			三弥カズトモ（みやかずとも）

			イラストレーター。ライトノベルイラストの他、ゲームのイラスト・キャラクターデザインもやっています。（二〇一五年十二月現在）

		

	
		
			ギルドのチートな受(うけ)付(つけ)嬢(じよう)③

			発行日：２０１５年11月30日

			著　者：夏(なつ)にコタツ

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Natsunikotatsu 2014

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『ギルドのチートな受付嬢③』（２０１５年12月２日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。

		

	OEBPS/image/019_fmt.jpeg





OEBPS/image/004-005_fmt.jpeg
NS S S fiTHa&E o]

AR S

” S






OEBPS/image/001_fmt.jpeg





OEBPS/image/056_fmt.jpeg





OEBPS/image/008_fmt.jpeg





OEBPS/image/275_fmt.jpeg





OEBPS/image/cover.jpg





OEBPS/toc.xhtml

		
			
						
					表紙
				


						
					目次
				


						
					第１章　提案
				


						
					第２章　彼らの理由
				


						
					第３章　皇国
				


						
					第４章　道の途中
				


						
					終章
				


						
					奥付
				


			


		
	

OEBPS/image/097_fmt.jpeg





OEBPS/image/075_fmt.jpeg





OEBPS/image/006-007_fmt.jpeg





OEBPS/image/045_fmt.jpeg





OEBPS/image/182_fmt.jpeg





OEBPS/image/002-003_fmt.jpeg





OEBPS/image/295_fmt.jpeg





